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（１） 機 構 図

商工労働課    （工業振興・計量担当） 

（商業振興・融資担当） 

（商品券担当） 

  商工観光部              雇用促進室 

              観光振興課    （観光振興担当） 

                       （観光施設担当） 

                           インバウンド・国際室 

                     北部産業振興事務所  

                     西部産業振興事務所  

（２） 観光振興課事務分掌

観光振興課 

① 課の庶務に関すること。 

② 観光振興計画に関すること。 

③ 観光振興審議会に関すること。 

   ④ 観光事業の振興に関すること（産業振興事務所が所管するものを除く。）。 

   ⑤ 観光資源の開発に関すること。 

   ⑥ 観光宣伝及び観光客の誘致に関すること。 

   ⑦ コンベンションに関すること。 

   ⑧ 観光施設の計画及び建設に関すること。 

   ⑨ 観光施設の管理及び運営に関すること（産業振興事務所が所管するものを

除く。）。 

   ⑩ 文化コンベンション施設等に関すること。 

   ⑪ オリンピック記念アリーナに関すること。 

   ⑫ 観光事業団体の指導育成に関すること。 

   ⑬ 郷土観光祭に関すること。 

   ⑭ 地熱水有効利用施設に関すること。 

インバウンド・国際室 

   ① 外国人旅行者の誘客に関すること。 

   ② 国際交流に係る企画及び調整に関すること。 

   ③ 姉妹都市及び友好都市に関すること。 

１ 商工観光部機構 
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北部産業振興事務所・西部産業振興事務所 

   ① 産業振興事務所の庶務に関すること。 

   ② 商工振興施設及び観光施設に関すること。 

   ③ 商工業及び観光事業の振興に関すること。 

   ④ 戸隠観光施設事業会計に関すること（北部産業振興事務所に限る。）。 

   ⑤ 鬼無里大岡観光施設特別会計に関すること。 

   ⑥ 地域伝統産業支援事業に関すること（北部産業振興事務所に限る。）。 

   ⑦ 戸隠地区山岳遭難防止対策協会に関すること（北部産業振興事務所に限

る。）。 

   ⑧ その他観光行政に係る事務支援に関すること。 
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２　平成31年度 観光振興課 施策の体系と事業

長野市第五次総合計画前期基本計画

4 安全で安心して暮らせるまち「ながの」

戸隠地区山岳遭難防止対策協会交付金

5 豊かな心を育み人と文化が輝くまち「ながの」

姉妹都市交流

姉妹都市提携60周年記念事業

友好都市交流

国際交流事業補助金

外国青年招致

外国青年赴任経費負担金ほか

諸外国交流
国際交流コーナー管理運営

　　　　平　成　31 年　度　事　業
 政策１ 災害に強いまちづくりの推進

 施策２ 消防力の充実・強化及び火災予防

 政策５　国際交流・多文化共生の推進

施策１　国際交流活動の推進

施策２　多文化共生の推進
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6 産業の活力とにぎわいのあふれるまち「ながの」

観光管理費

善光寺表参道誘客対策

観光振興計画推進事業

観光まつり補助金

松代観光戦略関連補助金

松代歴史文化の発信・誘客事業

環境保全活動負担金

飯綱高原スキー場事業特別会計繰出金

鬼無里大岡観光施設事業特別会計繰出金

戸隠観光施設事業会計補助金

観光宣伝

観光宣伝事業負担金

広域観光推進

広域観光協議会負担金

新幹線延伸対策

観光情報センター運営

インバウンド推進事業

文化コンベンション施設管理運営

文化コンベンション施設整備

オリンピック記念アリーナ管理運営

オリンピック記念アリーナ施設整備

観光コンベンションビューロー運営補助金

観光・コンベンション事業助成金

観光施設管理運営

観光施設協会・協議会負担金

観光施設維持修繕

トレッキングコース等整備運営

象山地下壕管理運営

象山地下壕施設改修

国民宿舎松代荘改修

温湯地区温泉利用施設整備等ＰＦＩ

飯綱高原施設管理運営

ハイランドホール飯綱等管理運営費

飯綱高原屋外施設改修

飯綱高原宿泊施設改修

豊野温泉りんごの湯管理運営

戸隠観光施設管理運営

森林学習館等施設管理運営

大岡交流施設管理運営

アルプス展望公園管理運営

戸隠交流集会施設管理運営

信州新町萩野施設管理運営

信州犀川交流センター管理運営

信州新町青少年旅行村管理運営

信州新町不動温泉さぎり荘管理運営

中条やきもち家管理運営

保科温泉管理運営

飯綱高原スキー場事業特別会計

鬼無里大岡観光施設事業特別会計

戸隠観光施設事業会計

 政策１　魅力を活かした観光の振興

 施策１ 豊富な観光資源等を活かした観光交流促進

 施策２ インバウンドの推進

 施策３ コンベンションの誘致推進
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（１） 一般会計 （単位：千円）

目 　事業名 　当初予算額

姉妹都市交流 1,584

姉妹都市提携60周年記念事業 3,602

友好都市交流 5,368

国際交流事業補助金 2,000

外国青年招致 5,319

外国青年赴任経費負担金ほか 350

諸外国交流 1,083

国際交流コーナー管理運営 7,176

26,482

観光総務費 職員人件費 233,108

戸隠地区山岳遭難防止対策協会交付金 3,200

観光管理費（事務的経費） 4,660

240,968

観光振興費 善光寺表参道誘客対策 7,000

観光振興計画推進事業 39,900

観光まつり補助金 47,412

松代観光戦略関連補助金 8,000

松代歴史文化の発信･誘客 4,000

環境保全活動負担金 2,200

飯綱高原スキー場事業特別会計繰出金 61,394

鬼無里大岡観光施設事業特別会計繰出金 75,556

戸隠観光施設事業会計補助金 98,335

観光宣伝 4,711

観光宣伝事業負担金 2,270

広域観光推進 582

広域観光協議会負担金 3,059

新幹線延伸対策 4,143

観光情報センター運営 6,264

インバウンド推進事業 76,202

文化コンベンション施設管理運営 125,993

文化コンベンション施設整備 242,811

オリンピック記念アリーナ管理運営 214,087

オリンピック記念アリーナ施設整備 233,163

観光コンベンションビューロー運営補助金 117,945

観光・コンベンション事業助成金 140,317

1,515,344

観光施設費 観光施設管理運営 31,262

観光施設協会・協議会負担金 185

観光施設維持修繕 6,410

トレッキングコース等整備運営 9,950

象山地下壕管理運営 7,951

象山地下壕施設改修 5,918

国民宿舎松代荘改修 5,766

温湯地区温泉利用施設整備等PFI 189,455

飯綱高原施設管理運営 14,468

ハイランドホール飯綱等管理運営費 28,726

飯綱高原屋外施設改修 53,642

飯綱高原宿泊施設改修 5,443

一般管理費

３ 平成31年度予算（当初）

（平成30年度３月補正予算へ前倒し 333,378千円）
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豊野温泉りんごの湯管理運営 12,540

戸隠観光施設管理運営 50

森林学習館等施設管理運営 8,408

大岡交流施設管理運営 6,083

アルプス展望公園管理運営 436

戸隠交流集会施設管理運営 40,631

信州新町萩野施設管理運営 1,170

信州犀川交流センター管理運営 4,773

信州新町青少年旅行村管理運営 194

信州新町不動温泉さぎり荘管理運営 67,745

中条やきもち家管理運営 18,776

保科温泉管理運営 25,160

545,142

一般会計　合計 2,327,936

（２） 飯綱高原スキー場事業特別会計
　款　名 　事業名 　当初予算額

スキー場管理運営 1,497

スキー場管理運営委託 60,003

61,500

予備費 予備費 200

200

飯綱高原スキー場事業特別会計　合計 61,700

（３） 鬼無里大岡観光施設事業特別会計
　款　名 　事業名 　当初予算額

総務管理費 大岡観光施設総務費 683

683

施設管理費 奥裾花観光施設管理費 18,382

品沢高原観光施設管理費 966

鬼無里ふるさとの館管理費 4,627

鬼無里交流促進施設管理費 37,694

聖山パノラマホテル管理費 14,933

聖山オートキャンプ場管理費 573

親水公園管理費 1,169

78,344

施設整備費 鬼無里観光施設整備 400

大岡観光施設整備 400

800

利子 利子 73

73

予備費 予備費 400

400

鬼無里大岡観光施設事業特別会計　合計 80,300

（４） 戸隠観光施設事業会計
　当初予算額

戸隠観光施設管理事業 305,100

スキー場管理費
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４ 観光の現状  

本市の観光入込客数は、善光寺御開帳の年を除きおおよそ1,000万人前後を横ばいで推

移してきたが、「善光寺一点通過型観光」と呼ばれるように、善光寺での短時間の参拝後

にそのまま別の温泉地等に移動してしまうといった旅行形態が多く、宿泊を伴った滞在

が伸びず、経済効果にも結びつきにくいという弱点を抱えている。 

  平成27年３月に金沢まで延伸された北陸新幹線は、平成34（2022）年度までに敦賀（福

井県）延伸が決定され、北陸方面及び関西方面からの新たなマーケット拡大による効果

が今後も期待されることから、首都圏からの観光客の通過点とならないようにすること

と、いかにして北陸や関西方面からの誘客を図るかが課題である。 

人口減少時代に入り、観光入込客数だけではなく、いかにして観光消費額を増加させ

るか、すなわち滞在型観光の推進とリピーター、いわゆる「ながのファン」の獲得が強

く求められている。 

これら課題を解決するため、平成29年度にスタートした「長野市観光振興計画」では、

「ながのファン」を増やすことで本市経済と地域コミュニティの活性化を目指し、地域

資源の磨き上げと市内周遊を促す取組みを一体的に継続して実施することとし、より具

体的な成果を生み出すため、重点的に磨き上げを行う地域を設定し、各地域の観光関連

事業者の連携を促すとともに、共通の目的や明確な目標、役割分担などの設定による積

極的な観光誘客事業を推進することで、本市の観光産業の発展を目指している。 

さらに、政府では「明日の日本を支える観光ビジョン」を策定し、観光先進国の実現

に向け、2020年までに訪日外国人旅行者数4,000万人、地方部での外国人延べ宿泊者数

7,000万人泊という目標を掲げ、政府一丸、官民一体となって取り組んでいくこととして

いる。このような中、平成30年度から、善光寺表参道イルミネーションに取り組んでい

る。この事業により、急成長するインバウンド需要を取り込み、多様な交流機会を提供

することにより、新たな交流人口の創出及び地域経済の活性化を図る。さらに、学生や

若者、地域住民の参画を促し、本市への誇りや愛着を育み、定住人口の減少に歯止めを

かけることを目的としている。また、併せてＷｉ-Ｆｉ接続環境整備等の受入環境整備や

効果的な情報発信の強化、金沢市や松本市との広域連携事業による広域周遊ルートの提

案などにも取り組んでいる。 

  そして、この施策の拠点となる観光施設の運営では、民間事業者が持つ経営ノウハウ 

 を積極的に活用し、経費の節減を図りながら質の高いサービスを提供すべく、41の施設 

 で指定管理者制度を導入している。 

  さらに、観光施設間での情報共有と連携を進めながら効果的・効率的な施設運営を推 

 進し、地域の活性化に繋げている。 
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□ 観光地利用者実績 

１ 平成 30 年度 観光地別利用者実績数

        （単位：人、千円） 

観 光 地 名 観 光 客 数 
県内・県外別 日帰り・宿泊別 

観光消費額 
県 内 県 外 日 帰 り 客 延 宿 泊 客 

善 光 寺 6,354,000 3,133,800 3,220,200 4,241,800 2,112,200 30,373,754

飯 綱 高 原 1,231,300 885,200 346,100 965,300 266,000 4,518,137

松 代 591,800 146,100 445,700 460,000 131,800 2,742,895

川 中 島 288,700 77,400 211,300 288,700 0 441,711

篠 ノ 井 280,100 224,000 56,100 280,100 0 336,120

戸 隠 高 原 1,578,000 837,200 740,800 1,250,400 327,600 8,872,398

鬼 無 里 75,200 11,600 63,600 69,600 5,600 258,932

聖 山 高 原 36,500 21,900 14,600 27,100 9,400 109,995

豊 野 95,800 86,300 9,500 95,800 0 133,912

信 州 新 町 149,500 104,900 44,600 144,700 4,800 421,352

中 条 42,300 29,600 12,700 34,500 7,800 106,377

合 計 10,723,200 5,558,000 5,165,200 7,858,000 2,865,200 48,315,583
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２ 平成 30 年度 観光地月別利用者実績数

（単位：人） 

月 

観光地別利用者数 

総 計 善 光 寺 飯 綱 高 原 松 代 象山地下壕 
（松代の内数）

川 中 島 篠 ノ 井 

４月 1,166,200 826,400 60,700 71,400 4,100 52,900 35,000 

５月 1,296,400 648,200 361,700 62,000 9,019 32,200 50,000 

６月 698,000 328,000 117,400 33,900 5,144 13,800 17,100 

７月 619,300 372,400 71,300 35,700 6,164 15,400 11,000 

８月 1,480,300 767,000 371,100 54,400 6,131 27,900 38,900 

９月 850,600 402,100 129,000 37,900 5,419 53,800 28,800 

10 月 1,175,000 441,300 43,200 174,800 6,734 39,600 32,500 

11 月 1,139,200 743,400 38,700 43,300 6,465 11,300 27,100 

12 月 557,800 470,200 7,400 21,500 1,298 2,600 5,800 

１月 662,100 535,200 14,500 18,000 874 1,600 5,800 

２月 686,900 552,600 15,000 14,600 1,437 7,000 7,200 

３月 391,400 267,200 1,300 24,300 3,081 30,600 20,900 

計 10,723,200 6,354,000 1,231,300 591,800 55,866 288,700 280,100 

月 

観光地別利用者数 

戸 隠 高 原 鬼 無 里 聖 山 高 原 豊 野 信 州 新 町 中 条 

４月 90,000 6,000 3,000 6,300 10,700 3,800

５月 93,300 16,000 4,500 10,100 14,000 4,400

６月 158,900 5,500 4,000 4,800 11,300 3,300

７月 81,300 5,600 5,200 7,400 10,400 3,600

８月 157,900 9,300 3,500 8,900 36,100 5,300

９月 164,300 5,400 4,300 9,400 11,800 3,800

10 月 404,600 11,400 3,000 7,900 12,100 4,600

11 月 241,500 6,300 2,500 9,400 11,700 4,000

12 月 24,300 3,500 2,000 9,300 8,300 2,900

１月 66,600 1,800 1,300 8,600 6,700 2,000

２月 71,500 1,900 1,300 6,100 7,400 2,300

３月 23,800 2,500 1,900 7,600 9,000 2,300

計 1,578,000 75,200 36,500 95,800 149,500 42,300

注１ 平成 24年から「観光地点の名称変更と削除」並びに「算出基準の変更」を行っている。 
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３ 観光地利用者状況の推移

（単位：人） 

年度 

(平

成)

総 数 

観光地別利用者数 

善 光 寺 飯綱高原 松 代 
象山地下壕 

（内数） 
川 中 島 篠 ノ 井 エムウェーブ 

16 10,257,800 6,356,300 840,700 810,900 121,156 282,100 321,000 422,700 

17 9,624,500 5,940,600 764,400 622,900 122,084 138,100 371,000 490,300 

18 9,918,800 6,116,000 720,400 624,300 120,896 196,600 357,300 422,400 

19 11,886,700 6,550,600 713,000 702,800 135,735 1,644,500 300,900 447,400 

20 10,282,900 6,599,300 822,500 539,400 102,802 179,300 283,100 377,300 

＊21 15,468,400 11,568,600 797,200 601,800 107,868 239,200 348,100 413,800 

22 10,049,800 6,061,300 844,000 606,300 102,691 196,900 323,800 381,000 

23 10,034,700 6,123,700 805,800 542,300 99,656 279,200 353,100 290,100 

24 10,071,600 6,402,400 835,000 518,400 105,083 301,600 351,600 － 

25 10,075,100 6,334,900 977,300 528,200 97,488 246,400 362,600 － 

26 9,860,100 6,255,100 896,500 499,000 65,885 255,800 318,100 － 

＊27 17,008,400 12,288,800 1,200,200 776,000 86,356 320,300 359,900 － 

28 11,090,300 6,419,100 1,040,500 1,031,000 83,296 298,100 308,800 － 

29 11,008,200 6,652,600 1,214,400 659,000 62,344 352,900 257,900 － 

30 10,723,200 6,354,000 1,231,300 591,800 55,866 288,700 280,100 －

年度 

(平成)

観光地別利用者数 

戸隠高原 鬼 無 里 聖山高原 豊 野 信州新町 中 条 

16 989,500 107,100 35,500 － 77,200 14,800 

17 1,017,700 106,100 23,600 45,000 87,200 17,600 

18 1,035,000 129,000 28,700 158,800 113,800 16,500 

19 1,085,900 152,000 33,600 142,900 96,100 17,000 

20 1,074,400 127,200 33,100 138,600 89,800 18,900 

＊21 1,069,100 143,300 42,100 135,800 91,800 17,600 

22 1,216,000 130,900 43,000 121,200 109,700 15,700 

23 1,226,200 123,300 39,500 108,100 125,300 18,100 

24 1,202,000 108,800 41,200 99,500 167,500 43,600 

25 1,163,200 108,200 39,000 106,500 160,500 48,300 

26 1,197,100 79,100 38,700 109,300 161,000 50,400 

＊27 1,613,000 99,800 39,600 102,400 157,900 50,500 

28 1,587,000 62,300 36,200 102,500 157,000 47,800 

29 1,496,100 65,500 38,500 100,100 154,800 43,400 

30 1,578,000 75,200 36,500 95,800 149,500 42,300 

注１ 「年度」欄の ＊印 は善光寺御開帳の開催年 

注２ 平成 24年から「観光地点の名称変更と削除」並びに「算出基準の変更」を行っている。 
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□ コンベンション開催状況 

１ 年度統計 

開催 

年度 

誘致コンベンション 支援コンベンション 
総数 

件数 参加者数 
件数 参加者数 件数 参加者数 

H23年度 39 28,584人 128 60,554人 167 89,138人 

H24年度 38 43,110人 111 65,021人 149 108,131人 

H25年度 18 18,471人 129 82,812人 147 101,283人 

H26年度 10 12,358人 120 77,976人 130 90,334人 

H27年度 12 22,269人 149 93,268人 161 115,537人 

H28年度 8 4,324人 142 106,835人 150 111,159人 

H29年度 8 5,983人 148 100,530人 156 106,513人 

H30年度 26 16,698人 110 97,004人 136 113,702人 

注： 誘致コンベンション数は、会場確保等大会決定前より誘致に関わったものとする。 

資料：(公財)ながの観光コンベンションビューロー 
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２ 平成 31 年度開催予定の主な（1,000 人以上）コンベンション 

    （H31.4.1 現在） 

開催期間 大  会  名  等 主 会 場 
人 数 

（人） 

4/21 第 21 回長野マラソン 
長野運動公園～長野オリン

ピックスタジアム 
14,000 

5/18～19 
第 16 回松代藩文武学校旗争奪全国中学校選抜剣道大会 

第 13 回松代藩文武学校杯争奪小学生選抜剣道大会 
ホワイトリングほか 2,000 

5/30～31 2019 JAIFA 年次大会 in 長野 ビッグハット 6,500 

6/1～2 モントレイル戸隠マウンテントレイル 
戸隠スキー場周辺遊歩道ほ

か 
1,150 

6/23～25 第 39 回東海北信越美容研修会 長野大会 ホクト文化ホール 1,000 

7/4～5 第 48 回消防救助技術関東地区指導会 長野県消防学校 3,300 

7/4～5 
2019 年度北信越地区高等学校 PTA 連合会研究大会 長野大

会 
ホクト文化ホール 1,500 

8/3～4 全国障害者問題研究会第 53回全国大会 in 長野 2019 ホクト文化ホール 2,000 

8/5～9 東日本医科学生総合体育大会バスケットボール競技 ホワイトリング 1,300 

8/29～30 全国都市監査委員会 総会・研修会 ホクト文化ホール 2,000 

9/7～8 第 74 回東海吹奏楽コンクール大学、職場、一般の部 ホクト文化ホール 1,200 

9/19～20 日本看護協会 第 50 回ヘルスプロモーション学術大会 ホクト文化ホール 1,200 

10/11～12 第 14 回全日本民医連学術・運動交流集会 ホクト文化ホール 1,200 

      資料：（公財）ながの観光コンベンションビューロー 
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□ 市内の主な観光資源 

区 分 観 光 資 源 区 分 観 光 資 源 区 分 観 光 資 源 

善光寺 

及び 

その周辺 

善光寺 

苅萱山西光寺 

往生寺 

雲上殿 

城山公園 

城山動物園 

信濃美術館・東山魁夷館

（休館中） 

少年科学センター 

善光寺七福神 

表参道まちかどミニ博物館

ちょっ蔵おいらい館 

ぱてぃお大門 

水野美術館

松 代 

松代城跡 

象山記念館・高義亭 

清水寺  西楽寺 

梅翁院  長国寺 

真田宝物館 

真田邸 

旧松代藩文武学校 

旧横田家住宅 

旧前島家住宅 

旧樋口家住宅 

山寺常山邸 

寺町商家（旧金箱邸） 

大英寺 

旧白井家表門 

象山地下壕 

大室古墳群 

サンセットポイント
(妻女山・千曲川右岸) 

松代温泉 

童謡歌碑 

旧松代藩鐘楼 

まち歩きセンター 

大 岡 

アルプス展望公園 

聖山パノラマホテル 

聖山ﾊﾟﾉﾗﾏｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場 

聖山ﾊﾟﾉﾗﾏﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌ場 

芦ノ尻道祖神  

大岡温泉 

樋知大神社（お種池湧水） 

道の駅長野市大岡特産センター

日本の棚田百選 
（根越沖・原田沖・慶師沖）

信州新町 

久米路峡 

さぎり荘 

ふれあい公園 

信州新町美術館 

有島生馬記念館 

信州新町化石博物館 

道の駅信州新町 

ろうかく湖 

ろうかく梅園 

屋形船 

信州犀川交流センター 

萩野森の家 

不動滝 

牧之島城跡 

「かあさんの歌」の歌碑 

柳久保池 

ミュゼ蔵 

ジンギスカン 

日本の棚田百選（塩本） 

篠ノ井・

茶臼山 

茶臼山自然植物園・恐竜公園

茶臼山動物園 

中尾山温泉 

驥山館 

長谷寺 

若 穂 

清水寺 

北野美術館 

保科温泉 

サンセットポイント(千曲川右岸)

温湯温泉「湯～ぱれあ」 

蓮台寺 

戸 隠 

戸隠連峰 

鏡池 

戸隠神社 
（奥社、九頭龍社、宝光社、

火之御子社、中社） 

戸隠神社宝物館 

戸隠森林植物園 

八十二 森のまなびや 

（森林学習館）

戸隠スキー場 

戸隠キャンプ場 

戸隠牧場 

自然観察動物園 

いこいのいで湯 

「森林囃子」 

戸隠地質化石館 

戸隠そば博物館 

「とんくるりん」 

戸隠民舞伝習施設 

荒倉山（紅葉の岩屋） 

北野美術館 戸隠館 

飯綱高原 

飯縄山 

大座法師池 

大谷地湿原 

信濃路自然歩道 

飯綱高原スキー場 

飯綱高原キャンプ場 

小天狗の森 

飯綱高原運動広場 

神代桜 

逆谷地湿原 

一の鳥居苑地 
フォレストアドベンチャ

ー・長野 中 条 

虫倉山 

広福寺 

太田水車小屋 

不動滝 

虫倉神社 

岩井堂観音 

やきもち家 

日下野のスギ 

臥雲院 

音楽堂 

正法寺 

道の駅中条 

宮遺跡公園 

しあわせの鐘公園 

奈良井思恩公園 

日本の棚田百選 

（栃倉・大西・田沢沖） 

灰やきもち作り体験 

おぶっこ 

豊 野 

(ｱｯﾌﾟﾙﾗｲﾝ)

つつじ山公園 

りんご狩り体験 

豊野温泉「りんごの湯」 

酒造見学（大信州豊野蔵）

丹霞郷 

りんご・ぶどう 

鬼無里 

奥裾花自然園 

奥裾花キャンプ場 

奥裾花渓谷（紅葉ｽﾎﾟｯﾄ）

白髯神社 

白髯の杜のホタルと花菖蒲

奥裾花温泉 

「鬼無里の湯」 

そば処鬼無里・ 

農林産物直売所 

松巌寺 

加茂神社

鬼無里ふるさと資料館 

そば打ち・おやき作り体験

ふるさとの館 

川中島 

古戦場 

川中島古戦場史跡公園 

市立博物館 

信玄・謙信一騎討像 

典厩寺 

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ 

施設 

エムウェーブ 

ビッグハット 

アクアウイング 

ホワイトリング 

南長野運動公園 
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□ 平成 31 年度 開催予定の市内の主なまつり・イベント   （H31.4.1 現在） 

ま つ り ・ イ ベ ン ト 場        所 

4月 東条あんずまつり（5日～14日） 東条菅間あんず畑（松代）

善光寺びんずる市（4月～11月 ※毎月第2土曜） 善光寺境内 

松代春まつり（13日～14日）/信州・松代ウォーキング（13日～14日） 松代町内 

戸隠キャンプ場/飯綱高原キャンプ場開き（27日～） 戸隠キャンプ場/飯綱高原キャンプ場

奥裾花自然園開園・奥裾花自然園安全祈願祭（29日） 奥裾花自然園（鬼無里）

５月 ながの軽トラ市in 篠ノ井（5月～11月 ※7月を除く毎月第4日曜） 篠ノ井駅前通り 

虫倉山開山祭・となりの村の道めぐり（3日） 丸山公園ほか（中条）

鬼無里神社春まつり（3日） 鬼無里神社 

ながの花フェスタ 善光寺花回廊 2019（3日～5日） 長野駅～善光寺 

NAGANO善光寺よさこい（4日） 善光寺表参道 

茶臼山フェスティバル（11日） 茶臼山恐竜公園（篠ノ井）

豊野つつじ山まつり/つつじ山ウォーキング（12日） 川谷つつじ山公園及び豊野地区内

水芭蕉と新緑のブナ原生林ウォーク（12日） 奥裾花自然園 

６月 戸隠古道大ウォーク（8日～9日） 善光寺～戸隠神社一の鳥居 

 飯綱高原自由市場（16日、7月21日、9月15日） 大座法師池 

７月 戸隠旬ウォーク（7月～10月、2月～3月） 戸隠周辺 

善光寺表参道夏祭り(7日)  中央通り周辺 

ながの祇園祭 御祭礼屋台巡行（14日 ※13日宵山） 中心市街地 

中条でカブトムシをとろう（15日） 道の駅中条裏山（中条）

長野七夕まつり（20日～8月7日) 権堂アーケード通り一帯 

吉田ふるさと夏まつり（27日～28日） 吉田地区 

ミセス・ウエストン祭（7月下旬） 戸隠キャンプ場 

若穂ふれあい踊り（27日） 湯島天満宮周辺 

篠ノ井合戦まつり(27日) 篠ノ井駅前通り周辺 

大豆島甚句まつり(27日) 大豆島公園 

８月 長野びんずる（3日）※2日前夜祭  中心市街地一帯 

豊野ヨイショコまつり、サマーフェスティバル、煙火大会(4日) 豊野駅周辺 

飯縄火まつり(10日) 大座法師池周辺（飯綱高原）

真田邸ライトアップ「幻奏」(10日～15日) 真田邸（新御殿） 

ひじり三千石祭（14日） 大岡親水公園周辺 

鬼無里ふるさと夏まつり（14日） 鬼無里運動場周辺 

善光寺お盆縁日（盆踊会）（14日～15日） 善光寺 

信州新町納涼大会（15日） ろうかく湖畔（信州新町）

戸隠地蔵盆笹踊り（23日） 戸隠宝光社そばの里２番館 

秋葉神社秋祭り（28日 ※27日宵まつり） 権堂秋葉神社 

９月 ながの大道芸フェスティバル（7日） 長野駅～善光寺 

信州戸隠トレイルランレース（28日～29日） 戸隠～飯綱高原 
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ま つ り ・ イ ベ ン ト 場 所 

10月 善光寺表参道秋祭り（6日）（※予定） 中央通り周辺 

川中島古戦場まつり（花火大会）(12日)  八幡原史跡公園 

松代藩真田十万石まつり（12日～13日） 松代城跡ほか町内 

秋の砂鉢山登山（13日）（※予定） 松巌寺（鬼無里）

第19回鬼女もみじ祭り（20日） 松巌寺（鬼無里）

戸隠鬼女紅葉まつり（27日） 荒倉キャンプ場（戸隠） 

ひじり三千石収穫祭（27日） 大岡支所前ほか 

戸隠そば祭り（31日～11月下旬 ※31日 戸隠蕎麦献納祭、30日 前夜祭） 戸隠地区内 

南長野フェスティバル（10下旬～12月上旬） 南長野運動公園 

11月 篠ノ井まつり恵比寿講（2日～3日） 篠ノ井駅前通り 

長野デザインウィーク ～松代プロジェクト～（2日～4日） 松代地区 

ワールドフェスタ IN 松代 2019（3日） 松代小学校 

信州むしくらまつり（３日） 中条地区内 

豊野りんご狩りウォーキング（9日）※予定 豊野地区指定農家ほか 

えびす祭り（9日～10日）※予定 祝神社境内（松代） 

長野えびす講煙火大会（23日） 犀川第二緑地 

食の合戦inながの（23日～24日）  南長野運動公園 

長野デザインウィーク ～表参道のイルミネーション装飾～ 

（23日～２月上旬） 
善光寺表参道 

12月 戸隠雪乞い祭（１日） 戸隠スキー場 

長野デザインウィーク ～善光寺のイルミネーション装飾～ 

（14日～25日） 
善光寺 

戸隠スキー場/飯綱高原スキー場 スキー場開き（中旬） 戸隠スキー場/飯綱高原スキー場 

１月 びんずる廻し（６日） 善光寺 

大岡芦ノ尻道祖神祭り（７日） 大岡 

戸隠どんど焼き祭り（18日） 戸隠スキー場中社ゲレンデ 

２月 善光寺節分会・秋葉神社追儺祭（3日） 善光寺・秋葉神社 

長野灯明まつり（2月予定） 善光寺～表参道一帯 

氷の彫刻展（22日～23日） エムウェーブ 

３月 松代でひなまつり（1日～4月3日）※予定 松代町内 

THE べ～そ（7日） 戸隠神社中社広場前 

桐原わら駒（8日） 桐原牧神社 

 ろうかく梅園花まつり（3月下旬～4月上旬） 竹房ろうかく梅園（信州新町）
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５ 観光振興事業  

□観光客誘致事業 

１ 観光推進計画推進事業(平成29年度スタート) 

(1)計画の目標値 (平成33年度) 

ア 観光による地域への経済波及額：10％増1,381億円 

イ 市内観光地の認知度：戸隠10％増 90％ 松代30％増 80％ 

ウ 観光入込客数：５％増 全市17,900千人 善光寺12,903千人 戸隠1,694千人  

松代815千人 

エ 市内宿泊者数：総宿泊者数10％増1,763千人 外国人宿泊者数20％増71,000人 

オ コンベンション等参加者数：５％増120,000人 

  カ 一人あたり観光消費：10％増 観光客全体14,300円 宿泊客23,400円 日帰り客

8,400円 

  キ 満足度：「とても満足」10％増 総合57％ 善光寺53％ 戸隠65％ 松代53％ 

  ク リピート率：10％増 66％ 

(2)計画の目的 

人口減少や余暇活動の多様化により、全国的に日本人観光客数はやや減少傾向に

ある。そのような中、何度も訪れてくれるリピーターを獲得することは、大変重要

であるため、本計画では、リピーター、すなわち「ながのファン」を増やすことで、

本市経済と、地域コミュニティの活性化を目指す。 

(3)計画の体系 

本計画の構成は、「基本戦略」としての政策体系と「重点戦略」としてのアクショ

ンプランの二本柱で構成する。 

政策体系は、５年間で実施する観光振興に係る基本的な事業を目的別に取りまとめ 

たもので、市、ながの観光コンベンションビューローが中心となり、関係団体等と 

連携して事業を実施する。 

アクションプランは、集客力の大きい「長野市ならでは」の観光コンテンツを開発 

するために、多方面の関係者が協力し、一体となって取り組むプロジェクトで、観光

関連事業者や地域が主体となって、詳細を設計し、事業を実施する。 

２ 善光寺表参道誘客対策  

  地元の善光寺と門前町に関わる者が協力して、善光寺参拝・門前まち歩きガイド、体験プ

ログラム、観光交流情報の発信事業などの歴史・文化・生活などを広く伝える活動を行い、

「門前町ながの」の活性化を実現することを目的に「長野市善光寺表参道ガイド協会」を平

成 24 年６月 21 日に設立し、活動を行ってきた。 

ガイド活動を活性化し、善光寺とその門前町をはじめとする長野市内の観光振興及び地域

振興を図り「観光都市ながの」の活性化を実現するとともに、その活動を長野市全域に広げ

ていく礎になることを目的にしている。なお、「長野市善光寺表参道ガイド協会」は、平成

28 年度組織改正を行い、「長野市ガイド協会」に名称を変更し、会員の自主的な運営による

一歩を踏み出した。 
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【「長野市ガイド協会」の概要】 

(1) 設  立  

平成 24年６月 21日 

(2) 登録ガイド数  

100 名（平成 31年 3月末現在） 

(3) 事 務 局

事務局長及び事務局スタッフの計４名 

(4) 経  緯  

構成団体から推薦を受けたガイド経験者 10名でワーキンググループを設立し、平成 24

年から平成 27年２月までに計 52回の開催で活動方針や組織体制、活動内容（コース及び

シナリオの作成、イベントの開催等）を検討・確認を行った。ボランティアガイドについ

ては、「NAGANO 検定」（主催：長野商工会議所）の合格者の中から募集を行うこととし、

平成 26年２月に実施された第１回「NAGANO 検定」合格者から 164 名の応募があった。平

成 26 年４月から研修会を開催し、ガイドとしてのスキルを高め、観光客を案内している。

なお、平成 26年 12 月の第２回検定から平成 30年 11 月の第６回検定まで毎回多くの応募

があり平成 31年 3 月末現在で、100 名のガイド登録がある。 

会員による運営を行うための準備を進め、平成 28年５月 11日に「長野市善光寺表参道

ガイド協会」から組織改正を行い、ガイド自らが会の運営を行う組織「長野市ガイド協会」

を立ち上げ現在に至っている。 

３ 市内の観光振興団体 

各地域の観光振興団体とながの観光コンベンションビューローが連携して、観光客誘致

事業を実施している。 

名   称 住        所 電話番号 

(公財）ながの観光コンベンション

ビューロー 
長野市新田町1485－１ 長野市もんぜんぷら座４階 223-6050 

（一社）飯綱高原観光協会 長野市上ケ屋2471-84 239-3185 

（一社）戸隠観光協会 長野市戸隠3517 254-2888

鬼無里観光振興会 長野市鬼無里日影2750－１（鬼無里支所内） 256-3188 

信州松代観光協会 長野市松代町松代4-1 278-3366 

篠ノ井地区住民自治協議会 長野市篠ノ井御幣川 281－１（篠ノ井支所内） 285-0228 

信州新町観光協会 長野市信州新町新町1000-１（信州新町支所内） 262-2245 

４ 観光まつり支援事業 

市内各地域で開催される観光まつりに補助金を交付し、観光資源としての宣伝及び魅

力の向上、観光客の誘致、伝統文化の継承、観光客に対するおもてなしの心の醸成及び

意識の向上並びに地域の活性化を図っている。 
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５ 善光寺表参道イルミネーション事業 

大学進学時に若者が県外に流出する割合が高い長野市において、定住人口の減少に歯

止めをかけ、交流人口を増加させることが大きな課題となっている。そこで、長野市の

魅力を一層高めること、そしてより多くの訪日外国人を含む観光客に来訪いただくこと

等を目的に平成 30年度、善光寺及び表参道でのイルミネーション装飾等を実施した。 

この事業の開催により、急成長するインバウンド需要を取り込み、多様な交流機会を

提供し、新たな交流人口の創出を図る。更に、学生や若者、地域住民の参画を促し、長

野市への誇りや愛着を育み、定住人口の減少に歯止めをかける。また、長野市の魅力を

広く発信し、市民等が積極的に参画して、継続的に実施できる事業に育てることで地域

の活性化を図るとともに、将来のまちづくりの担い手を育成する場としても機能するこ

とを目指すものである。 

なお本年度は、前年度に引き続く善光寺及び表参道でのイルミネーション装飾等に加

え、松代においても城下町の景色や自然、歴史・文化を体験できるプログラムを実施す

る予定である。 

(1) 開催期間 

平成 31 年度 

松 代 11 月２日（土）～４日（月･祝） 

表参道 11 月 23 日（土･祝）～２月上旬 各日 17:00 から 22:00 

善光寺 12 月 14 日（土）～25 日（水） 各日 17:00 から 20:00 

平成 30 年度 

表参道 11 月 24 日（土）～12 月 25 日（火）各日 17:00～20:00 

善光寺 12 月 15 日（土）～25 日（火）各日 17:00～20:00（18 日は、除く。） 

(2) 実施内容 

ア 善光寺のイルミネーション装飾等 

イ 中央通り（表参道）並木のイルミネーション 

ウ 松代プロジェクト 

エ ワークショップの開催 

オ 拠点の整備 

カ NAGANO_GIBIER の発展と食メニューの開発 

キ 音楽イベントの開催 

ク 広告・宣伝 

善光寺のイルミネーション 

表参道のイルミネーション 

NAGANO_GIBIER ワークショップの開催 
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□ 観光宣伝 

１ 観光キャンペーン事業 (平成 30 年度実績)

区        分 実 施 場 所 実 施 時 期 主 催 団 体 等 

静岡まつり 静岡市 
H29 年 3月 31 日 

～4月 1日 
集客プロモーションパートナー都市

高田城百万人観桜会 上越市 4月 15 日 集客プロモーションパートナー都市 

ふくい春まつり 福井市 4月 14 日 集客プロモーションパートナー都市 

世界温泉地サミット 
大分県 

別府市 
5月 26 日、27 日 世界温泉地サミット実行委員会

金沢百万石まつり 金沢市 6月 2～3日 集客プロモーションパートナー都市

長野市観光キャンペーン in 横浜新

都心プラザ 
横浜市 6月 7～8日 長野市総合観光宣伝キャラバン 

長野市観光キャンペーン 軽井沢市 6月 30 日～7月 1日 長野市の観光と物産展実行委員会 

信州観光ＰＲキャラバン 2018 
大阪市/ 

豊中市 
8月 1～2日 松本市・上田市・観光振興課 

富山まつり「星空」バザール 富山市 8月 4～5日 集客プロモーションパートナー都市 

謙信公祭 上越市 8月 25～26日 集客プロモーションパートナー都市 

東京ドーム 巨人戦 観光 PR 
東京都 

文京区 
8月 26 日 （ 公 財 ） な が の 観 光 コ ン ベ ン シ ョ ン ビ ュ ー ロ ー

ながでん沿線観光フェスタ 須坂市 9月 23 日 長野電鉄長野線沿線活性化協議会 

おいでよ信州キャンペーン 金沢市 9月 27～29日 観光振興課（連携中枢都市合同） 

銀座 NAGANO 発！スーパープレゼン

テーション 

東京都 

中央区 
10 月 16 日 銀座 NAGANO・観光振興課

長野県・新潟県合同 PR 大阪市 1月 12 日～13 日 長野県・新潟県 

旅まつり名古屋 2019 
愛知県 

名古屋市 
3月 16～17日 長野市総合観光宣伝キャラバン

２ 観光パンフレット 

区    分 提    供    場    所 備   考 

観光パンフレット

「長野市」 

市観光情報センター(JR 長野駅東西自由通路内) 

県観光案内所(東京､名古屋､大阪) 

日本観光振興協会・日本政府観光局の案内所 

東京都庁（全国観光ＰＲコーナー） 

その他  

総合パンフレット 

A４冊子 

（平成 30年度  

10 万部作成）
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３ インターネット 

ようこそ長野へ（観光振興課サブサイト） 

事   項 説                      明 

掲載開始時期 

平成 24年１月 

長野市ホームページリニューアルにより、課のホームページの他にサブサイト「ようこ

そ長野へ」の新設。平成 28年 12月に長野市ホームページリニューアルに伴い、レイア

ウトを変更。 

掲 載 内 容 

観光情報ページとして、観光情報や特産品、モデルコースなどの情報を掲載。 

観光情報は主な内容のひとつであるため、キャンペーン情報やイベント情報、観光施設

情報等を掲載している（＊）。 

(＊)観光案内に関する情報は、基本的にリンク先の(公財)ながの観光コンベンションビ

ューローのホームページ（https://www.nagano-cvb.or.jp）に一元化している。 

４ 長野市観光情報センター

 (1) 施設のあらまし 

事  項 説                      明 

所 在 地 長野市大字栗田字北河原 1038 の 4（JR 長野駅東西自由通路） 

面 積 166.18 ㎡（平成 27年２月増床 111.0 ㎡→166.18 ㎡） 

取 得 価 格 140,312 千円  

再整備費用  124,543 千円（平成 27年２月） 

設 置 者 長 野 市 

運   営 (公財)ながの観光コンベンションビューロー・北信濃観光連盟 

開 設 時 期 平成８年６月 22日（長野駅改築に伴い移転） 

休 館 日 年中無休 

開 館 時 間 
9：00～19：00（４月～10月）、9：00～18：00（11 月～３月） 

※年末年始時間変更あり 

情報案内状況 

案内エリアは、東北中信エリア。なお、これらの区域以外の情報については、可能

な範囲で案内。 

対 応 言 語 日本語及び英語 ※JNTO 認定外国人案内所（カテゴリー２） 

設置機器等 
インターネット検索用パソコン、140 インチ LED ビジョン（デジタルサイネージ）、

55インチ液晶テレビ、外貨両替機 

(2) 利用状況 (単位：人) 

年  度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

利 用 者 数 163,737 235,363 176,938 145,211 150,170 

 外国人 22,626 27,500 28,657 32,269 34,155 

 資料：(公財)ながの観光コンベンションビューロー 

20



５ 長野市松代観光案内所

 (1) 施設のあらまし 

事  項 説            明 

所 在 地 長野市松代町松代 ４－１（真田宝物館北隣） 

面 積 18.9 ㎡ 

設 置  者  / 運  営 (公財)ながの観光コンベンションビューロー 

開 設 時 期 平成 19年３月 15日 

休 館 日 12 月 30 日・31日 

開 館 時 間 9：00～17：00 ※1月 1日～3日は 10：00～15：00 

情報案内状況 
松代エリア及び長野市全域と北信濃観光連盟加盟市町村に関する観光関連情報 

なお、これらの区域以外の情報については、可能な範囲で案内。 

対 応 言 語 日本語及び英語 

(2) 利用状況 (単位：人) 

年  度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

利 用 者 数 38,517 41,008 41,998 21,419 16,382 

 外国人 170 150 111 147 173 

資料：(公財)ながの観光コンベンションビューロー 

６ 長野市公衆無線ＬＡＮ（Nagano_City_Free_Wi-Fi）

事  項 説            明 

利 用 エ リ ア 

JR長野駅善光寺口駅前広場 

JR長野駅東口駅前広場 

戸隠神社奥社入口広場 

バス停「松代駅」周辺 

JR長野駅東西自由通路（２階） 

ぱてぃお大門 

楽茶れんが館 

長野市役所 桜スクエア 

エムウェーブ 

利 用 条 件 等 

1. SSID は「Nagano_City_Free_Wi-Fi」 

2. ご利用にはメールアドレスの登録が必要です。 

3. 利用時間は１回につき 30分までとなります。（何回で利用可） 

4. スマートフォンなど Web ブラウザを搭載した Wi-Fi 対応機器が必要です。機種

によりご利用できない場合があります。 
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（単位：円） 

広域観光推進事業 

１ 関連団体 

団 体 名 構    成 負担額 

しなの鉄道沿線観光協議会 

しなの鉄道沿線の市町村(観光協会を含む)、農業協同組合

(県中央会を含む)、商工会議所、県商工会連合会(関係支部

を含む)及びしなの鉄道

283,000 

北 信 濃 観 光 連 盟 
北信地域の13市町村及び新潟県妙高市、地域内公共交通事業

社２社（長野電鉄、アルピコ交通）
－ 

上信越ふるさと街道協議会 
群馬県、長野県及び新潟県内の関係市町村、市町村観光協会

及び商工会議所(商工会を含む)
10,000 

長野県国際観光推進協議会 
長野県内の市町村（同協議会が上信越国際観光テーマ地区推

進協議会へ加盟している）
100,000 

上信越国際観光テーマ地区推進協議会 （群馬県、新潟県、長野県及び各県内の市町村） － 

信 越 高 原 連 絡 協 議 会  長野市、妙高市、信濃町、飯綱町(市町観光協会を含む) 1,450,000 

北陸新幹線停車駅都市観光推進会議
金沢市、高岡市、富山市、黒部市、糸魚川市、上越市、飯山

市、上田市、佐久市、高崎市、小松市、加賀市、長野市
400,000 

オリンピック白馬ルート地域振興協議会 大町市、小川村、長野市 240,000 

妙高戸隠連山国立公園連絡協議会

有識者、エコツーリズム関係者、地域振興関係者、博物館関

係者、山岳関係者、観光協会、糸魚川市、妙高市、長野市、

信濃町、飯綱町、小谷村、新潟県、長野県、林野庁、環境省

155,000 

関東観光広域連携事業推進協議会
（全域）福島県、茨城県、栃木県、群馬県、長野県、新潟県 

（一部）千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県、山梨県 
100,000 

長野電鉄長野線沿線活性化協議会 

観光部会 

長野電鉄㈱、長野県、須坂市、中野市、小布施町、山ノ内町、

高山村、長野市 
－ 

※１ 北信濃観光連盟には、(公財)ながの観光コンベンションビューローが加盟 

※２ 負担金の額は、平成 31年度予算額 
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□ 特定テーマによる広域観光推進、都市交流 

１ テーマ別都市交流 

特定テーマ等 交 流 都 市 備  考 

「カチューシャの唄」 

知音都市交流 

（松代 松井須磨子） 

中野市（中山晋平） 

糸魚川市（相馬御風） 

浜田市（島村抱月） 

「カチューシャの唄」を縁に、関

係する４人の生誕地である４市が

市民団体を中心にして交流 

真田街道推進機構 

（松代） 

上田市、沼田市、嬬恋村、長野原町、

草津町、東吾妻町、中之条町、みなか

み町、高山村、片品村、川場村、昭和

村 

平成22年４月に、真田氏にゆかり

のある上田市と群馬県内の11市町

村が、真田ブランドを核とした広域

的な観光宣伝と誘客を行ない、地域

活性化を図る目的で発足 

日本忍者協議会 

（戸隠） 

神奈川県、小田原市、長野県、上田市、

愛知県、三重県、伊賀市、名張市、滋

賀県、甲賀市、和歌山市、佐賀県、嬉

野市、東吾妻町ほか 

平成27年10月に設立。 

忍者による観光振興、文化振興、

地域経済の活性化を図ることを目

的としている。 

２ 集客プロモーションパートナー都市協定

パートナー都市双方の観光広報活動を活発化させ、市民の往来及び交流を促進し、都

市間交流人口の拡大と地域経済活性化を図ることを目的とし、パートナー都市の市民に

対し積極的に観光情報を提供するため、高い告知効果が期待される市庁舎をはじめとす

る市有施設への観光・イベントポスター等の掲出、市民に身近で信頼性の高い市発行の

広報紙への観光・イベント情報の掲載及び観光ホームページの相互リンクを行っている。  

また、首都圏への共同戦略的なプロモーション事業の展開もある。 

協定年度 パートナー都市 備  考 

平成 17年度 

新潟県上越市（H17.10.14 締結） 

(H19.09.01 甲府市との三者協定に変

更) 

海と山をテーマにした市民交流 

「川中島の戦い」をテーマ 

平成 18年度 石川県金沢市（H19.02.15 締結） 北陸新幹線開通に向けた交流人口の拡大 

平成 19年度 山梨県甲府市（H19.09.01 締結） 「川中島の戦い」をテーマにした市民交流 

平成 22年度 
静岡県静岡市（H22.07.01 締結） 

※上越市・甲府市との四者協定に変更 

中部横断自動車道の開通に向けた交流人

口の拡大 

平成 24年度 富山県富山市（H24.10.02 締結） 北陸新幹線開通に向けた交流人口の拡大 

平成 25年度 福井県福井市（H25.08.09 締結） 北陸新幹線開通に向けた交流人口の拡大 
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３ 姉妹都市 

(1)  都市名 

クリアウォーター市（アメリカ合衆国フロリダ州） 

(2)  提携年月日 

昭和 34 年（1959 年）３月 14日 

(3)  提携経過 

昭和31年10月、当時長野市長であった倉島至氏は米国務省の文化交流計画による 

招待を受け渡米し、10月４日から１週間クリアウォーター市に滞在した。 

当時のクリアウォーター市長ハーバード・Ｍ・ブラウン氏の歓迎を受け、市内各 

所を視察し、親善を深めて帰国した。 

その後、名古屋アメリカ文化センター館長スチュアート・Ｊ・ボーハセック氏の 

仲介の労があり、昭和33年４月27日、クリアウォーター市に対して姉妹都市提携の 

正式提案を行った。 

昭和34年１月19日、クリアウォーター市議会は、先に本市が提案した姉妹都市の 

提携について議決し、３月14日に長野市議会は、「姉妹市の提携をする件」について 

議決を行い、本市とクリアウォーター市との姉妹都市縁組みが成立した。 

(4)  クリアウォーター市の概要 

フロリダ半島のメキシコ湾側の中央部タンパ市の隣がクリアウォーター市で、タ 

ンパ国際空港から車で30分の位置にある。 

人口11万人、美しく快適な住宅都市として知られ、町にはヤシが茂り、冬でも海 

水浴ができる常夏の地として、冬のシーズンには避寒客で大いににぎわう。また、 

温暖な気候のため、老後の安住の地として引退者の移住と観光産業によって発展し、 

フロリダ西海岸の核心都市となっている。 

(5)  交流実績（※は、教育委員会学校教育課主管） 

・姉妹都市提携 55周年記念事業 

平成 27 年２月７日～２月 14日（派遣）10月 24 日～28 日（受入） 

      両市の市長、副市長らが出席し、観光資源を生かした両市交流の発展について意見

交換等を行った。 

・第 13 回交換中学生受け入れ 平成 30年６月 13日～21 日 

    クリアウォーター市中学生９名と引率者３名を受け入れ、市内でホームステイを

し、両市の友好親善を深めた。 

・第 36 回英語教師受け入れ※ 平成 30年６月 12日～７月 11 日 

    クリアウォーター市（ピラネス郡含む。）から英語教師、クレーベン・ジェラルデ

ィンとアリソン・レジャの２名を招聘し、市内の小・中学校で交流活動を行った。 

・第 20 回交換学生受け入れ 平成 30 年 6 月 29 日～7月 9日 

   クリアウォーター市高校生 4名と引率者 1名を受け入れ、市内でホームステイを

し、両市の友好親善を深めた。

・第 33 回交換教師派遣※ 平成 30年 10月 12 日～11 月 16 日 

      長野市から山田崇史（西部中学校）をクリアウォーター市に派遣し、日本文化の

紹介に努めた。 

・第 35 回交換中学生派遣※ 平成 31 年２月８日～２月 16 日 

    宮澤修一（広徳中学校）をリーダーとしたサブリーダー１名、中学生 12 名がクリ

アウォーター市を訪問。同市でホームステイをし、国際理解と友好親善を深めた。 

  ・第18回交換学生派遣※ 平成30年10月20日～10月30日 

ブリザードマルティーノ史（市立長野高校教諭）をリーダーとして、ほか同校学

生５名がクリアウォーター市を訪問。同市でホームステイをし、国際理解と友好

親善を深めた。 
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４ 友好都市 

(1)  都市名 

   石家庄市（中華人民共和国河北省） 

(2)  締結年月日 

 昭和 56 年(1981 年)４月 19日 

(3)  締結経過 

日中平和友好条約締結（1978 年）を契機として、本市においても日中友好・親 

善ムードが高まり、中国との友好都市提携の機運が盛り上がった。これを受けて 

提携都市について検討した結果、地形的・気候的に似通っており、また農業、特 

に果樹栽培の盛んな石家庄市を選定し友好交流を深めた。昭和 55年４月に柳原市 

長を団長とする長野市友好訪中団が石家庄市を訪問し、正式に申し入れを行った。 

これに対し、10 月に石家庄市から友好都市提携受諾の意向が伝えられ、昭和 56 

年４月 19日、賈然市長を団長とする石家庄市友好代表団を本市に招いて友好都市 

の調印をした。 

(4)   石家庄市の概要 

石家庄市は、河北省の省都として政治、経済、文化の中心地となっている。首都

北京から南西へ 280 キロメートル弱、高速道路を利用して車で３時間のところにあ

る。平成 24年 12 月には、京広高速鉄道（北京～広州）が全線開通し、北京市から

石家庄市までの所要時間は１時間 20 分となった。 

20 世紀のはじめに 10 数戸の小さな村であった石家庄市は、京漢鉄道（北京～武

漢）、石太鉄道（石家庄～太原）が開通してから急速に発展した。平成５年７月１

日に周辺都市と合併し、人口は 1,049 万人（平成 27 年５月現在）、面積は 15,848

 である。

紡績・医薬・機械・電子工業が盛んな工業都市で、特に伝統的産業では紡績が市

の主生産物で、中国六大紡績基地の一つとなっている。現在の柱産業はバイオ医薬、

装備製造、石油化工などがある。 

また、農業は肥沃な土地で小麦、綿が栽培され、りんご、梨等の果樹栽培も盛ん

である。 

市内には、名所旧跡が多く、なかでも 1400 年の歴史をもつ隆興寺は、建築史上

重要な建物である。近代化を進めているなかで、古き文化遺産と新興工業との調和

を図りながら、今後一層の発展が期待されている。 

(5)   交流実績（※は、教育委員会学校教育課主管） 

・友好都市締結 35周年記念友好代表団受け入れ 平成 28 年５月 22 日～26日 

    友好都市締結 35周年を記念し、市長はじめ計 16 名が長野市を訪れ、市長表敬、

観光・教育交流会議などを行い両市の友好親善を一層深めた。 

・友好都市締結 35周年記念長野市友好代表団派遣 平成 28年 10 月 16 日～21 日 

       友好都市締結 35 周年を記念し、市関係者（市長、市議会議長など）17 名及び経

済・観光関係者５名並びに市民・文化関係者（公募市民、国際交流団体ほか）16

名の総勢 38 名を石家庄市に派遣し、市長表敬、観光交流会議などを行い両市の友

好親善を一層深めた。 

・語学研修生受け入れ 平成 29 年７月１日～12月 23 日 

       石家庄市から２名の研修生を受け入れ、長野市国際交流コーナーで語学研修（日

本語を学ぶ。）を行うとともに、日本文化の体験、市民との交流を深めた。 

・中学生友好代表団受け入れ 平成 29年８月 18日～24 日 
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 中学生 13 名、引率者３名を受け入れ、学校交流をし、若者たちが友好親善を深め

た。 

・第 35 回中学生友好訪中団派遣※ 平成 29年 10 月 26日～11 月３日 

       友好訪中団（中学生 12 名、引率者２名）が石家庄市等を訪問し、国際理解と友好

親善を深めた。 

・語学研修生受け入れ 平成 30 年７月２日～12月 23 日 

       石家庄市から３名の研修生を受け入れ、長野市国際交流コーナーで語学研修（日

本語を学ぶ。）を行うとともに、日本文化の体験、市民との交流を深めた。 

・中学生友好代表団受け入れ 平成 30年７月６日～12日 

 中学生 12 名、引率者４名を受け入れ、学校交流をし、若者たちが友好親善を深め

た。 

・友好視察団受け入れ 平成 30 年９月 17 日～19日 

 孟祥紅副市長を団長とする 10 名の視察団を受け入れ、市内の施設や市街地を視察

するとともに交流を深めた。 

・第 36 回中学生友好訪中団派遣※ 平成 30年 10 月 28日～11 月４日 

       友好訪中団（中学生 13 名、引率者２名）が石家庄市等を訪問し、国際理解と友好

親善を深めた。 
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□ 長野市観光振興審議会 

１ 長野市観光振興審議会の開催状況（平成30年度）（参考） 

開 催 年 月 日 審    議    内    容 

平成30年10月12日 ・観光振興計画の進捗状況について 

・観光振興課の事業について 

※平成30年度から長野市産業振興審議会 観光振興専門分科会より移行 

２ 長野市産業振興審議会 観光振興専門分科会の開催状況（平成20～29年度)（参考） 

開 催 年 月 日 審    議    内    容 

平成20年７月17日 

・産業振興ビジョン重点プランの推進について 

・平成19年度主要事業の実績について 

・平成20年度主要事業の現況について 

平成20年11月13日 
・平成20年度主要事業の現況について 

・平成21年度主要事業の計画について 

平成21年８月10日 

・「産業振興ビジョン」重点プランの推進について 

・平成20年度主要事業の実績について 

・平成21年度主要事業の現況について 

・平成22年度主要事業の計画について 

平成22年２月24日 

・平成21年度主要事業の現況について 

・平成22年度主要事業の予定について 

・次期観光振興計画の策定について 

・「産業振興ビジョン」関係 

平成22年６月８日 

・平成21年度主要事業の実績について 

・平成22年度主要事業の計画について 

・1200万人観光交流推進プランの１年延長について 

・次期観光振興計画の策定について 

・長野市産業振興ビジョンの中間評価について 

平成22年８月26日 ・長野市産業振興ビジョンの中間評価について 

平成22年12月20日 
・長野市産業振興ビジョンの中間評価（集計結果）について 

・次期観光振興計画の策定状況について 

平成23年３月15日 

・平成22年度主要事業の実績（見込）について 

・平成23年度主要事業の計画について 

・次期観光振興計画の考え方及び政策骨子（案）について 

平成23年８月１日 

・産業振興ビジョン後期振興計画の策定方針について 

・産業振興ビジョン後期振興計画の重点プランについて 

・新1200万人観光交流推進プラン（素案）について 

平成23年９月29日 

・産業振興ビジョン後期振興計画の基本構想について 

・産業振興ビジョン後期振興計画の重点プランについて 

・新1200万人観光交流推進プランについて 

平成24年７月27日 

・産業振興ビジョン重点プラン前期振興計画の実績報告について 

・産業振興ビジョン後期振興計画の概要プランについて 

・観光振興課事業について 

平成25年２月15日 
・産業振興ビジョン後期振興計画重点プラン平成24年度事業進捗状況及び平成

25年度事業計画について 
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平成26年７月11日 

・産業振興ビジョン後期振興計画重点プランの進捗状況及び中間評価について 

・善光寺御開帳に伴う観光施策について 

・その他観光振興施策について 

平成27年２月17日 

・平成26年度事業進捗状況及び平成27年度事業計画について 

・長野市観光情報センターについて 

・平成26年度長野市善光寺表参道ガイド協会について 

・善光寺御開帳関連 

平成27年７月15日 

・産業振興ビジョン後期振興計画重点プランの進捗状況について 

・善光寺御開帳に伴う観光施策について（報告） 

・その他観光振興施策について 

平成28年１月26日 

・ながの「祈りの朝・宵の宴」キャンペーンの実施状況について 

・真田大博覧会の概要について 

・次期長野市観光振興計画の策定について 

平成28年４月28日 
・産業振興に関する計画のあり方について 

・次期長野市観光振興計画の策定について 

平成28年９月15日 
・長野市産業振興ビジョン（後期振興計画）重点プラン進捗状況の報告 

・次期長野市観光振興計画の策定について

平成28年10月14日 ・次期長野市観光振興計画の素案について 

平成29年１月25日 ・次期長野市観光振興計画（案）について 

平成29年７月26日 ・長野市観光振興計画について 

３ 長野市観光振興審議会委員（平成31年4月1日現在） （敬称略・氏名50音順、全14人） 

１ 赤 池   健（長野市ホテル旅館組合 理事長） 

２ 荒 井   清（(公財)ながの観光コンベンションビューロー 専務理事） 

３ 伊 藤 宗 正（公募委員） 

４ 生 島 茂 美（公募委員） 

５ 笠 原 甲 一（長野電鉄㈱ 代表取締役社長） 

６ 小 林 玲 子（長野郷土史研究会 副会長） 

７ 清 水 秀 幸（㈱さくら都市綜合研究所 代表取締役） 

８ 田 川 賀 子（カフェ＋まち案内えんがわ 代表） 

９ 辻    美 幸（(一社)戸隠観光協会） 

10 筒 井 秀 寛（善光寺事務局 庶務部長） 

11 中 村 久美子（公募委員） 

12 村 上 妙 子（東日本鉄道㈱長野支社運輸部 観光推進室長） 

13 山 﨑 あけ美（公募委員） 

14 芳 川 順 一（信州松代観光協会 理事長） 
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６ 観光施設概要 平成31年4月1日現在 

１ 文化コンベンション施設（ビッグハット・若里市民文化ホール）

長野市若里多目的スポーツアリーナ（ビッグハット）は、冬季オリンピック・パラリンピックの期間中アイスホ

ッケーＡ会場として、また若里市民文化ホールは、メインプレスセンターとしてそれぞれ利用された。 

現在、ビッグハットは冬期にアイスリンクを設置し、アイスホッケーやフィギュアスケートの練習・大会等で

利用され、その他の時期はコンサートや展示会等イベント施設として利用されている。若里市民文化ホール

は、主に会議や講演会等で利用されている。若里多目的広場については、文化コンベンション施設におけ

るイベント用駐車場として無料貸出するほか、行政財産使用許可にて駐車場利用等に供している。 

(1) 施設のあらまし 

①長野市若里多目的スポーツアリーナ（ビッグハット） 

所 在 地 長野市若里三丁目22番２号 

施 設 規 模 延床面積 25,240㎡  建築面積 12,050㎡  天井高 約35m 

開 設 平成７年６月１日 

主 な 施 設

アリーナ  ・ロールバックシート収納時 約4,000㎡（80m×50m） 

      ・ロールバックシート設営時 約2,000㎡（62m×32m） 

・観客席 約5,000席  ・昇降式ステージ 

会議室７、更衣室９、応接室３、控室４ 

駐車場 約390台（ホールと共有） 

そ の 他
休 館 日  なし 

管理運営  指定管理者 (株)エムウェーブ 

②長野市若里市民文化ホール

所 在 地 長野市若里三丁目22番２号 

施 設 規 模 延床面積 7,090㎡  

開 設 平成10年４月15日 

主 な 施 設
ホール(606席)、特別会議室Ａ(58席)、特別会議室Ｂ、中会議室(３分割可) 

小会議室、プロムナードギャラリー 

そ の 他

休 館 日 年末年始 

管理運営 指定管理者 (株)エムウェーブ 

H20.1月～ １階の一部に芹田支所開設 

③若里多目的広場（カネボウ跡地）

所 在 地 長野市若里六丁目２番 

施 設 規 模 面積 約29,000㎡（北・南 計約800台）   

主 な 施 設 コンベンション施設駐車場、公衆トイレ 

(2) 利用状況 

①若里多目的スポーツアリーナおよび若里市民文化ホール （単位 入館者数：人、収入：千円）

年度 

アリーナ 文化ホール アイスリンク 総 計 

入館者数 収入 入館者数 収入 入館者数 収入 入館者数 収入 

26 287,969 97,575 103,431 29,846 27,073 16,710 418,473 144,131

27 233,326 66,542 123,375 32,802 35,452 23,541 392,153 122,885

28 248,378 112,637 101,601 31,296 30,225 17,595 380,204 161,528

29 275,546 78,042 115,044 31,258 16,741 14,092 407,331 123,392

30 258,365 104,896 116,796 33,455 13,713 8,782 388,874 147,133
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②若里多目的広場（カネボウ跡地） 

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

件数 114 132 196 240 238 

使用料収入（円） 2,650,268 1,630,442 2,021,514 1,413,787 1,368,080 

※ 使用料収入は行政財産使用料

２ 長野市オリンピック記念アリーナ（エムウェーブ） 

長野市オリンピック記念アリーナ（エムウェーブ）は、長野冬季オリンピック競技大会において、スピードス

ケート会場、またパラリンピック競技大会では開閉会式会場、アイススレッジスピードレース会場として使用さ

れた国内初の屋内400mダブルトラックを有するアイススケートアリーナである。 

現在、冬期にはアイスリンクを設置してスケートリンク営業し、また国際大会等を開催している。冬期以外

は、コンサートや展示会等イベントを実施する貸館施設として利用されている。 

平成19年度よりスポーツ庁のナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施設の指定を受けている。 

平成27年９月には、エムウェーブ内に設置されている「オリンピック記念展示コーナー」が、全世界のオリ

ンピックミュージアムのネットワークに加盟し、「長野オリンピックミュージアム」として、「今後開催されるオリン

ピックを盛り上げ、楽しむ場」「オリンピズムの学習の場」と位置づけ、事業展開を図っている。 

(1) 施設のあらまし

所 在 地 長野市大字北長池195番地 

施 設 規 模 延床面積 76,100㎡  建築面積 31,300㎡  天井高 約43m 

開 設 平成８年12月１日 

主 な 施 設

アリーナ 面積 約13,700㎡  観客席 約6,500席 

冬期（10～３月）…スケート(400m ダブルトラック、30m×60m ホッケーリンク) 

冬期以外…貸館 

会議室３、トレーニングルーム、選手控室 18、応接室４ 

長野オリンピックミュージアム 

（平成11年２月７日開設 平成20年4月1日～無料開館） 

公園面積 4.3ha  駐車場 屋外300台（大型バス60台含む）、地下600台 

そ の 他
休 館 日  なし 

管理運営  指定管理者 (株)エムウェーブ 

(2) 利用状況 （単位 入館者数：人、収入：千円）

年度 
夏季貸館 冬季貸館 スケート営業 ミュージアム 

入館者数 収 入 入館者数 収 入 入館者数 収 入 入館者数 

26 268,536 78,559 63,566 30,751 86,340 58,372 7,717

27 291,374 126,342 60,700 46,755 86,617 56,504 7,607

28 250,468 86,393 69,238 49,255 78,682 57,349 8,220

29 207,751 90,320 61,474 40,588 76,802 56,481 13,342

30 287,669 90,553 52,677 31,115 74,858 57,804 16,719
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３ 飯綱高原スキー場

(1) 施設のあらまし

事      項 説                明 

所 在 地 長野市大字富田１番地１ 

経  営  形  態 

昭和40年 長野市直営 

昭和45年４月１日 管理運営を(一社)長野市開発公社に委託 

平成18年４月１日 指定管理者制度に移行し、(一社)長野市開発公

社による管理運営 

開  設  時  期 昭和40年12月 

開 発 対 象 面 積 

     国有地92.02ha 

109.74ha   内 市有地16.52ha 

         民有地 1.20ha 

施設概要 

コ ー ス 数 10コース(コース総延長 4,500m) 

ゲレンデ標高 1,480m～1,080m 

リ フ ト 

第１クワッドリフト 延長933m (平成６年度建設) 

第２ペアリフト   延長296m (昭和61年度建設) 

第３ペアリフト   延長557m (昭和59年度建設) 

第４リフト(ペア)  延長375m (平成８年度建設) 

第５リフト(ペア)  延長711m (平成８年度建設)   

第６リフト     延長461m (昭和56年度建設)  （休止） 

第７トリプルリフト 延長374m (平成元年度建設)  （休止） 

ナイター施設 Ｅコース(コース延長 600m) 

人工降雪設備 
降雪範囲  Ｈコース及びフリースタイルスキーコース  

設  置 平成元年 ガンタイプ13台 (建設費207,770千円) 

駐 車 場 ３箇所  １，０２０台 

開発規制等
自 然 公 園 法 妙高戸隠連山国立公園特別地域 

森 林 法 水源かん養保安林 

利 用 料   

（単位：円） 

区 分 一般 中学生以下 
シニア 

(50歳以上) 
備 考 

１ 回 券 260 190 210

回 数 券 2,600 1,900 2,100 11回 

４ 時 間 券 2,200 1,700 1,900

1 5 時間券 7,400 5,900 6,800

3 0 時間券 14,700 11,700 13,500

１ 日 券 3,100 2,100 2,300

２ 日 券 5,200 3,600 3,900

３ 日 券 6,700 4,700 5,200

シーズン券 30,900 20,600 22,700

キ ッ ズ パ ー ク 券 500 500 500

ナイターゲレンデ貸切 51,500 30人以上で要予約

(2) 利用状況等

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

入 込 者 数(人) 59,033 18,777 31,224 39,216 29,092

リフト利用料収入(円) 67,522,580 21,488,980 34,174,140 43,499,310 31,849,850

管理運営委託料(円) 96,010,000 104,922,000 73,962,594 57,060,292 58,533,162

※ リフト利用料収入は（一社）長野市開発公社の収入、管理運営委託料は指定管理料 
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４ 長野市飯綱高原屋外市民ホール（ハイランドホール飯綱）

(1) 施設のあらまし

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市大字上ケ屋２４７１番地１５８４ 

経 営 形 態 平成元年４月１日から、管理運営を(一社)長野市開発公社に委託 

平成18年４月１日から、指定管理者(一社)長野市開発公社による管

理運営 

開 設 時 期 平成元年４月１日 

構 造 等 

鉄骨２階一部平屋建 延床面積1,190.34㎡ 建設費 271,764千円 

 １階 ステージ、管理事務所等 

 ２階 休憩所等  屋外 観覧席3,000人芝張 

利 用 料   

                  （単位：円）

区   分 
入場料等 

徴収なし 

入場料等 

徴収あり 

午前  9:00～12:00 1,850 5,550

午後 12:00～17:00 3,080 9,250

夜間 17:00～21:00 4,930 14,810

昼間  9:00～17:00 4,110 12,540

昼夜 12:00～21:00 6,780 20,360

全日  9:00～21:00 8,330 25,090

(2) 利用状況等（ホール）

年    度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 回 数(回) 17 19 8 7 12

利用料収入(円) 74,210 92,550 65,630 27,440 75,900

５ 小天狗
こ て ん ぐ

の森フィールドアスレチック

(1) 施設のあらまし

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市大字上ケ屋２４７１番地６０８ 

経 営 形 態 

管理運営を(一社)長野市開発公社に委託 

平成18年４月１日から、指定管理者(一社)長野市開発公社による管

理運営 

開 設 時 期 昭和53年８月６日 

施 設 概 要 等 

遊  具  33ポイント (延長700m) 

建 設 費 11,401千円 

開設期間 ４月～11月 

使 用 料   無料 

 (2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 16,270 23,140 20,163 26,560 27,760
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６ 飯綱高原キャンプ場

(1) 施設のあらまし

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市大字上ケ屋２４７１番地６０８ 

経 営 形 態 

管理運営を(一社)長野市開発公社に委託 

平成18年４月１日から、指定管理者(一社)長野市開発公社による管

理運営 

開 設 時 期 昭和31年７月５日 

施 設 概 要 等 

ログキャビン12棟、バンガロー５棟、貸テント38張、炊事場３箇所 

公衆トイレ新設（H15） 

旅館業許可 昭和36年７月27日付け長野保健所指令36長保環第1-4号 

利 用 料   

項  目 一般料金（円） 備  考 

貸 し テ ン ト 3,000

持 込 テ ン ト 1,000～ タープ別途500円 

バ ン ガ ロ ー 4,000

ログキャビン 8,000 市民利用7,000円 

施 設 使 用 料 100 水道・炊事場使用料 

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 6,278 7,760 6,901 7,191 8,559

利用料収入(円) 2,793,700 3,733,800 3,152,200 3,616,300 3,868,800

７ 飯綱高原ボート場

(1) 施設のあらまし

事      項 説                  明 

所 在 地 
長野市大字上ケ屋２４７３番地 

（大座法師池は、浅河原土地改良区から借地） 

経 営 形 態 

管理運営を(一社)長野市開発公社に委託 

（平成14年８月13日～ 飯綱高原キャンプ場の附帯施設として） 

平成18年４月１日から、指定管理者(一社)長野市開発公社による管

理運営 

開 設 時 期 昭和41年７月１日（(一社)長野市開発公社の直営として） 

施 設 概 要 等 普通ボート９槽、ペダルボート６槽、救助艇１隻、管理事務所 

利 用 料   

１  槽 料 金（円） 

手漕ぎボート 
30分 500

延長(10分毎) 200

ペダルボート 

(３人乗り) 

30分 1,000

延長(10分毎) 400

ペダルボート 

(４人乗り) 

30分 1,500

延長(10分毎) 500

(2) 利用状況等

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(槽) 1,755 2,255 1,532 2,047 1,691

利 用 者 数(人) 5,265 7,096 4,952 7,040 5,484

利用料収入(円) 1,686,300 2,165,500 1,444,400 2,068,200 1,612,000
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８ 飯綱高原運動広場

(1) 施設のあらまし

事        項 説                明 

南 グ ラ ウ ン ド 

所 在 地 長野市大字上ケ屋２４７２番地 

開設時期 昭和60年４月１日 

仕 様 等 

（～平成20年３月31日） 

120m×100m＝12,000㎡工事費中央グラウンドに含む。 

(平成20年７月25日～ 全面芝生化工事) 

16,270㎡  工事費62,790,000円 

東第一グラウンド 

所 在 地 長野市門沢３７４５番地１６８ 

開設時期 平成４年４月１日 

仕 様 等 96.67m×52.83m＝5,107㎡  工事費24,267千円 

東第二グラウンド 

所 在 地 長野市門沢３７４５番地１６４ 

開設時期 平成４年11月10日 

仕 様 等 109.73m×48.77ｍ＝5,352㎡  工事費29,561千円 

東第三グラウンド 

所 在 地 長野市門沢３７４５番地１６２ 

開設時期 平成６年４月１日 

仕 様 等 109.73m×48.83m＝5,358㎡  工事費63,036千円 

テニスコート 

所 在 地 長野市大字上ケ屋２４７１番地７９ 

開設時期 平成４年10月１日 

仕 様 等 全天候型テニスコート７面  工事費80,794千円 

共      通 経営形態 

管理運営を（一社）飯綱高原観光協会に委託 

平成18年４月１日から、指定管理者(一社)長野市開発公社によ

る管理運営 

利 用 料

（単位：円） 

※ 南グラウンドは平成20年7月25日から施行     （単位：円） 

１時間 

6:00～19:00 

全日 

8:00～17:00 

テニスコート
平日 620 4,630

土・日・祝日 830 6,170

午前 

8:00～12:00 

午後 

12:00～17:00 

全日 

8:00～17:00 

東グラウンド    5,400 6,480 10,800

南グラウ

ンド 

片面 8,220 10,280 13,880

両面 16,450 20,570 27,770

(2) 利用状況等 

年      度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

グラウンド 

利用団体数 79 58 69 106 40

利 用 者 数

（ 人 ）
1,829 2,110 2,195 3,104 1,229

利用料収入

（ 円 ）
726,120 688,380 802,160 1,151,750 466,320

テニスコート

利 用 者 数

（ 人 ）
1,951 1,912 1,912 1,625 1,162

利用料収入

（ 円 ）
454,790 530,920 478,230 404,500 328,790

※テニスコートは、平成22年度からコート面不良のため利用料金を減免し営業している。 
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９ アゼィリア飯綱

 (1) 施設のあらまし

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市大字上ヶ屋２４７１番地１７,７９,５５７,２７５０,２７５１

経 営 形 態 管理運営を(一社)長野市開発公社に委託 

開 設 時 期 

昭和53年８月３日 旧雇用促進事業団・県・市（観光課）の三者間で

設置に関する覚書を締結 

昭和55年６月15日 旧雇用促進事業団の費用負担により建設 

昭和55年７月19日 (一社)長野市開発公社に委託し、供用開始 

（この間、旧雇用促進事業団の費用負担により、施設の増改築を数回実施） 

平成11年４月１日 労政課へ所管換 

平成15年１月31日 県から運営(再)委託契約の解除通知 

         (一社)長野市開発公社と運営委託契約書の効力に

関する覚書締結 

平成15年３月27日 雇用・能力開発機構と売買契約締結 

平成15年４月１日 登記完了、労政課から所管換 

施 設 概 要 等 

敷地面積  50,592.61㎡ 

本館 鉄筋コンクリート造 地上３階地下１階建 

   延床面積 4,846.13㎡  収容人員(宿泊) 139人 

   客室31、食堂、大広間(90畳)、中和室(17.5畳)、会議室３ 

体育館、テニスコート(４面) 

利 用 料   

区  分 料金（円） 

宿泊 

（１泊２食付サ税込） 

大人(中学生以上) 8,532 ～

小人(小学生以下) 7,257 ～

入浴 

（税込み） 

大人(中学生以上) 500  

小人(小学生以下) 300  

3歳以上小学生未満 100  

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

宿 泊 者 数(人) 14,554 15,991 14,816 13,372 13,748

休憩利用者(人) 15,641 20,301 18,282 17,655 17,646

営 業 収 入(円) 85,357,388 97,756,816 93,098,118 82,403,073 87,631,431

利 益 金(円) (△33,988,000) (△28,847,167) (△36,623,519) (△42,811,155) (△36,792,065) 

宿泊稼働率(％) 28.7 31.5 29.2 26.4 27.0

施設利用率(％) 36.4 41.5 38.2 35.1 35.8

注１ 宿泊稼働率＝{宿泊利用者数／（営業日数×収容人員）}×100

    ２ 施設利用率＝{（宿泊利用者数＋修正宿泊者数）／（営業日数×収容人員）}×100 

      （修正宿泊者数とは、休憩利用者数／４をいう。） 
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１０ 一の鳥居苑地

（1）施設のあらまし

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市大字上ケ屋２４７１番地７ 

施 設 概 要 等 
敷地面積302,042㎡ 

管理事務所（H16改築・下水接続）、駐車場、公衆トイレ(2)、四阿(2) 

使 用 料  無料 

(2) 利用状況等 

年  度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

駐車台数(台) 1,518 1,212 2,478 2,682 2182 2356

集計日数（日） 101 92 146 150 183 153

  ※ 管理事務所日誌より集計 

１１ 大峰城

 (1) 施設のあらまし

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市大字長野箱清水１６１２番地 

経 営 形 態 長野市 直営 

開 設 時 期 

昭和37年11月（展望台として） 

昭和56年４月 ｢チョウと自然の博物館｣開設 

平成19年12月から休館中 

施 設 概 要 等 

鉄筋コンクリート造重層４階建  延床面積436.68㎡ 

建設費 50,000千円 

付帯施設 公衆トイレ、四阿、駐車場（収容台数50台） 

(2) 利用状況等 

 ※休館中につき利用者なし 
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１２ 国民宿舎 松代荘

 (1) 施設のあらまし

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市松代町東条３５４１番地 

経 営 形 態 

昭和43年４月１日から、管理運営を(一社)長野市開発公社に委託 

平成18年４月１日から、指定管理者(一社)長野市開発公社による管理

運営 

開 設 時 期 

昭和39年     旧埴科郡松代町が設置、松代観光開発㈱が経営 

昭和41年10月16日 合併により長野市の設置となる 

平成10年12月20日 新館竣工 

施 設 概 要 等 

旧館 木造平屋建  延床面積  350.10㎡（大広間(132畳)） 

新館 鉄骨造平屋建 延床面積3473.33㎡ 

増改築(宿泊者専用浴室棟等) 鉄骨平屋建 延床面積454.5㎡ (開発

公社事業) 

 宿泊者専用浴室2室、客室36、食堂(116名収容)、宴会場(21畳･12

畳)、会議室兼宴会室（32名収容、29畳）、カラオケルーム(11名収

容、11.4畳)、休憩室千曲(57畳)、売店、駐車場50台 

収容人員(宿泊) 152人 

新館建設費 1,450,000千円（(一社)長野県観光開発公社に建設を委

託) 

源        泉 

湧出地：長野県長野市松代町 

泉 温：45.2℃ 

湧出量：740L/分 

泉  質：含鉄（Ⅱ） ナトリウム、カルシウム塩化物温泉 

利 用 料  

区         分 料  金（円） 

宿泊 
大人(中学生以上) 3,130 ～

小人(小学生) 2,440 ～

休憩 
大人(中学生以上) 750  

小人(小学生) 480  

入浴 
大人(中学生以上) 510  

小人(小学生) 200  

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

宿 泊 者 数(人) 22,162 22,698 22,347 21,677 21,904

休憩利用者(人) 170,154 171,957 165,883 156,878 156,921

営 業 収 入(円) 414,495,679 419,474,775 411,656,501 401,750,084 401,829,413

宿泊稼働率(％) 40.4 41.3 40.6 39.5 39.9

施設利用率(％) 117.9 119.4 116.0 111.0 111.4

注１ 宿泊稼働率＝{宿泊利用者数／（営業日数×収容人員）}×100 

    ２ 施設利用率＝{（宿泊利用者数＋修正宿泊者数）／（営業日数×収容人員）}×100 

      （修正宿泊者数とは、休憩利用者数／４をいう。） 
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１３ 松代象山地下壕

 (1) 施設のあらまし

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市松代町西条４７９番地１１（管理事務所所在地） 

経 営 形 態 管理を(公社)長野シルバー人材センターに委託 

公 開 時 期 平成元年11月（70ｍ区間）、平成２年８月（519ｍ区間） 

施 設 概 要 等 総延長 5,853ｍ、公開区間 519ｍ 

見 学 時 間 等 
見学(公開)時間  午前９時～午後４時 

休  場  日  毎月第３火曜日及び12月29日～１月３日 

公 開 の 経 緯 等 

昭和60年頃  保存・公開を要望する運動が始まる。 

昭和61年12月 松代象山地下壕検討委員会発足 

昭和63年12月 松代象山地下壕保存等対策委員会発足 

平成元年11月 西条口から70ｍを臨時公開 

平成２年８月 西条口から519ｍを一般公開 

平成11年５月 対策委員会において非公開部分の立入禁止を決定 

平成14年８月 文化庁の近代遺産指定に向けた「詳細調査」が決定 

平成15年10月 文化庁の詳細調査実施 

使 用 料   見学料 無料 

(2) 利用状況等 

年        度 平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 

見 学 者 数(人) 97,715 83,879 88,858 81,001 100,147 130,228 

年        度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 

見 学 者 数(人) 120,307 130,604 143,559 121,156 122,084 120,896 

年        度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 

見 学 者 数(人) 135,735 102,802 107,868 102,691 99,656 105,083 

年        度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

見 学 者 数(人) 97,488 65,885 86,356 83,296 62,275 55,866

１４ 温
ぬる

湯
ゆ

温泉スタンド 

 (1) 施設のあらまし

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市若穂綿内１７２６番地２、１７５８番地３ 

開 設 時 期 
温湯温泉市民センター：昭和50年９月２日～平成16年３月31日 

温湯温泉スタンド：平成17年11月16日～ 

施 設 概 要 等 

土地面積 1,195.0㎡ 

平成16年３月31日をもって温湯温泉市民センター閉館 

平成17年度解体 

平成17年11月16日簡易給湯設備設置 

給湯口 40A（１口）、20A（１口） 無料 

源        泉

源泉名：温湯温泉 

湧出地:長野県長野市若穂綿内1726-２ 

湧出量：110L／分 

温度 ：33℃ 

泉質 ：アルカリ性単純温泉 
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１５ 温
ぬる

湯
ゆ

温泉利用施設（温
ぬる

湯
ゆ

温泉 湯～ぱれあ） 

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市若穂綿内１３３０番地３ 

経 営 形 態 
PFI事業として建設し、SPC健康福祉マネジメント㈱が指定管理者とし
て維持管理・運営（平成18年４月１日から平成33年３月31日まで） 

開 設 時 期 平成18年３月31日竣工  平成18年４月１日オープン 

施 設 概 要 等 

鉄骨造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造）地上２階地下１階建 

延床面積2,369.49㎡ 

温泉・健康維持増進ゾーン（温泉利用プール、男女大浴場・露天風呂

等、福祉浴室）、高齢者福祉ゾーン（多目的ホール、和室２、会議

室、作業室）、休憩ゾーン（飲食コーナー、和室２、大広間、談話サ

ロン、足湯） 

建設費 662,340千円(源泉ポンプ小屋、引湯配管工事含む) 

源        泉 

源泉名：温湯源泉 

湧出地：長野県長野市若穂綿内字芦池1831-3 

泉 温：40.1℃ 

湧出量：234L/分 

知覚的試験：ほとんど無色澄明、硫黄味、微硫化水素臭を有する 

水素イオン濃度：ｐH 8.7 

泉質：アルカリ性単純硫黄温泉（低張性アルカリ性温泉） 

源泉ポンプ小屋：延床面積7.45㎡(建設費は温湯温泉利用施設に含む） 

(2) 入場料                                （単位：円）

区        分 入場券の種類 使用料 

温泉・健康

維持増進ゾ

ーン 

１回の入場 

大人（中学生以上60歳未満） １回券      510

小学生 １回券  300

高齢者（60歳以上） １回券    350

11回の入場 

大人（中学生以上60歳未満） 回数券  5,100

小学生 回数券  3,000

高齢者（60歳以上） 回数券  3,500

(3) 貸館料                                （単位：円）

区               分 使用料 

高齢者福祉ゾーン 

多目的ホール（２時間当たり１区画につき）     8,220

会議室（２時間当たり）作業室（２時間当たり） 5,140

和室Ａ（２時間当たり１区画につき）  2,570

温泉・健康維持増進ゾーン 
和室Ｂ（２時間当たり１区画につき）  2,570

福祉浴室（90分当たり）  1,020

備考 福祉浴室の使用については、別途入場料を徴収するものとする。 

(4) 健康維持増進プログラム参加料 

区    分 参    加    料 

１人１期につき 
5,000円を超えない範囲内において、指定管理者が市長の承
認を受けて別に定める額（別途入場料を徴収）
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(5) 利用状況等

年   度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

有 料 入 場 者 数 (人 ) 148,530 152,258 151,351 145,676 122,645 114,496 

施設利用料等（円） 42,408,325 43,077,010 42,615,135 40,266,660 44,281,165 41,392,460 

１６ 保科温泉（旧保科温泉国民宿舎永保荘） 

 (1) 施設のあらまし

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市若穂保科１１８５番地 

経 営 形 態 

平成22年10月１日 保科財産区の解散に伴い、長野市の直営に移行 

平成24年４月１日 指定管理者制度に移行し、(株)オーエンスによる管

理運営

開 設 時 期 

昭和34年８月１日 保科財産区が設置（旧本館・大広間） 

昭和51年４月１日 長野市が別館設置 

平成７年３月   長野市が本館竣工 

平成９年11月   大広間、会議室改修 

平成22年９月   財産区解散に伴い市に移管（閉館） 

平成22年９月30日 国民宿舎永保荘閉館 (保科財産区運営) 

平成22年10月１日 日帰り入浴施設(若穂老人憩の家併設) 

平成24年４月１日 指定管理者による運営 

施 設 概 要 等 

本館 鉄骨造２階建 延床面積1,292.22㎡(平成７年建築) 

別館 鉄骨造２階一部平屋建 延床面積1,084.59㎡(昭和51年建築) 

旧本館 木造２階建 延床面積535.12㎡ 

個室６、食堂、大広間(108畳)、中広間(40畳×２)、浴室４ 

本館建設費 376,888千円(平成６年度改築) 

大広間・会議室(80名)改修工事費 103,000千円(平成９年度改修) 

＊本館１階と大広間、浴室４で入浴施設として営業している 

木質バイオマスボイラー（平成24年３月設置） 出力180～220kW 

＊既存の重油ボイラーと併用 

源           泉 

源泉名：保科温泉４号泉 

湧出地：長野県長野市若穂保科1185 

泉 温：30.4℃ 

湧出量：1,000L/分 

泉  質：カルシウム・ナトリウム－塩化物・硫酸塩温泉(低張性 中性

 低温泉) 

利  用  料  

※1 高齢者活躍支援課所管 （利用券の提示が必要） 

   平成29年７月に利用料金改定 150円→200円 

区 分 種 別 料 金（円） 

日帰り入浴 

中学生以上 410円

小学生 200円

個室利用料 2,050円

若穂老人憩の家※1 150円
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(2) 利用状況等 

区分 年  度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

日帰り入浴 
利用者数(人) 49,834 48,458 49,206 47,413

利用料収入(円) 19,647,920 19,031,520 19,722,160 18,864,930

老人憩の家
利用者数(人) 23,933 23,889 23,116 21,651

利用料収入(円) 2,418,060 2,337,050 2,853,040 2,791,800

食堂 ※2 食堂売上収入(円) 6,100,450 6,167,265 6,124,672 5,520,775

※2 食堂(自主事業)については平成24年９月21日から営業 

１７ 豊野健康増進型コミュニティ施設 豊野温泉りんごの湯

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市豊野町石４１７番地 

経 営 形 態 指定管理者 りんごの湯共同企業体 

開 設 時 期 

平成16年８月    旧上水内郡豊野町が設置 

指定管理者 ながの農業協同組合が管理運営 

平成17年１月１日 合併により長野市の設置となる 

平成20年３月１日 指定管理者“りんごの郷”運営企業体が管理運営 

平成30年４月１日 指定管理者 りんごの湯共同企業体が管理運営 

施 設 概 要 等 

鉄骨造一部鉄筋コンクリート造２階建 延床面積2,627.17㎡ 

レストラン、和室５（10畳４、24畳１）、多目的ホール等 

建設費 728,468千円 

源        泉 

源泉名：豊野温泉 

湧出地：長野県長野市豊野町石字下石村3047番地２ 

泉 温：43.5℃ 

湧出量：250L/分 

泉  質：ナトリウム・カルシウム－塩化物温泉（弱アルカリ性 低

張性 高温泉） 

利 用 料   

（単位：円） 

区  分 10時～18時 18時以降 

大人（中学生以上） 410 350 

小学生 300 250 

和室１～４ 2,000円／３時間 

和室５ 4,000円／３時間 

多目的ホール 6,000円／３時間 

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

入 館 者 数(人) 208,192 193,712 195,911 190,375 184,019

営 業 収 入(円) 160,534,862 145,076,880 144,960,460 138,061,262 134,403,000

入浴利用収入(円) 74,144,440 67,699,750 67,944,250 64,665,800 65,566,618
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１８ 豊野温泉スタンド

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市豊野町石４１９番地１ 

経 営 形 態 指定管理者 りんごの湯共同企業体 

開 設 時 期 

平成14年６月   旧上水内郡豊野町が設置、豊野町直営 

平成17年１月１日 合併により長野市の設置となる 

平成20年３月１日 指定管理者“りんごの郷”運営企業体が管理運営 

平成30年４月１日 指定管理者 りんごの湯共同企業体が管理運営 

施 設 概 要 等 

屋根付スタンド（３面囲アクリル板） 

貯湯タンク１基（1,000L） 

スタンド（コイン式）１基 

建設費 1,040千円 

源        泉 

泉 質：ナトリウム・カルシウム－塩化物温泉（弱アルカリ性 低張

性 高温泉） 

泉 温：43.5℃ 

湧出量：250L/分 

利 用 料   
容 量（㍑） 料 金（円） 

200又は300 100 

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利用者数(人) 801 1,163 1,180 1,070 1,021

利用収入(円) 80,100 116,300 118,000 107,000 102,100

＊H25年11月からH26年10月まで休止 
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１９ 戸隠スキー場

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                明 

所 在 地 長野市戸隠３６８２番地３ 

経  営  形  態 指定管理者 （株）戸隠 

開  設  時  期 

昭和38年12月   旧上水内郡戸隠村が設置 

         戸隠村公営企業により運営 

平成17年１月１日 合併により長野市の設置となる。 

平成21年４月１日 指定管理者制度に移行。 

開 発 対 象 面 積 2,028,000㎡ 

施設概要 

コ ー ス 数 19コース（コース延長 17,977ｍ） 

ゲレンデ標高 1,745ｍ～1,210ｍ 

リ フ ト

戸隠高原第２ロマンスリフト  244.88ｍ（昭和57年度建設） 

戸隠高原第３クワッドリフト  995.56ｍ（昭和63年度建設） 

戸隠高原第４高速ペアリフト  691.91ｍ（平成元年度建設） 

戸隠高原第５高速ペアリフト 1,016.52ｍ（平成２年度建設） 

戸隠高原第６クワッドリフト 1,135.56ｍ（平成９年度建設） 

中社第１ペアリフト      415.48ｍ（昭和61年度建設） 

中社第２ペアリフト      879.80ｍ（平成21年度建設） 

人工降雪設備

18台 

降雪範囲 パノラマコース～白樺コース、越水中央ゲレンデ、 

初心者ゲレンデ 

     約108,000 ㎡ 

食    堂

シャルマン戸隠     約500席 

そば処めのう      約100席（平成21年度から休業） 

カフェやなぎらん       約 70席 

駐  車  場 1,500台 

開発規制

等 

自 然 公 園 法 妙高戸隠連山国立公園特別地域 

森  林  法 水源かん養保安林 

利 用 料

（単位：円）

区 分 大人 
シニア 

(50歳以上) 
小人 備  考 

１ 回 券 320 210

1 0 回 券 3,200 2,100

半 日 券 3,200 2,900 2,100
8:30～13:00

12:00～17:00

5.5時間券 3,500 3,200 2,200 発券から5.5時間

１ 日 券 4,000 3,600 2,500

1 . 5 日 券 7,000 6,200 4,300

２ 日 券 7,500 6,800 4,500

シーズン券 52,000 42,000 32,000

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

年度入場者数(人) 

（シーズン入場者数（人））

106,097

(106,156)

94,490

(94,024)

101,607

(102,311)

102,282

(100,996)

92,309

(91,495)

リ フ ト 利 用 料 収 入(円) 171,077,856 152,685,970 176,757,244 182,621,202 167,377,682

食 堂 売 上 収 入(円) 53,129,325 43,733,068 51,300,897 54,684,210 47,906,851
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２０ 戸隠高原交流施設（ゲストハウス岩戸）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市戸隠 戸隠山国有林２９カ林小班 

経 営 形 態 指定管理者 （株）戸隠 

開 設 時 期 

平成13年９月    旧上水内郡戸隠村が設置、戸隠村直営 

平成17年１月１日 合併により長野市の設置となる。 

平成21年４月１日 指定管理者制度に移行。 

施 設 概 要 等 
木造２階建  延床面積661.42㎡ 

建設費 150,150千円 

利 用 形 態 
冬季：スキー場総合案内所、無料休憩施設、託児所 

夏季：集会施設、山岳遭難防止対策協会研修所 

使 用 料   
区 分 料  金 

交 流 室 2,000円～

シャワー 200円（１回）

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者(人) 53,242 47,350 50,978 51,176 46,154

利 用 料 収 入(円) 39,000 24,000 22,000 5,000 5,000

２１ 戸隠キャンプ場

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市戸隠３６９４番地 

経 営 形 態 指定管理者（株）戸隠 

開 設 時 期 

昭和36年７月   旧上水内郡戸隠村が設置、戸隠村直営 

平成21年４月１日 指定管理者制度に移行 

平成23年７月   エリア拡張、戸隠牧場一体管理 

施 設 概 要 等 

敷地面積22.49ha、管理棟１棟、レンタル棟１棟、コテージ６棟、ログキャビ

ン33棟、バンガロー28棟、野外炉10ヶ所、貸テント260張、オートキャンプ35

0台、炊事場13ヶ所、トイレ６棟、シャワー２棟、区画サイト50、トレーラーサイ

ト８ 

利 用 料   

区  分 種 別 料 金 

コ テ ー ジ １泊１棟１台 18,000円～24,000円

ロ グ キ ャ ビ ン １泊１棟１台 9,000円～12,000円

バ ン ガ ロ ー １泊１棟１台 5,000円～5,500円

フ リ ー サ イ ト １泊１張１台 3,000円～4,500円

区 画 サ イ ト １泊１区画１台 4,000円～8,000円

トレーラーサイト １泊１区画１台 8,000円～10,000円

持ち込みテント 
１泊１張(２人以下) 1,000円～1,500円

１泊１張(３人以上) 2,000円～2,500円

補 助 テ ン ト １泊１張 1,000円～1,500円

駐 車 料 
１泊１台 1,000円～4,000円

日帰り１台 500円～2,000円

入   場   料 日帰り１人（小学生以上） 200円

シャワールーム １回 300円

コインランドリー 洗濯・乾燥 300円・400円
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 (2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 48,478 57,343 51,845 49,042 54,967

利 用 料 収 入(円) 81,908,007 97,866,062 90,015,883 86,681,902 92,954,280

２２ 戸隠民舞伝習施設

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市戸隠栃原１３７７番地３ 

経 営 形 態 長野市 直営 

開 設 時 期 
昭和58年10月  旧上水内郡戸隠村が設置、戸隠村直営 

平成17年１月１日 合併により長野市の設置となる。 

施 設 概 要 等 
木造平屋建  延床面積138.74㎡ 

建設費 16,000千円 

使 用 料   

区分 料 金（円） 備考 

伝習室 1,540 ～ 能舞台 

控 室 510 ～ 和室12畳 

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 319 320 435 485 372

使用料収入(円) 2,050 2,050 10,260 3,590 4,100
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２３ 戸隠交流集会施設（森林囃子
もくもくばやし

）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市戸隠祖山３１番地１ 

経 営 形 態 指定管理者 長野県高齢者生活協同組合 

開 設 時 期 

平成12年６月   旧上水内郡戸隠村が設置、戸隠村直営 

平成17年１月１日 合併により長野市の設置となる。 

平成21年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 

■温浴施設 

木造平屋建  延床面積370.57㎡ 

（風呂２箇所、トレーニングルーム、休憩室） 

建設費 80,178千円 

付帯施設 マレットゴルフ場18ホール、ゲートボール場１面 

■集会施設（戸隠ふるさとセンター） 

木造平屋建 延床面積654.32㎡  大・小会議室等 

建 設 費 73,350千円 

源   泉 

源泉名：土合温泉 

湧出地：長野県長野市戸隠栃原4250 

泉 温：12.1℃ 

湧出量：18L/分 

泉  質：単純硫黄冷鉱泉 

利 用 料 

・温浴施設（付帯施設使用含む） 

区 分 種 別 料 金（円） 

小学生 １回券 300 

中学生以上 
１回券 410 

回数券（11回） 4,100 

・集会施設 

区 分 料 金（円） 

会議室 410～ 

ホール 1,540～ 

研修室 300～ 

調理実習室 610～ 

(2) 利用状況等 

 ①温浴施設

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 12,366 12,246 11,758 11,012 9,836

利 用 料 収 入(円) 4,421,070 4,291,610 4,319,550 3,955,530 3,486,550

  ②集会施設

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 1,315 1,586 1,668 1,472 1,439

利 用 料 収 入(円) 46,440 64,680 64,990 61,690 77,130
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２４ 戸隠交流促進施設（交流促進センター・炭焼体験施設）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市戸隠1584番地 

経 営 形 態 指定管理者 宝光社区 

開 設 時 期 

平成８年３月  山村振興事業及び村債により旧戸隠村が設置 

平成17年１月１日 合併により長野市の施設となる。 

平成18年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 

○交流促進センター 

 「そばの里二番館」の屋号で飲食店を運営 

木造2階建て 556.91㎡ 

建設費 180,782千円 

○炭焼体験施設 

 木炭収納庫38.88㎡ 炭焼釜 11.56㎡（2基） 

 建設費 8,000千円 

使 用 料   

○交流促進センター 

○炭焼体験 

 1回につき 5,000円 

時  間 料  金 

会議室使用料 
午前9：00～午後1：00 1,500円

午後1：00～午後5：00 1,500円

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者(人) 17,888 18,498 14,678 14,728 17,487

２５ そば博物館（とんくるりん）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市戸隠3018番地 

経 営 形 態 指定管理者 FunSpace株式会社 

開 設 時 期 

平成４年３月  山村振興事業及び村債により旧戸隠村が設置 

平成17年１月１日 合併により長野市の施設となる。 

平成18年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 

木造2階建て 837.93㎡ 

そば打ち体験、地場産品展示販売、そばに関する展示 

建設費 197,750千円 

使 用 料   
そば打ち体験 一般 1,000円、小中学生 500円 

展示室入場料 一般  200円、小中学生 150円 

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者(人) 31,102 36,545 26,981 28,320 29,436
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２６ 鏡池園地総合案内施設（どんぐりハウス）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市戸隠2039番地10 

経 営 形 態 指定管理者 FunSpace株式会社 

開 設 時 期 

平成４年３月  林業構造改善事業及び村債により旧戸隠村が設置 

平成17年１月１日 合併により長野市の施設となる。 

平成18年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 

木造2階建て 396.80㎡ 

木工教室、売店、食堂 

建設費 81,597千円 

使 用 料  バーベキュー設備 1回1,000円 

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者(人) 10,863 13,178 12,192 15,481 19,095

２７ 奥裾花自然園（鬼無里山岳公園）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市鬼無里日影１１１３０番地１（奥裾花観光センターの所在） 

経 営 形 態 長野市 直営 

開 設 時 期 
昭和41年５月   旧上水内郡鬼無里村が設置、鬼無里村直営 

平成17年１月１日 合併により長野市の設置となる。 

施 設 概 要 等 自然園120ha 水芭蕉約81万株 ブナ原生林 今池、吉池等 

使 用 料   

区 分 種 別 
料 金（円） 

4/29～5/31 6/1～10/31 

入園料（大人） 中学生以上 410 200

団  体 20名以上 300 150

 (2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) - 13,919 6,612 8,135 9,346

使用料収入(円) - 4,655,690 2,083,200 2,774,230 3,126,320

※ 平成26年度は、林道大川線が土砂崩落災害のため通行止めとなり、全期間休園。 

    平成27年度は、大雪の影響、林道大川線復旧工事のため通行止めとなり、一部期間休園。 

平成28、29年度は、林道大川線復旧工事のため通行止めとなり、一部期間休園。 
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２８ 奥裾花観光センター

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市鬼無里日影１１１３０番地１ 

経 営 形 態 長野市 直営 

開 設 時 期 
昭和41年５月   旧上水内郡鬼無里村が設置、鬼無里村直営 

平成17年１月１日 合併により長野市の設置となる。 

施 設 概 要 等 

木造平屋建（昭和41年建設） 延床面積 70㎡ 

木造２階建（平成３年新設） 延床面積 228㎡ 

奥裾花自然園の管理、キャンプ場の管理等 

駐車場500台、トイレ３棟 

使 用 料   

区 分 種 別 料 金（円） 

センター休憩 １時間 200 

休 憩 所 休 憩 １時間 200 

 (2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 0 0 0     0     0

使用料収入(円) 0 0 0 0 0

２９ 奥裾花キャンプ場

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市鬼無里日影１１１３０番地１ 

経 営 形 態 長野市 直営 

開 設 時 期 
昭和41年７月   旧上水内郡鬼無里村が設置、鬼無里村直営 

平成17年１月１日 合併により長野市の設置となる。 

施 設 概 要 等 

営業期間７月～９月まで 

オートキャンプ30台分、貸テント50張、休憩所、炊事場1棟、 

野外炉1棟、トイレ2棟  

使 用 料   

区 分 種 別 料 金（円） 

常 設 テ ン ト
10人用1泊 2,050 

5～6人用1泊 1,540 

持ち込みテント 1 張 1,020 

キャンピングカー 1 泊 1 台 2,570 

オートキャンプ 1 泊 1 台 2,570 

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) - - -     -     -

使用料収入(円) - - - - -

※平成26年度は林道災害により休園、平成27～平成30年度は、林道災害復旧工事等により一部期間休園 
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３０ 鬼無里地域資源活用総合交流促進施設（鬼無里の湯）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市鬼無里日影８８５５番地 

経 営 形 態 指定管理者 （株）オーエンス 

開 設 時 期 

平成15年８月   旧上水内郡鬼無里村が設置、鬼無里村直営 

平成17年１月１日 合併により、長野市の設置となる。 

平成19年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 

平屋（交流・宿泊施設）１棟  延床面積1,438.15㎡ 

宿泊施設、研修等会議施設、そば打ち等体験交流、各種イベント 

温泉施設等 建設費 466,711千円 

源    泉 

泉 名：奥裾花温泉（柳沢鉱泉） 

湧出地：長野県長野市鬼無里日影11139-14 

泉 温：11.2℃  湧出量：34.3L/分 

泉  質：単純硫黄冷鉱泉 

利 用 料 金  

区 分 種 別 料 金 

宿泊 

（食事別途）

中 学 生 以 上 4,320円～6,480円

小 学 生 3,240円～5,400円

１泊（３歳以上） 1,620＋食事料（実費）

入 湯 料
中 学 生 以 上 510円

３ 歳 以 上 300円

交流室等

使 用 料

１  日 3,240円～9,720円

半  日 1,620円～4,860円

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

宿 泊 者 数(人) 2,249 2,467 1,102 1,217 1,776

利用料収入(円) 10,190,492 11,023,560 5,025,500 5,590,420 7,333,920

※平成28年度浴室棟焼失のため宿泊者減少、平成29年11月浴室棟完成し入浴サービス再開 

３１ 鬼無里ふれあい広場簡易宿泊施設（鬼無里の湯コテージ）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明

所 在 地 長野市鬼無里日影８８８８番地 

経 営 形 態 指定管理者 （株）オーエンス 

開 設 時 期 

平成８年４月   旧上水内郡鬼無里村が設置、鬼無里村直営 

平成17年１月１日 合併により長野市の設置となる。 

平成19年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 
コテージ 木造平屋×５棟 

延床面積275.3㎡（55.06㎡×５棟）  建設費 76,220千円 

利 用 料 金  １棟 19,440円～ 

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 1,077 1,561 966 975 1,080

利用料収入(円) 4,610,636 6,461,280 4,165,020 4,082,760 5,532,580

※平成28年度は、施設火災による浴室棟焼失のため利用者減少。 
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３２ 鬼無里ふるさとの館

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市鬼無里３１５７番地１３ 

経 営 形 態 長野市 直営 

開 設 時 期 

平成２年４月   旧上水内郡鬼無里村が設置 

平成17年１月１日 合併により長野市の設置となる 

平成18年４月１日 指定管理者制度の導入 

平成30年４月１日 直営（休業中のため） 

施 設 概 要 等 
木造２階建 延床面積536㎡ 

宿泊施設、各種宴会等  建設費 85,284千円 

利 用 料   

種 別 料 金 

宿泊料 

１泊２食付（中学生以上） 4,320円～7,560円

〃   （小学生） 3,240円～6,480円

〃   （幼児） 食事料（実費）

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 316 - - - -

利用料収入(円) 1,629,911 - - - -

※  平成26年11月22日発生の神城断層地震の被害により休業中

３３ 鬼無里ふるさと体験施設（鬼無里ふるさと体験館）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市鬼無里1690番地 

経 営 形 態 指定管理者 有限会社ふるさと鬼無里 

開 設 時 期 

昭和63年３月 県単過疎地域活性化モデル事業及び村債（過疎債）で

旧鬼無里村が設置 

平成17年１月１日 合併により、長野市の施設となる。 

平成18年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 

木造平屋建 278.24㎡ 

「そば処鬼無里」の屋号で手打ちそば等の提供、地元産のそば粉・豆

類・穀類や地場産品の加工品の販売を行う。 

建設費 29,000千円 

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 37,444 40,167 31,642 32,629 31,822
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３４ 鬼無里ふるさと体験施設（鬼無里農産物加工施設）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市鬼無里1692番地（ふるさと体験館敷地内） 

経 営 形 態 指定管理者 有限会社ふるさと鬼無里 

開 設 時 期 

平成元年３月 県単特定地域農業振興総合対策事業により、旧鬼無里

村が設置 

平成17年１月１日 合併により、長野市の施設となる。 

平成18年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 

木造平屋建 26.50㎡ 

ふるさと体験館に附属し、食品加工を行う施設。地元産の素材を活か

した菓子等の製造を行い、ふるさと体験館などで販売している。 

建設費 5,360千円 

(2) 利用状況等  ふるさと体験館に含む。 

３５ 鬼無里ふるさと体験施設（鬼無里工芸館蕎麦工房）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市鬼無里1693番地（ふるさと体験館敷地内） 

経 営 形 態 指定管理者 有限会社ふるさと鬼無里 

開 設 時 期 

平成２年３月 県単第２次村おこし事業により、旧鬼無里村が設置 

平成17年１月１日 合併により、長野市の施設となる。 

平成18年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 

木造２階建 76.00㎡ 

そば打ち体験及びふるさと体験館で提供するそばを打つ。 

建設費 10,300千円 

使 用 料 １日につき、1,020円 

(2) 利用状況等  ふるさと体験館に含む。 

３６ 鬼無里ふるさと体験施設（鬼無里農林産物直売施設）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市鬼無里1699番地2（ふるさと体験館敷地内） 

経 営 形 態 指定管理者 有限会社ふるさと鬼無里 

開 設 時 期 

平成16年11月 山村振興事業及び村債（過疎債）により、旧鬼無里村

が設置 

平成17年１月１日 合併により、長野市の施設となる。 

平成18年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 

木造平屋建 286.52㎡ 

地元農家が農林産物の直売を行う。 

建設費 44,713千円 

使 用 料 １日につき、1,540円 

(2) 利用状況等  

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 16,209 16,444 16,355 14,102 14,696
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３７ 鬼無里若者コミュニティセンター（喫茶・軽食「たんぽぽ」）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市鬼無里160番地3 

経 営 形 態 直営 

開 設 時 期 

平成2年3月 山村振興事業及び村債（過疎債）により、旧鬼無里村が

設置 

平成17年１月１日 合併により、長野市の施設となる。 

平成18年４月１日 指定管理者制度の導入 

平成30年４月１日 直営（休業中のため） 

施 設 概 要 等 
木造２階建 181.5㎡ 

建設費 17,350千円 

使 用 料 
会議室１ 400円/４時間以内（超過１時間につき100円） 

会議室２ 600円/４時間以内（超過１時間につき150円） 

 (2) 利用状況等  

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) - - - - -

※Ｈ25.8.1から自主事業の喫茶業務を廃止し、Ｈ26.11.22神代断層地震により建物の通常使用
には危険があると判断し、以降施設休止とした。
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３８ 聖山パノラマホテル（大岡観光施設）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市大岡丙５４０２番地２ 

経 営 形 態 指定管理者 聖山高原リゾート共同企業体 

開 設 時 期 

平成13年12月５日 旧更級郡大岡村が設置、大岡村直営 

平成17年１月１日 合併により長野市の設置となる 

平成19年４月 １日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 

宿泊棟 木造２階建  延床面積 748.07㎡ 

大広間 木造平屋建  延床面積1,291.48㎡ 

建設費 443,100千円 

利 用 料 金  

種 別 料   金 

宿泊 

１泊２食付 

（中学生以上） 
5,250円～16,800円 

１泊（食事なし） 

（中学生以上） 
2,835円～11,025円 

１泊２食付 

（小学生） 
3,675円～11,760円 

１泊（食事なし） 

（小学生） 
1,890円～9,450円 

１泊 

（３歳以上の幼児）
1,080円＋食事料（実費）

テニスコート １時間 １面につき 510円 

入浴料 
中学生以上 １回 350円 

小学生 １回 150円 

 (2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

宿 泊 者 数(人) 3,764 4,141 3,987 3,875 3,756

利用料収入(円 ) 23,462,667 24,627,450 31,094,778 28,290,448 25,656,110

３９ 聖山パノラママレットゴルフ場（大岡観光施設）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市大岡丙５４０２番地２ 

経 営 形 態 指定管理者 聖山高原リゾート共同企業体 

開 設 時 期 

平成15年７月26日 旧更級郡大岡村が設置、大岡村直営 

平成17年１月１日 合併により、長野市の設置となる 

平成19年４月１日  指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 
敷地面積 32,728㎡ コース全長1,516ｍ 

4コース・36ホール  公衆トイレ１棟(31.5㎡) 

利 用 料 金  

種 別 料 金（円） 

コース使用料 

一般（１日）  300 

一般（年間） 3,080 

中学生以下（１日） 100 

中学生以下（年間） 1,020 

用具代 1組1回 100 
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 (2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 1,266 1,233 1,201 670 381

使用料収入(円) 363,300 364,500 315,250 341,050 177,600

４０ 聖山パノラマオートキャンプ場（大岡観光施設）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明

所 在 地 長野市大岡丙５４０５番地２、中牧２８０番地 

経 営 形 態 指定管理者 聖山高原リゾート共同企業体 

開 設 時 期 

平成９年12月   旧更級郡大岡村が設置、大岡村直営 

平成17年１月１日 合併により、長野市の設置となる 

平成19年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 
オートキャンプ場38区画、コテージ２棟、キャンプサイト２区画、 

バーベキューハウス１棟ほか     建設費 127,771千円 

利 用 料 金  

種 別 料 金（円） 

テ ン ト 
５人以下用１張１泊 1,540 

６人以上用１張１泊 2,050 

オートキャンプ 

（持込料） 

１台１泊 3,590 

キャンピングカー １泊 4,110 

コ テ ー ジ １棟１泊 13,370 

シ ャ ワ ー 室 １回 100 

コインランドリー １回 200 

乾  燥  機 １回 400 

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数

(人) 

オートキャンプ 2,329 2,875 2,262 2,257 2,393

コテージ 96   119    70 45 44

利用料収入(円) 
オートキャンプ 543,460 882,800 618,630 496,090 483,040

コテージ 246,850   310,510   190,980 136,700 147,070

※  貸付テント等の使用料は除く   
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４１ ひじり親水公園

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市大岡丙５４０６番地３４９ 

経 営 形 態 管理委託 和田産業㈱ 

開 設 時 期 

平成９年８月   旧更級郡大岡村が設置、大岡村直営 

平成17年１月１日 合併により、長野市の設置となる 

平成19年４月１日 指定管理者制度の導入 

平成22年４月１日 管理委託施設に変更 

施 設 概 要 等 

フィッシュハウス(バーベキュー)木造平屋建 延床面積29.8㎡ 

池３ヶ所、東屋１棟、公衆トイレ１棟 

建設費 26,775千円 

使 用 料   無料 

(2) 利用状況等 

   ※ 入場者数の統計調査を実施していないため不明。

４２ 大岡交流施設（大岡温泉）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市大岡中牧１１４２番地 

経 営 形 態 指定管理者 フィールズ 

開 設 時 期

平成13年12月   旧更級郡大岡村が設置、大岡村直営 

平成16年12月   露天風呂設置（男女 各１） 

平成17年１月１日 合併により、長野市の設置となる 

平成19年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等

木造平屋建 延床面積299㎡ 

温泉、リハビリ教室等 

建設費 64,403千円 

源   泉 

源泉名：大岡温泉 

湧出地：長野県長野市大岡中牧1151-3 

泉 温：20.1℃ 

湧出量：20.4L/分 

泉  質：規定泉（メタケイ酸） 

利 用 料 金  

区 分 料金（円） 備考 

一般（小学生以上）

1回 350 

小学生未満無料 回数券 

（11回） 
3,500 

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 16,582 16,252 13,400 12,508 11,739

利用料収入(円) 4,700,650 5,297,250 4,448,850 4,275,950 4,143,750

   ※ 利用料収入は、温泉利用収入のみ。
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４３ 大岡アルプス展望公園施設（大岡アルプス展望公園・キャンバスハウス）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明

所 在 地 長野市大岡甲７５５２番地 

経 営 形 態 指定管理者 ㈱アルプス・ビュー・フォーラム 

開 設 時 期 

平成５年３月   旧更級郡大岡村が設置、大岡村直営 

平成17年１月１日 合併により、長野市の設置となる 

平成19年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 
鉄骨２階建 延床面積285.74㎡   公園 9,416㎡ 

建設費 49,337千円 

使 用 料  

種 別 料 金（円） 

キャンバスハウス 

（専用の場合） 

半日 1,540 

１日 3,080 

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 7,206 7,684 7,466 8,192 7,658

使用料収入(円) 0 0 0 0 0

※利用者数は展望公園・キャンバスハウスの利用者 

４４ 大岡特産センター（道の駅長野市大岡特産センター）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市大岡甲5275番地1 

経 営 形 態 指定管理者 グリーン長野農業協同組合 

開 設 時 期 

平成２年３月 本体 旧埴科郡大岡村が設置、大岡村直営 

平成５年２月23日 道の駅登録 

平成12年12月 トイレ 旧埴科郡大岡村が設置、大岡村直営  

平成17年１月１日 合併により長野市の設置となる 

平成19年４月１日 指定管理者制度の導入 

施 設 概 要 等 

本体 木造２階建 延床面積520.13㎡ 

 建設費 156,439千円 

トイレ 鉄筋コンクリート建１階建  延床面積59.00㎡ 

低温貯蔵庫 木造１階建 19.87㎡ 

 建設費  28,470千円 

利 用 料 無料 

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

売店利用者数(人) 68,271 74,428 70,108 72,905 74,378

食堂利用者数(人) 53,786 53,862 49,449 52,129 51,450

自販機利用者数(人) 50,113 50,856 47,026 48,931 47,594

合 計 利 用 者 数 172,170 179,146 166,583 173,965 173,422

売 上 収 入 ( 円 ) 80,936,199 86,162,420 82,679,774 79,536,045 76,300,342
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４５ 信州新町ふれあい公園

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市信州新町日原西490番地 

経 営 形 態 指定管理者 特定非営利活動法人 くめじ 

開 設 時 期 

平成３年２月 管理棟設置 旧上水内郡信州新町が設置、信州新町直営 

平成３年３月 ゲートボール場設置 

平成３年７月 パターゴルフ場設置 

平成13年６月 遊具設置 

平成14年12月 ゲートボール場設置 

平成21年４月１日 指定管理者制度の導入 

平成22年１月１日 合併により長野市の設置となる 

平成22年８月１日  マレットゴルフ・パターゴルフ場併用開始 

施 設 概 要 等 

管理棟 木造平屋建 延床面積98㎡ 

ゲートボール場 木造平屋２棟 延床面積1,142㎡ 

わんぱく広場、イベント広場、バーベキュー広場   

建設費 312,152千円 

利 用 料  

種 別 料 金（１人１ラウンドにつき） 

一般 300円～1,100円

小・中学生 100円～550円

照明料 80円～120円

(2) 利用状況等        

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

ﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌ･ﾊﾟﾀｰｺﾞﾙﾌ利用者数（人) 1,854 1,497 1,220 920 567

ゲートボール利用者数（人） 2,001 1,830 1,566 1,550 1,206

利用料収入（円） 1,870,786 1,696,862 1,359,729 859,460 534,540
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４６ 不動温泉保養センターさぎり荘

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市信州新町日原西300番地１ 
経 営 形 態 指定管理者 特定非営利活動法人 くめじ 

開 設 時 期 
平成２年10月    旧上水内郡信州新町が設置、信州新町直営 
平成21年４月１日 指定管理者制度の導入 
平成22年１月１日 合併により長野市の設置となる 

施 設 概 要 等 

新館 木造2階建 延床面積1,635㎡  
(宿泊棟、浴室棟、管理棟、ステーキハウス） 
旧館 木造2階建 延床面積697㎡ 
(コンベンションホール、事務所等) 
建設費 337,905千円 

源   泉 

泉 名：日原源泉 
湧出地：長野県長野市信州新町日原西98-ﾛ 
泉 温：7.7℃ 
湧出量：4.9L/分 
泉  質：含硫黄―ナトリウム・マグネシウム・カルシウム―硫黄
塩・炭酸水素塩冷鉱泉 

利 用 料 金  

区 分 種 別 料 金 

宿 泊 

１泊２食付き 
（中学生以上） 

5,800円～18,000円

１泊（食事なし） 
（中学生以上） 

3,600円～7,600円

１泊２食付き 
（小学生） 

4,900円～16,700円

１泊（食事なし） 
（小学生） 

2,600円～6,300円

３歳以上の幼児 500円～3,200円

入湯料 

中学生以上（１回券） 300円～510円

小学生（１回券） 150円～250円

中学生以上 回数券（12回） 3,000円～5,100円
小学生 回数券（12回） 1,500円～2,500円

大広間等 
利用料金 

大広間 全室 
１日 20,000円～31,000円

半日 12,000円～19,000円

大広間 半室 
１日 10,000円～16,000円
半日 6,500円～10,000円

中広間 
１日 19,000円～29,000円

半日 11,000円～18,000円

個室 
１日 4,600円～7,000円
半日 2,700円～4,200円

コンベンションホール 

（全室） 
１日 19,000円～29,000円
半日 11,000円～18,000円

コンベンションホール 

（半室） 

１日 10,000円～15,000円

半日 6,000円～9,000円

(2) 利用状況等        

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 55,913 52,102 51,895 41,115 37,061

利 用 料 収 入(円) 117,075,624 110,197,911 108,828,675 87,119,575 70,538,163
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４７ 信州新町青少年旅行村

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市信州新町左右18192番地 

経 営 形 態 指定管理者 特定非営利活動法人 くめじ 

開 設 時 期 

昭和50年度～平成７年度 旧上水内郡信州新町が設置、信州新町直営 

平成21年４月１日 指定管理者制度の導入 

平成22年１月１日 合併により長野市の設置となる 

施 設 概 要 等 

敷地面積8,843㎡ 

管理棟 木造一部2階 107㎡ ケビン棟 木造平屋 94㎡  

コテージ棟6棟 木造平屋 116.97㎡ シャワー棟４室 木造平屋 26.32

㎡ 

バーべキュー棟2棟 木造平屋 64㎡ 炊事棟1棟 木造平屋24㎡ 

テントサイト10サイト 3,400㎡ （供用期間：５月１日～９月30日） 

建設費 91,385千円 

(2) 利用状況等 

※Ｈ25年度から休業 

４８ 信州新町信州犀川交流センター

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市信州新町日原西2287番地 

経 営 形 態 直営 （清掃、利用者対応等の業務を管理委託） 

開 設 時 期 
平成13年４月   旧上水内郡信州新町が設置、信州新町直営 

平成22年１月１日 合併により長野市の設置となる。 

施 設 概 要 等 
ＲＣ造り 延床面積1,188㎡   

建設費 52,961千円 

利 用 料  

区 分 種 別 料 金（円） 

宿 泊 
一般 2,050 

小・中学生 1,330 

日帰り 

浴室以外の施施設 
一般 200

小・中学生 200

浴室 
一般 200

小・中学生 100

暖房料 １室につき 300

資料展示交流室 

（専用で使用する場合） 
１回につき 200

体育館 １時間につき 100

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 815 797 383 414 506

利用料収入(円) 788,530 762,750 633,090 702,760 423,340
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４９ 信州新町萩野森の家

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市信州新町山穂刈8975番地2 

経 営 形 態 直営 （清掃、利用者対応等の業務を管理委託） 

開 設 時 期 

平成４年度～平成11年度 旧上水内郡信州新町が設置、信州新町直営 

平成21年４月１日 指定管理者制度の導入 

平成22年４月１日 合併により長野市の設置となる 

施 設 概 要 等 

敷地面積3.3ha    森の家１棟、キャビン棟２棟、東屋２棟、 

避難小屋１棟、バーベキュー棟１棟、マウンテンバイク棟１棟、 

トイレ棟２棟（供用期間：４月第４土曜日～10月31日） 

建設費 182,749千円 

利 用 料  

種 別 料 金 （円） 

森の家 

宿泊（1人1

泊につき） 

一般 2,160

小・中学生 1,080

日帰り（1

人につき） 

一般 430

小・中学生 210

浴室 １人１回につき 210

キャビンＡ棟（4

～5人用） 
１室１泊につき 10,800

キャビンＢ棟 

（5～6人用） 
１室１泊につき 12,960

貸出テント １張１泊につき 2,160

持込テント １張１泊につき 1,080

キャンピングカー

（持込料） 
１台１泊につき 3,240

布団・毛布 １セット 210

シーツ １枚 320

マウンテンバイク １台１日につき 540

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 148 80 52 48 69

利用料収入(円) 217,320 155,480 65,170 40,540 55,650
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５０ 信州新町地場産業振興市場（道の駅信州新町）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市信州新町水内4619番地 

経 営 形 態 指定管理者 (株)信州新町地場産業開発機構 

開 設 時 期 

昭和63年４月 本体 旧上水内郡信州新町が設置、第三セクター会社 

平成５年４月 道の駅登録  

平成21年10月１日 指定管理者制度の導入 

平成22年１月１日 合併により長野市の設置となる 

施 設 概 要 等 

地場産業振興市場 鉄筋造平屋建 延床面積639.68㎡ 

トイレ 鉄筋造平屋建  

 建設費 61,104千円 

活性化センター 木造２階建 175.97㎡ 

 建設費  38,356千円 

利 用 料  

区      分 料  金 

談話室 １人につき100円

体験室 

利用時間が３時間未満 １人につき200円

利用時間が３時間以上５時間未満 １人につき300円

利用時間が５時間以上 １人につき400円

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

売 店 利 用 者 数 ( 人 ) 173,568 183,033 182,121 185,477 182,925

テナント利用者数(人) 175,189 185,623 187,034 197,571 198,334

談話室・体験室利用者数(人) 117 114 150 161 100

合 計 利 用 者 数 348,874 368,770 369,305 383,209 381,256

売 上 収 入 ( 円 ) 303,331,789 328,372,310 328,255,645 337,451,786 343,353,149
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５１ 中条地域振興施設（やきもち家）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市中条日下野5286番地 

経 営 形 態 指定管理者 ホテル国際21㈱ 

開 設 時 期 

平成元年３月 本館 旧上水内郡中条村が設置、中条村直営 

平成15年３月 大広間・研修室 旧上水内郡中条村が設置、中条村直営 

平成16年７月 宿泊棟・浴室棟 旧上水内郡中条村が設置、中条村直営 

平成18年９月１日 指定管理者制度の導入 

平成22年１月１日 合併により長野市の設置となる 

施 設 概 要 等 

本館 木造平屋建 延床面積272.41㎡ 

 建設費  69,657千円 

大広間・研修室 鉄骨平屋建地下１階 延床面積298.65㎡ 

 建設費  81,122千円 

宿泊棟 鉄骨地上２階建 延床面積309㎡ 

浴室棟 鉄骨地上１階建 延床面積395㎡ 

 建設費  300,000千円 

源   泉 

泉 名：梅木鉱泉 

湧出地：長野県長野市中条日下野8708-ロ 

泉 温：13.6℃ 

湧出量：4.0L/分 

泉  質：アルカリ性単純硫黄冷鉱泉 

利 用 料  

区 分 種 別 料 金 

宿泊料 

１泊２食付き 

（中学生以上） 
7,500円～15,000円

１泊（食事なし） 

（中学生以上） 
5,400円～8,000円

１泊２食付き 

（小学生） 
5,880円～9,000円

１泊（食事なし） 

（小学生） 
4,200円～7,000円

３歳以上の幼児 食事料（実費）

入湯料 

中学生以上 500円

小学生 300円

貸切浴場 2,000円/時間

休憩料 

小学生以上 

（３時間以内） 
300円

小学生以上 

（３時間を超える場合） 
500円

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数(人) 16,341 11,126 10,825 9,628 9,554

利用料収入(円) 61,481,906 54,280,809 53,302,531 54,690,542 49,544,359
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５２ 虫倉山観光案内所（虫倉山道しるべ）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市中条御山里8414番地1 

経 営 形 態 直営 

開 設 時 期 
平成21年10月 旧上水内郡中条村が設置、中条村直営 

平成22年１月１日 合併により長野市の設置となる 

施 設 概 要 等 
木造平屋建 延床面積 29.21㎡（観光トイレ併設） 

 建設費  5,355千円 

使 用 料  無料 

(2) 利用状況等 

 ※ 入場者数の統計調査を実施していないため不明。 

５３ 太田水車小屋

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市中条御山里7693番地１ 

経 営 形 態 直営 

開 設 時 期 
平成２年３月 本館 旧上水内郡中条村が設置、中条村直営 

平成22年１月１日 合併により長野市の設置となる 

施 設 概 要 等 
木造茅葺平屋建 延床面積49㎡  

建設費 28,089千円 

使 用 料  無料 

(2) 利用状況等 

   ※ 入場者数の統計調査を実施していないため不明。  
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５４ 中条地域特産物販売施設（道の駅中条）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市中条住良木1704番地 

経 営 形 態 指定管理者 アクティオ㈱ 

開 設 時 期 

平成７年４月 本体 旧上水内郡中条村が設置、第三セクター会社 

平成７年４月 道の駅登録  

平成18年９月１日 指定管理者制度の導入 

平成22年１月１日 合併により長野市の設置となる 

施 設 概 要 等 

特産物販売施設 木造一部２階建 延床面積655.67㎡ 

トイレ ストーン造 101.20㎡  

 建設費 276,048千円 

イベント広場 屋外ステージ 鉄骨造 85.09㎡ 

 建設費  235,601千円 

利 用 料 

・地域特産物販売施設 

・イベント広場 

区      分 料   金  （円） 

直売施設 １平方メートル当たり500円 

多目的ホール 

１時間 200

午前９時～午後２時30分 500

午後２時30分～午後８時 500

１日 1,000

区      分 料 金（円） 

入場料を徴収しない場合 

午前９時～午後１時 3,000

午後１時～午後５時 5,000

午後５時～午後９時 7,000

入場料を徴収する場合 

午前９時～午後１時 7,000

午後１時～午後５時 10,000

午後５時～午後９時 12,000

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

売 店 利 用 者 数 ( 人 ) 123,558 131,978 122,934 100,562 92,832

食 堂 利 用 者 数 ( 人 ) 62,434 66,020 62,952 59,741 63,662

合 計 利 用 者 数 185,992 197,998 185,886 160,303 156,494

売 上 収 入 ( 円 ) 153,598,903 157,716,851 152,117,969 134,692,935 130,169,849

65



５５ 中条地域特産物販売施設（やきもち加工場）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市中条住良木8289番地1 

経 営 形 態 指定管理者 アクティオ㈱ 

開 設 時 期 

平成７年４月 本体 旧上水内郡中条村が設置、第三セクター会社 

平成18年９月１日  指定管理者制度の導入 

平成22年１月１日  合併により長野市の設置となる 

施 設 概 要 等 

鉄骨造平屋建 延床面積156.00㎡ 

 ※敷地面積は、中条特産品開発センター（農政課所管）と併用で 

  1891㎡ 

 建設費 41,422千円 

利 用 料 料金区分なし 

(2) 利用状況等 

※おやき、そば等の製造加工場という形態のため利用者数は調査していない。

５６ 中条農林産物直売施設（わんさか市）

(1) 施設のあらまし 

事      項 説                  明 

所 在 地 長野市中条住良木1704番地 

経 営 形 態 指定管理者 農事組合法人わんさか市 

開 設 時 期 
平成18年９月１日  指定管理者制度の導入 

平成22年１月１日  合併により長野市の設置となる 

施 設 概 要 等 
木造平屋建 延床面積116.98㎡ 

 建設費 8,755千円 

利 用 料 

直売施設利用料金 

区      分 料    金  （円） 

直売施設 

利用料金 

１時間 200

午前８時30分～午後１時30分 500

午後１時30分～午後６時 500

１日 1,000

(2) 利用状況等 

年  度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

利 用 者 数 ( 人 ) 82,043 83,021 79,671 70,477 70,762

売 上 収 入 ( 円 ) 54,204,133 57,382,347 53,918,955 45,618,796 48,313,130
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５７ 観光駐車場 

事      項 説              明 

一の鳥居苑地駐車場 

所在地 長野市大字上ケ屋２４７１番地７ 

開設時期 昭和43年４月１日 

面積等 面積2,770㎡  収容台数：普通車140台 

飯綱高原第一駐車場 
(ふれあいの塔) 

所在地 長野市大字上ケ屋２４７１番地１０５ 

開設時期 昭和63年８月22日 

面積等 面積865㎡  収容台数：普通車20台 

飯綱高原第二駐車場 
(小天狗の森) 

所在地 長野市大字上ケ屋２４７１番地８４、１１２、１３１１ 

開設時期 昭和41年10月14日（平成27年７月拡大） 

面積等 面積3,125㎡  収容台数：普通車108台 

飯綱高原スキー場 
第一駐車場 
(第１リフト前) 

所在地 長野市大字上ケ屋２４７１番地９０８、１９３２ 

開設時期 昭和48年３月27日 

面積等 面積8,000㎡  収容台数:普通車220台 

飯綱高原スキー場 
第二駐車場 
(第３リフト前) 

所在地 長野市大字上ケ屋２４７１番地１５８４ 

開設時期 昭和44年10月（アルファルト舗装平成19年12月） 

面積等 面積10443.6㎡ 収容台数：400台 

飯綱高原スキー場 
第三駐車場 
(第４リフト前) 

所在地 長野市大字冨田１番地９ 

開設時期 昭和61年８月（アスファルト舗装平成11年９月） 

面積等 面積9,350㎡ 収容台数：普通車400台 

松代殿町観光駐車場 

所在地 長野市松代町松代２１番地５ 

開設時期 平成５年４月28日（平成26年４月１日拡大） 

面積等 
面積11,800㎡  収容台数：普通車428台、大型バス７
台 

代官町(象山東)駐車場 

所在地 長野市松代町松代１４６０番地３ 

開設時期 平成19年６月29日 

面積等 面積1,164㎡  収容台数:普通車８台、大型バス７台 

松代城北駐車場 
（Ｈ24教委から移管） 

所在地 長野市松代町東寺尾６５１番地７ 

開設時期 平成17年４月１日 

面積等 
面積9,100㎡  収容台数：普通車60台、大型バス10台
 芝生広場50台、多目的広場40台 

中社西駐車場 

所在地 長野市戸隠３５１１番地２４ 

開設時期 平成10年４月28日 

面積等 面積7.361㎡  収容台数：普通車88台、大型バス13台 

中社東駐車場（夏季の
み） 

所在地 長野市戸隠３２４４番地３ 

開設時期 平成23年1月7日 

面積等 面積1,700㎡ 収容台数：普通車６０台 

使用料 （円） 無料 
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５８ 遊歩道 
(1) 市が設置又は管理している遊歩道（１７路線） 

名      称 場      所 
延長
(㎞) 

備   考 

葛山遊歩道 
大字西長野～大字茂菅～大字
鑪 

9.8  

旭山遊歩道 大字平柴 0.7 国有地 

小田切遊歩道 大字小鍋 1.5  

芋井隠滝遊歩道 大字上ケ屋 0.2  

信濃路自然歩道 飯綱高原
線 

大字上ケ屋 2.4 
県で設置、市で管
理 

象山遊歩道 松代町松代～西条 1.5  

皆神山遊歩道 松代町東条～豊栄 2.1 民有地 

金井山遊歩道 松代町柴 0.5  

保科ぼたん園遊歩道 若穂保科 1.0  

小鳥が池遊歩道 戸隠 1.8 借地 

逆川遊歩道 戸隠 3.2 国有地 

ささやきの小径 戸隠（戸隠牧場随神門線） 2.6 国有地 

越後道 戸隠 0.6 国有地 

瑪瑙山登山道 戸隠 1.5 国有地 

聖山遊歩道 
大岡（旧聖山パノラマスキー
場跡地） 

1.9  

久米路 信州新町 0.2  

不動滝遊歩道 信州新町 0.5 民有地 

(2) 国が設置及び管理している遊歩道（２路線） 

名     称 場      所 
延長
(㎞) 

備   考 

物見岩歩道 大字長野 2.2 北信森林管理署 

歌ヶ丘歩道 大字長野 1.3 北信森林管理署 

(3) 市が設置又は管理しているトレッキングコース（６路線） 

名     称 場      所 
延長
(㎞) 

備   考 

七二会陣場平 
トレッキングコース 

七二会丁 
6.2 
8.1 

陣場平ｽｶｲｺｰｽ 
萩野城ｺｰｽ 
H15.10完成 

三登山 
トレッキングコース 

若槻東条、田中、坂中、吉 18.0 H16.10完成 

太郎山 
トレッキングコース 

若穂綿内、若穂保科 9.8 H18.10完成 

茶臼山 
トレッキングコース 

篠ノ井有旅、小松原、山布施 15.0 H19.10完成 

尼巌山・奇妙山 
トレッキングコース 

松代東条、大室 11.6 H21. 3完成 

地附山 
トレッキングコース 

上松 5.3 H21.10完成 

５９ 自然歩道 

名     称 場      所 
延長
(㎞) 

備   考 

中部北陸自然歩道 
Ga1 戸隠～善光寺 19.6 全ルート 

G2 牟礼～善光寺 9.7 長野市内分 

中部北陸自然歩道 

G3 牟礼～川中島古戦場 15.0 

長野市内分 G4 川中島古戦場～聖湖 10.8 

H1 川中島古戦場～戸倉 6.3 
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６０ 公衆トイレ（各施設に付属するものは除く） 

位         置 面積(㎡) 設置年度 建設費(千円) 

大字上ケ屋 大座法師池畔 53.90 平成８年度 21,981 

大字平柴 朝日山観音前 4.32 昭和58年度 1,550 

大字塩生甲 巡礼桜前 2.33 昭和53年度 160 

松代町豊栄 皆神山熊野出速雄神社 2.33 平成元年度 670 

松代町豊栄 地蔵峠 36.90 平成８年度 26,780 

松代町岩野 妻女山 8.50 昭和60年度 6,600 

若穂保科 保科ぼたん園 2.52 平成２年度 680 

信更町下平 下平駐車場 2.33 平成２年度 530 

鬼無里 和田沖 21.60 昭和61年度 不明 

鬼無里 両京バス停 2.33 平成２年度 不明 

鬼無里 菅谷地バス停 2.33 平成２年度 不明 

鬼無里 峠 2.33 平成２年度 不明 

戸隠 志垣鬼の塚 7.45 平成13年度 2,266 

戸隠 奥社入口 89.43 平成26年度 33,793 

戸隠 越水 32.77 平成４年度 9,888 

戸隠 戸隠スキー場駐車場 47.50 平成４年度 11,330 

戸隠 宝光社境内 29.81 平成３年度 25,701 

戸隠 中社駐車場 57.41 平成９年度 21,210 

戸隠 中社境内 50.74 平成２年度 24,720 

戸隠 中社ゲレンデ 98.54 平成23年度 29,936 

戸隠 キャンプ場入口 36.56 平成14年度 24,932 

戸隠 奥社参道 21.65 平成26年度 11,826 

中条 不動滝トイレ 19.87 平成10年度 6,111 

中条 虫倉山道しるべ 29.21 平成20年度 5,355 
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６１ 四阿
あずまや

(1) 市が設置及び管理している四阿

地 区 位       置 面積(㎡) 設置時期 建設費(千円) 

長 野 
大峰城前 25.90 平成７年11月 3,245 
頼朝山山頂 20.78 昭和45年８月 800 

若 槻 髻(もとどり)山頂 13.00 平成25年12月 2,258 
浅 川 ブランド薬師付近 38.88 昭和30年４月 不明 

小田切 
富士の塔山頂 7.29 昭和52年10月 820 
小野平 12.96 平成２年11月 1,623 

芋 井 

一の鳥居苑地 20.25 平成23年１月 3,245 
  〃 16.12 昭和47年10月 665 
信濃路自然歩道大谷地湿原 20.78 昭和47年３月 418 
葛山山頂 16.00 昭和45年12月 不明 

松 代 

象山山頂付近 9.00 昭和57年   不明 
象山地下壕入口 12.96 平成６年10月 1,709 
地蔵峠 6.50 昭和53年８月 380 
妻女山 20.78 昭和44年12月 350 
 〃 (物見台) 35.00 平成８年12月 3,750 

若 穂 
天王山遊歩道中間点 7.29 昭和52年11月 950 
山新田（みはらし公園） 12.96 昭和56年12月 980 

七二会 
陣場平遊歩道脇(坪根) 12.96 昭和54年２月 995 
伊勢宮前(五十平) 12.96 平成２年11月 1,623 
春日山公園(岩草) 12.96 平成13年12月 2,478 

鬼無里 文道公園 12.96 不明 不明 

戸 隠 
小鳥ヶ池 14.31 平成８年６月 不明 
中社神社駐車場 17.94 平成10年３月 2,594 
戸隠小鳥の森 12.50×2 平成11年５月 4,179 

大 岡 芦ノ尻道祖神公園 4.00 平成11年３月 不明 

信州新町 
不動滝 9.00 平成13年３月 不明 
長者山 8.42 不明 不明 

中 条 虫倉山空平 9.00 平成２年３月 1,030 

(2) 国等が設置及び管理している四阿 

地 区 位       置 設    置    者 
長 野 歌が丘 北信森林管理署 
小田切 巡礼桜前 小田切観光協会 
芋 井 沢尻(五色滝脇) 沢尻区 
更 北 八幡社境内 川中島八幡社 
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関 係 条 例 ・ 規 則 等 

○長野市大峰城の設置及び管理に関する条例  昭和４１年１０月１６日 条例第 87号 

○長野市大峰城の設置及び管理に関する条例施行規則 平成 ９年 ３月２７日 規則第 10号 

○長野市国民宿舎松代荘の設置及び管理に関する条例 昭和４１年１０月１６日 条例第 84号 

○長野市国民宿舎松代荘の設置及び管理に関する条例施行規則 昭和４３年１０月 ３日 規則第 35号 

○長野市飯綱高原スキー場の設置及び管理に関する条例 昭和４１年１０月１６日 条例第 89号 

○長野市飯綱高原スキー場の設置及び管理に関する条例施行規則 昭和４１年１０月１６日 規則第 62号 

○長野市飯綱高原運動広場の設置及び管理に関する条例 昭和５７年 ６月２５日 条例第 57号 

○長野市飯綱高原運動広場の設置及び管理に関する条例施行規則 昭和６１年 ９月３０日 規則第 28号 

○長野市飯綱高原屋外市民ホール等の設置及び管理に関する条例 平成 １年 ３月３０日 条例第 18号 

○長野市飯綱高原屋外市民ホール等の設置及び管理に関する条例施行規則 平成 １年 ３月３０日 規則第 16号 

○長野市豊野健康増進型コミュニティ施設豊野温泉りんごの湯の設置及び管理

に関する条例 
平成１６年１２月２８日 条例第 111号

○長野市戸隠山岳遭難救助隊設置条例 平成１６年１２月２８日 条例第 113号

○長野市戸隠交流集会施設の設置及び管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 114号

○長野市戸隠高原交流施設の設置及び管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 115号

○長野市戸隠民舞伝習施設の設置及び管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 116号

○長野市戸隠民舞伝習施設の設置及び管理に関する条例施行規則 平成１６年１２月２８日 規則第 79号 

○長野市戸隠観光施設事業の設置等に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 118号

○長野市戸隠観光施設の管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 119号

○長野市戸隠観光施設の管理に関する条例施行規則 平成１６年１２月２８日 規則第 80号 

○長野市戸隠そば博物館の設置及び管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 104号

○長野市戸隠交流促進施設の設置及び管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 105号

○長野市戸隠交流促進施設の設置及び管理に関する条例施行規則 平成１６年１２月２８日 規則第 72号 

○長野市鏡池園地総合案内施設の設置及び管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 106号

○長野市鬼無里ふるさとの館の設置及び管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 121号

○長野市鬼無里地域資源活用総合交流促進施設鬼無里の湯の設置及び管理に関

する条例 
平成１６年１２月２８日 条例第 122号

○奥裾花観光センター等に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 123号

○長野市鬼無里山岳公園条例 平成１６年１２月２８日 条例第 124号

○長野市鬼無里山岳公園条例施行規則 平成１６年１２月２８日 規則第 81号 

○長野市鬼無里ふるさと体験施設の設置及び管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 107号
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○長野市鬼無里ふるさと体験施設の設置及び管理に関する条例施行規則 平成１６年１２月２８日 規則第 74号 

○長野市鬼無里若者コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 108号

○長野市鬼無里若者コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例施行規

 則 
平成１６年１２月２８日 規則第 75号 

○長野市大岡観光施設の設置及び管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 125号

○長野市大岡アルプス展望公園施設の設置及び管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 127号

○長野市大岡交流施設大岡温泉の設置及び管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 128号

○長野市不動温泉保養センターさぎり荘の設置及び管理に関する条例 平成２１年１２月２８日 条例第 103号

○長野市信州新町ふれあい公園の設置及び管理に関する条例 平成２１年１２月２８日 条例第 104号

○長野市信州新町信州犀川交流センターの設置及び管理に関する条例 平成２１年１２月２８日 条例第 105号

○長野市信州新町信州犀川交流センターの設置及び管理に関する条例施行規則 平成２１年１２月２８日 規則第 53号 

○長野市信州新町萩野森の家の設置及び管理に関する条例 平成２１年１２月２８日 条例第 106号

○長野市信州新町青少年旅行村の設置及び管理に関する条例 平成２１年１２月２８日 条例第 107号

○長野市中条地域振興施設やきもち家の設置及び管理に関する条例 平成２１年１２月２８日 条例第 108号

○長野市保科温泉の設置及び管理に関する条例 平成２２年 ９月２２日 条例第 51号 

○長野市オリンピック記念アリーナの設置及び管理に関する条例 平成１０年 ６月３０日 条例第 29号 

○長野市オリンピック記念アリーナの設置及び管理に関する条例施行規則 平成１０年 ６月３０日 規則第 34号 

○長野市若里多目的スポーツアリーナ及び長野市若里市民文化ホールの設置及

び管理に関する条例 
平成１０年 ３月３０日 条例第 14号 

○長野市若里多目的スポーツアリーナ及び長野市若里市民文化ホールの設置及

び管理に関する条例施行規則 
平成１０年 ３月３０日 規則第 19号 

○長野市温湯温泉利用施設の設置及び管理に関する条例 平成１７年１２月２８日 条例第 74号 

○長野市温湯温泉利用施設の設置及び管理に関する条例施行規則 平成１７年１２月２８日 規則第 58号 

○長野市地域特産物販売施設の設置及び管理に関する条例 平成１６年１２月２８日 条例第 109号

○姉妹都市 昭和 34年３月 14日提携

○友好都市 昭和 56年４月 19日締結 

○長野市国際交流基金条例 平成５年３月３０日 条例第７号 

○長野市もんぜんぷら座の設置及び管理に関する条例 平成１５年３月２８日 条例第 23号 

○長野市もんぜんぷら座の設置及び管理に関する条例施行規則 平成１５年３月２８日 規則第 18号 
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資    料

● 善光寺

(1) 本堂（国宝）

皇極天皇元年（642）、天皇の即位を記念し、勅願により創建。その後、元禄13年（1700）

までに11回も炎上したが、その都度再建された。

現存の建物は、元禄16年（1703）、松代藩主真田伊豆守幸道が幕命を受けて復興に当

たり、全国信徒の浄財を集め、４年の歳月を費やして宝永４年（1707）８月13日に落

成した。設計は、幕府お抱えの名匠甲良豊前宗賀。東大寺大仏殿、三十三間堂に次ぐ

大建築で、間口24ｍ（13間余）、奥行き53ｍ（29間余）、高さ30ｍ余（16間余）に及ぶ

堂々たる建築である。構造形式は、三棟撞木造、入母屋二重屋根、唐破風総檜皮葺御

所棟、柱の数108本、壮大な規模と均整の取れた美しさは、江戸中期仏殿建築を代表す

るものとして昭和28年３月31日に国宝に指定された。

また、本堂の大屋根葺き替え工事は、約60年に一度行われる。最近の葺き替えは、

昭和59年10月から平成元年12月まで行われた「昭和の大修理」で、総事業費約14億円

を要した。 

(2) 三門［ 山門 ］（重要文化財） 

本堂の南約54ｍに位置する木造の二重門で、高さ、間口共に約20ｍ、奥行き７ｍ余、

寛延３年（1750）に建立された二層入母屋造り。正面善光寺の額は、享和年間輪王寺

歓喜心院宮の御筆になったもので、鳩字の額と称される。昭和40年５月29日に重要文

化財に指定されている。 

楼上には、十一面観音、文殊菩薩、四天王（持国天、増長天、広目天、多聞天）の

像が安置されている。 

平成19年に完成した大修理において、建立当時と同じ栩葺き（さわらの板）の屋根

に復原された。 

(3) 仁王門 

高さ13ｍ、間口13ｍ、奥行き７ｍ余の木造建築。宝暦２年（1752）に建立されたが、

善光寺大地震などにより二度焼失し、現在の門は大正７年（1918）に落成した。「定額

山」の扁額は伏見宮貞愛親王の御筆、仁王尊、背面の三面大黒天及び三宝荒神は明治・

大正時代の巨匠高村光雲、米原雲海の合作である。 

(4) 経蔵（重要文化財）

本堂の南西、東向きに建っている。8.5ｍ四方の切石積み基壇上に柱を立てた方五間

の宝形造りで、高さ13.5ｍ。宝暦９年（1759）に完成した。内部中央には一切経（鉄

眼版）6,771巻が納められた八角の輪蔵があり、独楽のような構造になっているので腕

木を押すと回すことができる。これを回すと一切経すべてを読んだと同じ功徳が得ら

れるといわれる。 

経蔵内には輪蔵を考案した傅大士並びに伝教・慈覚の両大師像が祀られている。 

昭和40年５月29日に国の重要文化財に指定された。

(5) 鐘楼 

本堂の東南に位置し、嘉永６年（1853）に再建された。梵鐘は寛文７年（1667）の
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鋳造で重要美術品。また、梵鐘の響きは、平成８年７月に環境庁（現環境省）から「日

本の音風景百選」に認定されている。 

(6) 大勧進 

天台宗一山の本坊で、住職は善光寺の住職を兼ね、代々比叡山、東叡山から薦挙さ

れる習わしである。天台宗一山は、25ヶ寺（院）でそれぞれ宿坊となっている。 

(7) 大本願 

浄土宗一山の本坊で、住職は善光寺の住職を兼ね、代々尼公をもって定められる習

わしとなっている。浄土宗一山は、14ヶ寺（坊）でそれぞれ宿坊となっている。 

 (8) 雲上殿 

善光寺北側の山の中腹に設けられた納骨堂で、善光寺をすぐ下に見下ろし、その先

に長野市街地を一望できる展望スポットで、ことに夜景がきれいである。春は桜（ソ

メイヨシノ）の名所で、善光寺裏手の桜坂から約650本の桜並木の終点に位置する。 

(9) 親鸞像 

   善光寺本堂の正面に向かって左側には、松の枝を手にした親鸞聖人の銅像がある。 

浄土真宗の宗祖・親鸞聖人は、建永2年（1207）に流罪に処され、越後（現在の新潟県）

へ配流された。その後、流罪赦免となった建暦元年（1211）以降に越後から関東へ向

かう途中、善光寺に滞在して、修行をしたと言われている。 

善光寺には、親鸞聖人ゆかりのものが多数残されていて、本堂内にある「びんずる

尊者像」の側に生けられている一本の松は「親鸞松」と呼ばれているが、これは親鸞

聖人が善光寺を訪れた際に、松の枝をご本尊に奉納したことにちなんでいる。また、

境内の爪彫如来堂には、親鸞聖人が木に爪で彫ったとされる「爪彫如来像」が安置さ

れている。 

● 城山公園

善光寺の東隣にあり、明治33年（1900）に大正天皇御慶事記念のために開設した長野

市で最も古い公園で、面積は、平成19年３月に旧市営球場の2.7ｈａを公園化した部分を

加えて13.3ｈａとなった。市街地と妙高戸隠連山国立公園を一望におさめる。天文24年

（1555）の川中島合戦に際し、上杉謙信はここに陣し（横山城）、犀川の南、大塚館の武

田信玄と100余日にわたって対陣した場所である。 

公園内は桜の名所として知られ、動物園、プール、テニスコート、長野県信濃美術館・

東山魁夷館、少年科学センターなどがある。また、190台収容の立体駐車場を備えている。 

(1) 城山動物園 

城山動物園の創立は昭和36年８月20日で、茶臼山動物園が昭和58年８月８日に開園

した際に、茶臼山動物園の分園となった。哺乳類、鳥類、爬虫類約40種、200点のほか、

遊戯施設がある。 

(2) 信濃美術館・東山魁夷館 

財団法人信濃美術館（長野県・信越放送が設立）が昭和41年に開設し、昭和44年に

県に移管された。郷土作家の作品と信州を描いた秀作を収集・展示している。年数回

の特別展のほか、美術愛好家の作品発表の場を提供している。 

東山魁夷館は、昭和62年、現代日本画壇を代表する東山魁夷画伯から本制作、習作、
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スケッチ、試作など650点余の寄贈を受け、これらの作品を保存・公開するため、信濃

美術館に併設し、平成２年４月に開館した。現在は「緑響く」「白馬の森」｢夕静寂｣な

どの本制作をはじめ、連作「京洛四季」「白い馬の見える風景」などの習作・スケッチ、

唐招提寺御影堂障壁画の試作など960点を収蔵している。 

※信濃美術館は2017年10月1日から、東山魁夷館は2017年5月31日から改修のため休

館。（東山魁夷館は2019年10月、信濃美術館は2021年春から再開予定）

 (3) 少年科学センター 

「宇宙から生命エネルギーまで」と「通信とエレクトロニクスの世界」をテーマに

しており、宇宙、乗り物、機械、ITなどさまざまな分野の科学を実験・体験を通じて

学ぶことがでる。 

● 善光寺周辺（中心市街地）

(1) まちかどミニ博物館

大門町を中心に８か所で店舗等の一角に、業種に関連する道具類や骨董品、美術品

などを展示しているもので、老舗ならではの店の空気が味わえる。 

名   称 設  置  店 展   示   内   容 所在地

農民美術博物館 門前茶寮 弥生座 信州の伝統的工芸品「農民美術」 大門町 

絵画工芸博物館 松 葉 屋 家 具 店 明治期の墨絵、錦絵、「信州善光寺彫」等 大門町 

酒 商 博 物 館 花 岡 儀 八 本 店 徳利、酒桶、計量器等 東 町 

寫 真 器
カ メ ラ

博 物 館 山 本 写 真 機 店 300台を超すアンティークカメラ 西後町 

く す り 博 物 館 小 林 薬 局 薬研、薬味だんす等 西後町 

カ メ ラ 博 物 館 
表参道もんぜん駐車場

アンティークカメラ（ｼｮｰｳｲﾝﾄﾞｳ） 大門町 

消 防 博 物 館 消防グッズ（ｼｮｰｳｲﾝﾄﾞｳ） 大門町 

和 紙 博 物 館 柏 与 紙 店 明治～昭和の印刷物、和紙（ｼｮｰｳｲﾝﾄﾞｳ） 大門町 

文 具 博 物 館 蔦 友 昭和初期ﾚｼﾞｽﾀｰ、手回し計算機等（ｼｮｰｳｲﾝﾄﾞｳ） 大門町 

(2) 善光寺七福神 

七福神は中世末、当時信仰を集めていた福神に仏教の七難七福の思想を受け“７”

という名数をあてて成立したとされる。「善光寺七福神」は、長野駅前北石堂町の中央

通りから善光寺までの約2.5kmのコースで楽しめる。 

名   称 設  置  場  所 説        明 所 在 地

寿 老 人 刈萱山西光寺 福徳、財産、長寿の神 北石堂町

大 黒 天 大国主神社 農産、福徳の神 南県町

福 禄 寿 西後町秋葉神社(十念寺) 財運と長寿の神 西後町

弁 才 天 蓮池山往生院 財宝を与える神 権堂町

布 袋 THE FUJIYA GOHONJIN 円満洒脱な風姿 大門町

恵 比 寿 西宮神社 福徳の神 岩石町

毘 沙 門 天 善光寺世尊院 軍神 元善町
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(3) 大門町界隈 

善光寺門前の大門町付近は、老舗が昔の面影を残しながら、にぎわいを見せる界隈。

石畳の道路に面して、情緒ただよう善光寺郵便局や蔵造りのそば屋などが建ち並び、

門前町の風情にあふれる。 

 (4) 刈萱山
かるかやさん

西光寺
さいこうじ

800年の歴史をもつ刈萱上人、石童丸ゆかりの寺で、絵解き（絵を用いて説明するこ

と）が見所。物語性豊かな「苅萱道心石童丸御親子御絵伝」により、刈萱上人、石童

丸親子の悲話が聞ける。 

(5) 往生寺
おうじょうじ

善光寺の西、坂を上り詰めた所にあり、西光寺とともに刈萱上人、石童丸ゆかりの

寺。境内の鐘楼は、「夕焼け小焼けの鐘」として知られ、その脇には、中村雨紅作詞の

童謡「夕焼小焼」(作曲は、松代出身の草川信)の歌碑が立つ。境内からの善光寺平の眺

めも格別である。

(6) 水野美術館

若里多目的広場駐車場横（旧カネボウ跡地の一部）に平成14年７月に開館。本格的

な日本庭園とともに岡倉天心の流れをくむ横山大観、菱田春草などの近代日本画が楽

しめる。

● 川中島古戦場 

 (1) 川中島古戦場

戦国武将の雄、甲斐の武田信玄と越後の上杉謙信が共に上洛の基盤を確立するため、

戦略要衝の地で、豊かであった信濃を掌中に収めようとしていた。折しも、武田氏が

天文９年（1540）、佐久地方を足がかりに信濃攻略を始め、13年後の天文22年（1553）

には川中島地方にその勢力を伸ばしてきた。武田氏の侵略に脅威を感じていた上杉氏

は、村上義清らの信濃の豪族を救援する形で兵を進めた。これが日本の歴史に名高い

川中島の戦いであり、中でも両雄がその智略のすべてを傾け、また、混戦の中、一騎

討ちがあったといわれるのが永禄４年（1561）の川中島合戦であった。武田信玄の陣

が置かれた場所には、赤松の林の中に八幡社が祭られ、信玄・謙信一騎討ちの銅像、

三太刀七太刀之跡の碑などが建てられ、両軍の戦死者を葬った首塚も残っている。な

お、信玄・謙信一騎討ちの銅像は、海音寺潮五郎原作のNHK大河ドラマ「天と地と」の

放映（昭和44年）を記念して建立されたものである。 

平成19年には山本勘助を主人公としたNHK大河ドラマ「風林火山」が放映され、多く

の観光客で賑った。

(2) 典
てん

厩寺
きゅうじ

川中島合戦で戦死した武田信玄の弟 典厩信繁の菩提を弔う寺で、上杉軍との激闘で

討死した信繁をはじめ、武田・上杉両軍の戦死者６千余人を供養している。典厩寺は、

元は鶴
かく

巣寺
そ う じ

と号し、合戦から60年後の承応３年（1654）に松代藩主の真田信之が武田

典厩の名をとって寺号を典厩寺と改めた。 

閻魔堂の閻魔大王像は日本一大きいことで有名である。 
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(3) 川中島古戦場史跡公園・市立博物館 

戦国争乱期の古戦場の面影を今に伝えようとする公園で、面積は9.6ha。公園の一角

にある市立博物館は、長野盆地の自然、地理、歴史、産業、住民生活など現在に至る

までの変遷と発展過程を主題にする常設展示のほか、随時特別展示を行っている。ま

た、手づくりのプログラムを上映するプラネタリウムを併設している。 

● 真田十万石の城下町・松代 

長野市松代町は真田信之を藩祖とし、松代藩真田家が10代、約250年にわたり治めてき

た城下町である。史跡や武家屋敷など多くの文化財が保存され、情緒ある町並みが残っ

ている。

(1) 松代城跡（国史跡）

甲斐の武田信玄と越後の上杉謙信の戦いとして知られる川中島の戦いにあたり、武

田信玄が築かせた海津城が始まりとされる。武田家滅亡後は織田信長や上杉景勝の支

配するところとなり、江戸時代には森忠政・松平忠輝・松平忠昌・酒井忠勝らが居城

としたが、元和８年（1622）、真田信之が上田から松代へ移封され藩主となった。 

本丸の石垣だけが残っていたが、昭和56年４月に松代城附新御殿跡として国の史跡

に指定され、古文書や絵図、発掘調査等をもとに、平成７年度から本格的な整備工事

に着手し、平成16年３月、太鼓門をはじめ、内堀、土塁、北不明門
きたあかずもん

など江戸時代後期

の姿に復元された。春には桜の名所として賑わう。 

(2) 真田邸＜松代城跡附新御殿跡＞（国史跡）

江戸時代末期の文久３年（1863）から建てられた九代藩主・真田幸
ゆき

教
のり

の義母の住居

で「新御殿」と名付けられた。御殿ほか７棟の土蔵や門、庭園などの御殿全体が残っ

ている「御殿建築」は全国でも珍しく、昭和56年４月に松代城とあわせて国の史跡に

指定された。 

 (3) 真田宝物館 

昭和41年、松代藩真田家伝来の大名道具、約２万点が真田家から当時の松代町に一

括譲渡され（同年10月、松代町は長野市と合併したため、長野市の所有となった）、昭

和44年、真田宝物館が展示公開施設として開館した。甲冑や刀剣などの武具とはじめ、

大名家の生活の様子をうかがわせる調度品、茶道具、能道具のほか、武田信玄・豊臣

秀吉・徳川家康などの古文書を所蔵し、常設展示のほか年４回の企画展示を行ってい

る。 

(4) 文武学校（国史跡） 

八代藩主・真田幸
ゆき

貫
つら

が佐久間象山等の意見に基づき、藩士の子弟に文武の道を奨励

すべく計画し、九代藩主・真田幸教が造営したもので、安政２年（1855）に開校した。 

建築当初の遺構をほぼ完全な形で伝えており、昭和28年３月31日に国指定史跡を受

けた。 

   ※現在、保存整備工事のため休館。（平成32（2020）年４月から公開予定） 

(5) 旧横田家住宅（国指定重要文化財） 

松代藩中級武士の屋敷で主屋、表門、隠居屋、２棟の土蔵、庭園、菜園が約１千坪

の敷地に配されている。また「富岡日記」の著者、和田英
えい

の生家でもある。昭和59年
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に横田家から寄贈を受け、保存修復の後、平成4年から一般公開している。 

※現在、保存整備工事のため休館。（平成33（2021）年４月から公開予定） 

(6) 象山記念館 

幕末に活躍した松代藩士・佐久間象山の遺墨・遺品や電気治療機、地震予知器など

を展示している。近くには象山をまつる象山神社があり、境内には多くの志士と密談

を交わした高義亭（市指定文化財）が移築されている。 

(7) 旧白井家表門 

もともと松代町表柴町にあり、平成12年（2000）に都市計画道路（歴史的みちすじ）

整備により松代小学校前のポケットパークへ移築された。門は、三間一戸門形式の長

屋門で弘化３年（1846）に建てられた。現在は観光客の休憩所、松代文化財ボランテ

ィアの活動拠点として活用されている。

(8) 旧前島家住宅（長野県宝） 

前島家は江戸時代中期に300石、末期には200石の禄高の中級武士の家である。現在

の松代町・松山町の敷地は真田家の松代入封以来、前島家の屋敷地であったと伝えら

れており、江戸時代の主屋、土蔵、三社（神祠）、庭園等が現存する。特に主屋は宝暦

９年（1759）の建築であり、松代町に現存する武家屋敷の中で最も古い時代に属する。 

   平成17年度から保存修理工事を行い、平成22年９月より一般公開している。 

 (9) 山寺常山
じょうざん

邸（国登録記念物） 

山寺常山は佐久間象山、鎌原
かんばら

桐山
とうざん

とともに松代三山と称えられ、江戸末期に活躍し

た松代藩士。常山邸には、江戸時代末期に建てられたと推定される表門と、この表門

の南側に大正時代終わりから昭和初期にかけて建てられたとされる書院（萬竹庵）が

あり（国登録記念物）、庭園には神田川の水を引き入れている池（泉水
せんすい

）と、そこから

下流の屋敷へと通じる水路（泉水
せんすい

路
ろ

、国登録記念物）が残っている。

(10) 寺町商家（旧金箱家住宅） 

江戸末期から昭和初期まで質屋等を営んでいた商家・金箱家の旧宅である。敷地内

には、明治から大正までの商家の営みを伝える歴史的建造物と、泉水路と池をもつ庭

園が現存しており、松代における明治期を中心とした豊かな商家の暮らしぶりを伝え

る貴重な屋敷である。 

４年にわたる保存修理工事を経て、平成27年（2015）４月に松代地区の新たな交流

拠点としてオープンした。 

（11）長國寺

真田家の菩提寺で、初代藩主・信之や四代藩主・信弘の御霊屋
お た ま や

や歴代藩主の墓があ

る。信之の御霊屋は、没後２年目の万治３年(1660)の建立で、入母屋造りで金箔に黒

漆を塗り、極彩色の彫刻のある荘厳な構えとなっており、破風
は ふ

の鶴は左甚五郎の作、

格子天井の絵は狩野探幽の筆と伝えられている。昭和51年５月20日、重要文化財に指

定されている。四代藩主・信弘の御霊屋は県宝（昭和41年10月３日）に指定されてい

る。 

 (12) 大英寺 

本堂及び表門は寛永元年（1624）に、真田信之が正室の大蓮院（小松殿）の霊屋と

して建立した。表門・本堂とも県宝（昭和41年10月３日）に指定されている。
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(13) 清水寺
せ い す い じ

古くは観音堂であったが、永禄年中（1558～1570）に武田氏、西条氏の帰依篤く信

玄からの寄進もあり寺を建立したと伝えられている。現在の建物は昭和28年に建てら

れた寄棟造り銅板葺きの鉄筋コンクリート造りである。本尊の「木造千手観音菩薩立

像」は平安時代の中期頃につくられ、県内にある木造の仏像としては最も古い仏像と

いわれている。１本の木材から彫られる「一木造」という手法で彫られた仏像で、昭

和12年８月25日、木造観音菩薩立像、木造地蔵菩薩立像と共に国の重要文化財に指定

されている。 

(14) 象山地下壕 

太平洋戦争末期、本土決戦に備えて大本営をはじめとする政府機関を移転させよう

と、軍部が掘削を進めた地下壕が舞鶴山、皆神山、象山に残っている。大本営の移転

が予定されていた舞鶴山の地下壕は、気象庁松代地震観測所として使われている。 

   政府機関などの移転先として掘削が進められた象山地下壕は、総延長5,853メートル

あり、そのうち約500ｍを一般公開している。

(15) 松代温泉 

武田信玄の隠し湯ともされ、茶褐色の湯が特徴である。鎌倉時代、日蓮上人が佐渡

島に流されたとき、その行き帰りにこの湯で旅の疲れを癒したとも伝えられている。 

泉質：含鉄塩化物泉  温度：46.4℃

(16) 大室古墳群（国史跡） 

松代町大室を中心として分布する約500基の古墳群である。石を積み上げて墳丘とし

た「積石塚」、板石を合わせ天井を三角屋根の形にした「合掌形石室」と呼ばれる特殊

な埋葬施設が集中する他に例を見ない貴重な遺跡である。 

この遺跡の調査・保存を進める一方で、体験学習場などに活用するため、大室古墳

群や市内の古墳についての概要・情報を提供する大室古墳館を平成14年7月7日に開館

した。 

(17) 松代焼 

約200年前の江戸時代後期に、松代藩の奨励によって松代地域を中心に盛んに生産さ

れ、その後全てが廃窯となったが、昭和40年代に復興を遂げた。 

陶土に鉄分の多い地元の粘土等を使用し、天然素材（灰、白土、銅）で調合した釉

薬を二重掛けすることで、素朴な造形･風合いと独特の青緑色の光沢を出している。 

 平成26年11月には、県の伝統工芸品として指定を受けた。 

(18) 童謡歌碑 

松代には童謡に関係する出身者が多い。作曲家 海沼実や草川信、作詞家 山上武夫、

坂口淳がいる。ゆかりの童謡歌碑が町内に点在する。

歌     碑 作     詞 作     曲 所  在  地

汽車ポッポ 富 原   薫 草 川   信 旧松代駅前

子鹿のバンビ 坂 口   淳 平 岡 照 章 真田公園

みかんの花咲く丘 加 藤 省 吾 海 沼   実 真田公園

蛙の笛 斎 藤 信 夫 海 沼   実 真田公園

春のうた 野 口 雨 情 草 川   信 真田公園
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お猿のかごや 山 上 武 夫 海 沼   実 法泉寺

見てござる 山 上 武 夫 海 沼   実 梅翁院

やさしいおかあさま 稲 穂 雅 巳 海 沼   実 松代小学校

里の秋 斎 藤 信 夫 海 沼   実 つつみ公園

● 飯綱高原・芋井

妙高戸隠連山国立公園の一角を占め、市街地から車で30分足らずの所に位置する。飯

綱高原の入口にある大座法師池には、昔々、飯縄山に腰をおろして一息ついていた巨人

デーダラ法師（だいだらぼっち）が湿地にはまった足を引き抜いた所に水がたまり、そ

のまま池になったというユーモラスな伝説がある。 

(1) 飯縄山（飯綱山） 

飯縄、戸隠、黒姫、妙高、斑尾の５山からなる「信越五岳（北信五岳）」の一つで、

標高は1,917ｍ。誰もが気軽に登山でき、２時間30分ほどで山頂に達する。 

(2) 大座法師池周辺 

周囲約1,100ｍ、最大深度５ｍの池で、湖岸の散策のほか、貸しボートもある。また、

飯綱高原キャンプ場や33のフィールドアスレチックが楽しめる小天狗の森、キャンプ

場内の樹上を巡り、大座法師池の上を滑空する35のアクティビティからなる、自然共

生型アウトドアパーク「フォレストアドベンチャー・長野」がある。 

戸隠バードラインをはさんだ場所にある大谷地
お お や ち

湿原の春は彩りの季節である。水芭

蕉、リュウキンカ、ニリンソウなどが次々に咲き誇り、信濃路自然歩道の一部をなす

木道から身近に見ることができる。信濃路自然歩道は、戸隠古道と重なったり離れた

りしながら一の鳥居苑地を経て戸隠に至る自然豊かな散策路である。 

(3) 飯綱高原スキー場

飯縄山の南東斜面にあり、初心者から上級者まで楽しめる変化に富んだコースをも

つスキー場である。1998年長野冬季オリンピックの際、フリースタイルスキーのモー

グル会場となり、里谷多英選手が日本人女性として冬季大会史上初の金メダルを獲得

した。モーグルバーンは、この快挙を記念して「里谷多英コース」と名付けられ、記

念碑が建っている。 

(4) 一の鳥居苑地 

   飯綱高原の西端にあり、気軽に自然にふれあえる面積約30haの苑地である。５月か

ら６月にかけては、レンゲツツジをはじめとする花々が見所である。 

   戸隠神社参道である戸隠古道に位置し、石造の一の鳥居があった。 

(5) 飯綱高原運動広場 

   ４面のグラウンドと7面のテニスコートからなる。グラウンドは、アメリカンフット

ボールの合宿などに利用される。 

(6) ゴルフ 

   長野カントリークラブと長野京急カントリークラブの２ゴルフ場があり、市街地近

郊の利便性を生かしてプレーできる。

(7) 素桜神社の神代
じんだい

桜
ざくら

（国指定天然記念物） 

   根回り約９ｍ、目通り周囲11.3ｍ。推定樹齢1200年のエドヒガンザクラの巨木で、
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国指定天然記念物である。そのむかし、素戔嗚
す さ のお の

尊
みこと

がこの地で休んだとき、手に持って

いた桜の杖を池辺にさしたものが大きくなったと伝えられている。

   芋井地区泉平の素桜神社境内にある。

● 大峰城

標高828ｍの大峰山山頂に建つ。戦国時代、武田信玄の旭山城の向城として上杉謙信が

築城した山城で、葛山城主落合備中守の家臣、大峰蔵人の城といわれる。現在の大峰城

は、旧本丸跡に昭和37年に展望台として築かれた。４階の展望台からは長野市街地をは

じめ、善光寺平、上信越高原の山々などが望める。

老朽化と入館者の著しい減少に伴い、平成19年11月末をもって休館とした。

  「大峰城チョウと自然の博物館」にあったチョウの標本については平成24年１月から

長野市青少年錬成センターにおいて保管している。

● 茶臼山・篠ノ井 

(1) 茶臼山自然植物園・恐竜園 

市制施行80周年記念事業の一つとして地すべり跡地を活用して建設された33ｈａの

公園である。園内には、200 種・25 万本の植栽のほか、フィールドアスレチック「冒

険の森」や「こどもおとぎの広場」、「童謡の森」などが配されている。また、強化

プラスチックで再現された実物大恐竜 25 体がある恐竜園を併設する。 

(2) 茶臼山動物園 

昭和 58 年８月８日、傾斜地を利用し、整備した動物園である。一部放し飼い方式を

取り入れた森の中の動物園で、面積は、約 15ha。友好都市の中国・石家庄市から贈ら

れたレッサーパンダやオーストラリアのウォンバットをはじめとして哺乳類、鳥類、

爬虫類約 80 種 750 点の希少動物からふれあえる動物まで幅広く展示されている。 

平成 25 年４月 27 日から、動物園北口と旧茶臼山自然史館の間（約 176ｍ）を結ぶモ

ノレールの運行を開始した。 

(3) 中尾山温泉 

茶臼山の北、山の中腹にある温泉である。お見合い風呂等ユニークなお風呂がある。

泉質：単純硫黄泉 

 (4) 驥山館
きざんかん

書道界に偉大な足跡を残した川村驥山の幼少から晩年にわたる書作品の傑作80点を

常設展示している。

 (5) 長谷寺
は せ で ら

日本各地に数多くある長谷寺の中でも日本三所（日本三長谷）と呼ばれる大和・鎌

倉・信濃の三大長谷寺のひとつで、本尊は十一面観世音菩薩である。

● 若穂 

(1) 清水寺
せいす い じ

保科の清水寺は、征夷大将軍坂上田村麻呂が大同年間（806～810）に建立したと伝

えられている。信濃三十三番札所の一つ。日本最古の鍬形（兜の飾り）は、両界曼荼
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羅図や聖観音菩薩立像をはじめとする６体の仏像と共に重要文化財に指定されている。

また、ボタンと紅葉の名所としても知られている。 

 (2) 蓮台寺 

若穂の「あじさい寺」として知られ、地域の人々が丹誠込めた2,000株が淡いピンク

や水色、紫色の花で初夏の参道や境内を彩る。本尊の木造阿弥陀如来坐像は重要文化

財に指定されており、藤原時代から鎌倉時代の様式を伝えるもの。９体あったものの

うち８体まで焼失し、江戸時代に８体を補足したといわれ、本尊は本堂裏の高台にあ

る収蔵庫に安置されている。 

(3) 保科温泉 

保科温泉は県道34号線沿いの高台にある日帰り温泉施設で、毎分1,000 と豊富な湯

量のかけ流し温泉である。菅平高原の西の玄関口に位置し、桜の名所でもある。また

晴れた日には、北アルプス連峰や善光寺平が望める。 

泉質：カルシウム・ナトリウム-塩化物硫酸塩温泉  湯量：毎分1,000 

※温泉水の加温には、木質バイオマスボイラーを使用。 

(4) 温湯温泉「湯～ぱれあ」 

温湯温泉は、長野須坂東ＩＣからほど近くにある日帰り温泉施設で、平成18年に新

装オープンした。温泉の他に、健康維持増進のためのプール施設や、福祉浴室、会議

室などの設備がある。 

泉質：アルカリ性単純硫黄温泉 湯量：毎分234 

(5) 若穂中央公園 

野球やサッカーができる多目的広場や、ナイターも可能なテニスコート、広々した

ランニングコースもあり、スポーツを楽しむのに最適な公園。 

遊具を備えたちびっこ広場もあるので、若い親子連れにも人気のスポット。 

● オリンピック施設

平成10年（1998）に開催された「長野オリンピック冬季競技大会」の会場は、現在も

スポーツ振興を始め様々な方面で利用されている。 

(1) エムウェーブ（オリンピック記念アリーナ） 

世界有数の400ｍダブルトラックを有する屋内スピードスケートリンクである。オリ

ンピックではスピードスケートの会場となり、清水宏保選手の金メダル獲得をはじめ、

日本選手の活躍にわいた。山なみをイメージするＭ字型の屋根が特徴の大きな空間は、

夏期はイベントなどの会場、冬期（10月～３月）はアイスリンクが作られ、数々の世

界大会などが開催される。この競技舞台も通常は市民スケーターの滑走で賑わってい

る。 

長野オリンピックミュージアムでは、1998年長野オリンピック・パラリンピック、

また2005年長野スペシャルオリンピックスの記念資料などが公開されており、当時の

感動が鮮やかによみがえる。 

(2) ビッグハット（若里多目的スポーツアリーナ） 

現在は、文化コンベンションの中核施設として活用され、夏期はイベントなどを開

催、冬期はアイスホッケー・フィギュアスケートリンクとしてクラブチーム等の活躍
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の場となっている。アイスホッケーアジアリーグやフィギュアスケートの大会も開催

される。オリンピックでは、アイスホッケーＡ会場となった。

(3) 南長野運動公園 

開閉会式の会場であった「長野オリンピックスタジアム」を中核に、総合球技場・

体育館・テニスコート・プールなどを配した水と緑の公園になっている。聖火台は公

園の一角に移設され、記念写真の撮影スポットにもなっている。 

平成27年2月には、1万5,000人収容の「南長野運動公園総合球技場」が完成し、ます

ます機能が強化されている。 

(4) ホワイトリング（真島総合スポーツアリーナ） 

みずたまをイメージした特長的な屋根を持つ施設で体育館として利用されている。

オリンピックでは、フィギュアスケート・ショートトラックスピードスケートの会場

となった。

(5) アクアウイング（長野運動公園内） 

競泳、飛び込み、シンクロナイズドスイミングなどの競技が可能な屋内プールであ

る。オリンピックではアイスホッケーのＢ会場として利用された。

(6) スパイラル（ボブスレー・リュージュパーク） 

スパイラルボブスレー・リュージュの競技場となった。

※平成29年度をもって冬季の製氷を休止 

本年度、実際に競技が行われたコースを利用し、NPO法人日ノルディックフィットネ

ス協会公認のノルディックウォーキングコースとしてオープン予定。 

● 豊野 

豊野は古来生活環境に恵まれた豊かな場所であり、エリア内には数多くの遺跡が残さ

れている。中世には太田荘と呼ばれる荘園の中心地として栄え、近世には東西の飯山街

道と、南北の松代街道とが交差する西の神代宿と、飯山街道・川東街道・前橋街道の分

岐点に当たる東の浅野宿を中心に、交通の要所として賑わった。

(1) 豊野温泉「りんごの湯」

『美肌の湯』『美人の湯』の条件とされる弱アルカリ性で、ナトリウムイオンとカル

シウムイオンの両方を含有するかけ流しの天然温泉である。日本三大美人の湯にも引

けを取らない良質な成分で、湯上がりは肌がしっとりすべすべする。

泉質：ナトリウム・カルシウム－塩化物温泉 泉温：42.4℃ 

(2) つつじ山公園

ヤマツツジが全山の半分を占める天然の名勝地である。室町時代からすでにヤマツ

ツジが群生していたといわれ、樹齢100年以上の花が見事に咲きそろう。群生地として

は長野県の北信随一の規模で、その数は約１万株といわれている。新緑の５月には、

花の美しさと眺望を楽しむ人が集う。 

(3) 丹霞郷

飯綱町と豊野エリア北部との境界付近に広がる丹霞郷からは、「信越五岳（北信五

岳）」が一望できる。特に４月下旬から５月上旬には、残雪の山々を背景に一面に咲き

そろった桃の花が映えて、素晴らしい景観となる。
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(4) アップルライン 

「アップルライン」の愛称で呼ばれている長沼地区から豊野地区にかけての国道18

号は、リンゴの産地である。実りの時期にはリンゴ狩りが体験できる。 

● 戸隠 

 (1) 戸隠山

戸隠連峰の一峰で、標高は1,904ｍである。飯縄、戸隠、黒姫、妙高、斑尾の５山か

らなる「北信五岳」の一つで、日本二百名山、信州百名山にも数えられている。

(2) 戸隠山にまつわる伝承

＜天の岩戸伝説＞

昔、世の中を明るく照らす天
あま

照
てらす

大神
おおみかみ

が弟素戔嗚
す さ のお の

尊
みこと

の乱暴を怒り、天の岩屋へこも

ってしまったため世の中は暗闇になり、魔物たちが暴れ放題となった。困った神々が

集まり、天照大神になんとか岩屋から出ていただこうと知恵をしぼった結果、天八
あまのや

意 思 兼
ごころおもいかねの

命
みこと

の発案により、歌や踊りの宴会を開くことにした。 

天鈿女
あめのうずめの

命
みこと

のみごとな踊りにつられ、神々も踊ったり笑ったり。その騒ぎが気にな

って、天照大神が少し戸を開けて外を見た時、すかさず天
あめの

手
た

力男
ぢからおの

命
みこと

が岩屋の戸を放

り投げ、岩戸は、はるか信濃の戸隠（戸隠山）へ。以来、世の中は明るくなったとい

われる。 

＜戸隠神社＞

宝光社：杉の古木の中を200段あまりの石段を登ると両部神道当時の面影を残した荘

厳な神殿がある。中社の御祭神の御子神様の天表
あめのうわ

春
はるの

命
みこと

をまもり、芸術、安産、

厄除、家内安全などご神得がある。

火之御子社：天の岩戸開き神話の中で賑やかに舞をまった天鈿女
あめのうずめの

命
みこと

を祀り、古来よ

り舞楽芸能の神、開運の神として崇敬されている。境内には有名な西行桜がある。

中社：天の岩戸を開けるために神楽を奏でることを考案した知恵の神様、

天 八 意 思 兼 命
あめのやごごろおもいかねのみこと

を祀っている。境内には樹齢800年あまりにおよぶ三本杉があり、

多くの参拝者が訪れる。

奥社：天の岩戸を無双の神力で開けたといわれる天
あめの

手
た

力 男
ぢからのおの

命
みこと

が御祭神の奥社。隣

には地主神として尊神されている九頭龍社がある。参道の神秘的な杉並木は必見。

九頭龍社：本社のとなりに古くより地主の神として鎮まる九頭龍社は戸隠信仰の中心

的社であり、鳥居川、楠川、裾花川の下々まで豊かな水をつかさどっている。

(3) 鬼女紅葉伝説 ※戸隠・鬼無里に伝わるもの

今から約１千年の昔、会津の夫婦が六天の魔王に祈って美しい娘を授かり、呉
くれ

葉
は

と

名付けた。16歳で都にのぼった呉葉は、紅葉
も み じ

と名を変え、才色兼備がたちまち評判と

なって、源氏の棟梁、源経基の側室として寵愛を受けた。ところが経基公の御台所が

病に倒れ、平癒祈願もむなしく病状が重くなると、「紅葉が呪い祈祷している」と噂が

立ち、ついに信州戸隠に流されてしまう。水無瀬（鬼無里）の里にたどり着いた紅葉

は、その美しさと読み書き、裁縫、歌舞音曲などの教養から村人たちに敬愛され、内

裏屋敷と呼ぶ館で大切にされた。屋敷の西を西京、東を東京と名付け、都をしのんで

暮らす紅葉だったが、経基や都への思いは消えず、再び上京しようと戸隠の荒倉山の
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岩屋に移り住む。そして、いつしか盗賊たちの首領に担ぎ上げられ、人々から鬼女と

恐れられるようになってしまう。その噂が都に伝わると、帝は信濃守平維茂に鬼女討

伐を命じた。初戦は鬼の形相となった紅葉の妖術に敗退した維茂だが、別所北向観音

に必勝祈願をして授かった降魔の剣で再度紅葉を攻め、激しい戦いの末、ついに紅葉

は降魔の剣に討たれた。維茂は水無瀬に地蔵尊を祀り紅葉の菩提を弔った。戸隠、鬼

無里の地にはこの他幾多の「鬼女紅葉」物語が伝えられている。 

(4) 鏡池

四季折々の景色が楽しめ、春の新緑、涼風の夏、紅葉の秋、そして歩いてしか行く

ことができない冬の絶景など、山とのコントラストがとても美しい。その名のとおり、

湖面が穏やかな時には、戸隠連峰が見事に映し出される。

(5) どんぐりハウス

鏡池のほとりにたたずむロッジ風の休憩所。窓の外の風景を眺めながらの軽食や喫

茶のほか、研修室や多目的ホールも備えている。丸太造りのあずま屋ではバーベキュ

ーが楽しめる。

(6) 小鳥ヶ池

光と風があふれる池の周辺には、野鳥や湿生植物が多く観察できる。戸隠連峰の眺

めも良く、スケッチブックを持って訪ねたいのどかなスポット。

(7) 越水ヶ原

ツツジやミズバショウが群生する越水周辺は花咲く草原。カラマツの芽吹きが美し

く、戸隠を愛した詩人・津村信夫が詠ったところ。史跡を多く残す旧越後道は歴史を

偲ばせる遊歩道。詠う

(8) 戸隠牧場・自然観察動物園

戸隠キャンプ場に隣接して広がる牧場。乗馬体験や小動物園があり、ウサギ、モル

モット、ヤギなどと遊ぶことができる。期間は６月上旬～10月中旬。

(9) 戸隠森林植物園

戸隠の魅力を満喫できる71.34haの緑豊かな自然の楽園。季節ごとに花々が咲き誇り、

春の水芭蕉、新緑、見事な紅葉が楽しめる。一円の散策コースでは小鳥のコーラスを

聞きながら、バードウォッチングや森林浴が楽しめる。みどりが池はカルガモが泳ぐ

憩いの場。

(10) 八十二 森のまなびや（森林学習館）

戸隠森林植物園中央広場入口にあり、戸隠の自然や生き物についての情報を紹介し

ている。

(11) 戸隠民俗館 

江戸時代の穀倉を復元した館内には、戸隠の伝統的な風土と生活を受け継ぐ民具２

千点が展示されている。庭内には水車小屋もある。

(12) 戸隠流忍法資料館 

総ケヤキ造りの豪農の民家を生かした館内に、忍具500点、実技の写真パネル200点

ほか忍法資料を展示。 

(13) チビッ子忍者村 

大自然の中にあるチビッ子忍者の里には、忍者屋敷、カラクリ迷路、忍者不思議屋
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敷、忍者アスレチック修行の森などの冒険がいっぱい。忍者に変身して忍法にチャレ

ンジできる。

(14) 戸隠キャンプ場 

白樺林に囲まれたさわやかなキャンプ場。標高1,200ｍの大自然の中で、アウトドア

の聖地とよばれる。ファミリーはもちろん、グループキャンプや林間学校にも最適。

オートキャンプ400サイト（区画50、フリー350）、電源・水道付サイト８区画、コテー

ジ６棟、ログキャビン33棟、バンガロー28棟、炊事場13カ所、野外炉10カ所、温水シ

ャワー２棟、トイレ６カ所（水洗）と全国屈指の収容力がある。

(15) 戸隠イースタンキャンプ場 

戸隠キャンプ場の県道を隔てた反対側にあり、グループやファミリーに最適。オー

トキャンプも楽しめる。オートキャンプ200台、バンガロー13棟、テント40張がある。 

(16) 荒倉キャンプ場 

鬼女紅葉伝説が生まれた荒倉山の麓にある静かでゆったりとしたキャンプ場。飯縄

山の眺望が素晴らしく、オートキャンプが可能である。 

(17) 竹細工センター 

温かさと素朴なぬくもりの戸隠伝統の竹細工。地域に自生する根曲がり竹で作られ

ている伝統工芸品は、戸隠そばを盛るざるが代表的。センター内にはざるを始め箕
み

（藤

箕）や籠など様々な製品が展示販売されている。作業工程を見る実演コーナーや竹細

工体験教室もある。

(18) そば博物館「とんくるりん」 

見て体験して味わって、そばの全てを楽しめるそばの博物館。戸隠そばの今昔と世

界のそば文化が展示されている。食事処ではそばを味わうことはもちろん、名人の指

導のもと、本格的な調理道具を使った、そば打ち体験もできる。

(19) 津村信夫文学碑・川端康成文学碑 

戸隠は多くの小説家や詩人に愛されてきた文学のふるさと。なかでも詩人津村信夫

や川端康成は珠玉の戸隠文学を残している。中社わきには津村信夫、宝光社近くには

川端康成の文学碑が建っている。

(20) いこいのいで湯「森林囃子
もくもくばやし

」 

裾花川の渓流沿いにあり、木のぬくもりが漂う温泉施設。眺望の良い浴室をはじめ、

休憩室、談話室、各種トレーニング室がある。

(21) 戸隠神告げ温泉「湯行館
ゆにーくかん

」 

戸隠スキー場中社ゲレンデ前に平成11年７月にオープンした温泉施設。神経痛や筋

肉痛などに効能がある単純泉で、リラックスできる。観光帰りに立ち寄りたい。

(22) 戸隠地質化石博物館

化石標本を数多く展示。クジラ、ダイカイギュウの骨やたくさんの貝の化石などが

あり、戸隠一帯が今から400万年ほど前には海だったことがうかがえる。その他に、長

野県天然記念物のシンシュウゾウの化石や地層観察ができ、化石クリーニングの体験

も行っている。

(23) 戸隠スキー場 

戸隠連峰のパノラマに心躍らせ、全長３kmのゲレンデを一気に滑り降りる。瑪瑙山
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と怪無山にひらかれた、リフト７本19コースの本格スキー場。スキー場周辺のスノー

フィールドでは雪の散歩気分でクロスカントリースキーやスノーシューも楽しめる。

初心者からベテランまで、またスキーの出来ない方にも大満足のウインタースポーツ

が満載。夏季はゲレンデのトレッキングコースでさわやかなトレッキングが楽しめる。

(24) 北野美術館 戸隠館 

北野美術館の分館として、平成27年４月22日に開館した。季節にあわせた絵画や彫

刻の展示のほか、独自の企画展等を開催している。館内には戸隠連峰を眺望できるカ

フェラウンジと網代天井など美しい細工を施した立礼の茶室を設け、茶道など日本の

伝統文化も楽しめる。

● 鬼無里 

(1) 奥裾花自然園 

樹齢300～400年のブナの原生林に囲まれた120haの自然公園。春になると約81万株の

水芭蕉は、雪解け水が流れる７haの湿原に、白い清楚な群生が広がる。見頃は５月上

旬～中旬。

吉池やひょうたん池には貴重なクロサンショウウオやモリアオガエルが生息する。

(2) 奥裾花渓谷 

豊かな自然と、褶曲した地層など神秘的な景観が楽しめ、日本百景のひとつに数え

られる。春は新緑、秋の深まりとともに里も山も色づき始め、渓谷の山あいも、ブナ

やカエデなどが一斉に赤や黄色に色を変え、常緑樹の深い緑と相まって、美しいコン

トラストを奏でる。渓谷の両岸の断崖から流れる滝と紅葉の風景はまさに屏風絵。奥

裾花ダム湖には林道の中路式ローゼ橋としては国内最長の奥裾花大橋が架かり、四季

を通じて、その美しさを楽しめる。

(3) 奥裾花自然園開山祭 

４月下旬、山野の守護の神として人々の安全を願い、奥裾花自然園に建立されてい

る奥裾花社の前で、観光客、入山者の無事を祈る安全祈願祭が行われ神楽が奉納され、

水芭蕉と新緑のシーズンが開幕となる。

(4) 奥裾花自然歩道

観光センターで下車後、奥裾花自然園までの２kmは奥裾花自然歩道になっており車

の乗り入れは出来ない。早春、歩道の両端には桜並木が続く。蝶や虫たちも飛び交い、

まさに自然の楽園。歩道の途中には、雪解けの水をたたえた、元池がひっそりと姿を

見せ、裏戸隠連峰の勇壮な姿を映した素晴らしい眺めが楽しめる。

(5) 奥裾花キャンプ場 

標高1,100ｍの豊かな自然に囲まれたキャンプ場で、樹齢300～400年のブナ、トチの

原生林の中で、森林浴、バードウォッチング、オートキャンプが楽しめる。

(6) 白髯
しらひげ

の杜のホタル 

白髯神社の近くを流れる宮沢川ではホタルの乱舞が見られる。毎年、地元住民によ

る「白髯の杜 ホタル観賞会」が開かれている。 

(7) そば処「鬼無里」

歴史民俗資料館前にあり、地元の主婦達が心を込めて打つ素朴な手打ちそば屋。店
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内では季節の山菜、きのこ、地元産のそば粉、豆類、打ち立ての生そばセット各種、

エゴマなど穀類も販売している。

(8) 奥裾花温泉「鬼無里の湯」 

昔から「柳沢の湯」として親しまれてきた名湯・奥裾花温泉に造られた体験交流施

設。地元食材を使った料理、入浴、宿泊、交流施設、また敷地内にはコテージ、水車

小屋などが整備されている。

(9) 長野市立博物館分館 鬼無里ふるさと資料館 

鬼無里ふるさと資料館にはかつて村の経済を支えた「麻」に関わる資料などが収集

されている。また、鬼無里地区の屋台（山車）と神楽の展示や炭焼き小屋、水車小屋

が復元展示されている。

(10) 舟繋ぎの樹 

その昔、中田の十二神社は、鬼無里の谷が湖だったとき、港だったところ。南西へ

7.5km離れた小川村の飯綱神社を結ぶ渡し船があったといわれる。神社には根回りが約

11.5ｍのケヤキの木があって、舟のとも綱をこれに繋いだところから「舟繋ぎの樹」

と呼ばれた。十二神社の紋章が「帆掛け船」で鳥居を「波よけの鳥居」と呼ぶのもこ

の故事から。この木の下に信州松代の長国寺住職が寛政元年（1789）にこの伝承を聞

いて創った詩碑がある。 

(11) 文珠堂 

京都切戸の文殊、奈良安倍の文殊に並ぶ日本三文殊のひとつ。木曽義仲の守護神、

大聖智慧文珠菩薩を祀ったといわれている。本尊は弘法大師の作と伝えられ、奥裾花

ダムの手前、土倉地区にある。

(12) 松
しょう

巌寺
が ん じ

鬼女紅葉の守護神といわれる地蔵尊を祀ってある紅葉ゆかりの寺。伝説の里の史跡

巡りには是非とも訪れたいところ。また、境内には自然を愛し昭和12年に当地を訪れ

た川端康成の文学碑が残されている。

「紅葉」ゆかりの寺と知られる松巌寺の境内に鬼女「紅葉」の墓といわれる石塔が

今もひっそりと祀られていて、花や菓子が手向けられている。

(13) 加茂神社

貞観７年（865）の創立と伝えられ、東京部落の産土神であり、別雷命、健御名方命、

天思兼命を祀っている。平安の都を思わせるその名は「鬼女紅葉」の伝説を偲ばせる。

(14) 白
しら

髯
ひげ

神社（重要文化財） 

本殿は室町時代の建造で、優雅な建築様式が取り入れられている。祭神は猿田彦の

命を祀ってあり、天武天皇が白鳳年間に鬼無里に遷都を計画され、その鬼門の守護神

として創建されたといわれる。昭和34年、国の重要文化財に指定された。

(15) 春日神社 

白馬、鬼無里、奥裾花への三分岐近くには京にちなんだ地名が多くある。東京、西

京、加茂神社と共に京の都を思わせるのがこの春日神社で、言い伝えによれば、この

地に遷都を計画した天武天皇の使者が来村した折りに創建したといわれている。

(16) 鬼女紅葉伝説（戸隠・鬼無里） 

71ページの「鬼女紅葉伝説」を参照 
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● 大岡 

(1) 芦
あし

ノ
の

尻
しり

道祖神 

1998年の長野冬季オリンピックの開会式に登場し、世界中の人々から熱狂的な歓迎

を受けた芦ノ尻道祖神。古くからの伝統を引き継ぐこの文化財は、無病息災を祈念し

て、正月７日・七草の日に松飾りを持ち寄って人面の神様を祀ったことに由来する。

地域の人たちの誇りであるばかりでなく、日本の財産とまでいわれるこの神様は、雪

深い聖の名にふさわしい道祖神として、将来も語り継がれていくだろう。 

(2) 道の駅 長野市大岡特産センター

国道19号線沿いにあり、多くの観光客でにぎわう大岡村特産センター。春には、ふ

きのとう、ワラビ、タラの芽、初夏にはセリ、タケノコ、秋にはキノコなどの山菜や

高原野菜が店頭にあふれる。名物手打ちそばやおやきは一年を通じて提供され、セン

ター自慢の逸品。 

(3) アルプス展望公園

北は白馬岳、南は常念岳まで雄大な北アルプスが一望できる魅惑のロケーション。 

芝生の広場や四阿はピクニックに最適。キャンバスハウスでは180度のパノラマを心

ゆくまで堪能できる。 

(4) 聖山パノラマオートキャンプ場

カラマツと白樺に囲まれたごんげん池。聖山オートキャンプ場はその湖畔、聖山高

原の中央にあり、オートキャンプサイト38区画、コテージ２棟を備える野趣あふれる

キャンプ場。温水シャワー、水洗トイレ、コインランドリーも備えている。

(5) 大岡温泉

北アルプスを一望しながらの温泉浴が楽しめる。湯冷めしにくいと評判。

(6) 聖山パノラママレットゴルフ場

聖山パノラマホテルを取り囲むように広がる、４コース、36ホールのマレットゴル

フ場。さわやかな高原で、天気の良い日には北アルプスが望めるコース。 

● 信州新町

(1) 信州新町美術館

地域のシンボルとして1982年に開館した。近代日本画壇を代表とする画家らの名作

をはじめ、彫刻、書、版画など約2,600点を収蔵、展示している。

(2) 有島生馬記念館

昭和・大正期の日本洋画界をリードし、多大な功績を残した有島生馬も、この地を愛

したひとりであり犀川のダム湖「琅
ろう

鶴
かく

湖
こ

」と命名したことでも知られている。記念館

は、生馬の住居であった鎌倉七里ヶ浜の建物をこの地に再建したもので館内には生馬

の貴重な絵画、書、遺品が数多く展示されている。

(3) 信州新町化石博物館

   信州新町出身の西沢勇（たけし）さんが世界各地から収集した化石や、長野県天然

記念物のシンシュウセミクジラやセイウチの化石を展示している。このほか体験教室

も開催している。
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(4) ミュゼ蔵

   酒蔵を改造した建物で、１階は貸しギャラリー、２階は日本インダストリアルデザ

イナー協会の展示があり、生活に根ざしたデザインの製品を中心に展示している。

(5) 信州新町ジンギスカン街道 

信州新町を通る国道19号沿いには、信州新町名物ジンギスカンを食べることが  

できる店が多くあることから通称ジンギスカン街道とよばれている。漬け込み方やタ

レの味など、店ごとのこだわりがある。

(6) 道の駅 信州新町 

国道19号沿いにある地場産業開発センターは、その名の通り地場産品の宝庫。季節

の野菜、手打ちそば、おやきをはじめ地域の味が勢ぞろいしている。ジンギスカンや

手作りの漬物など、自慢のグルメ・メニューを気軽に持ち帰られるのも魅力。

(7) 萩野森の家 

萩野高原にある「森の家」は、静かな癒しの森に囲まれた隠れ家的な宿泊施設。２

棟あるキャビンは充実の設備で別荘気分が味わえる。おすすめは、マウンテンバイク

での散策（レンタルあり）。キャンプができる広場や屋外ステージもあり、アウトドア

を満喫できる。

(8) 信州犀川交流センター 

廃校になった小学校を活用した宿泊施設。低料金が魅力のひとつ。観光はもちろん、

  カヌー・釣り・スキーなどのアウトドア、各種合宿の拠点として気軽に利用できる。

(9) 信州不動温泉 さぎり荘 

犀川河畔のくつろぎを大切にした和風の宿泊施設をはじめ、レストラン、広間、多

目的ホール、温泉浴場、日本庭園、多彩なスポーツ施設を備えた保養センター。

特に自慢のサフォーク料理は味、ボリュームともに大好評。名物として親しまれて

  いる。また、豊富な出湯
い で ゆ

は硫化水素泉。湖畔の四季をのんびりと眺めながらの入浴は

格別。

(10) 牧之島城跡 

武田信玄の家臣で永禄年間（1558～1569年）に付近一帯を治めた馬場信房が実戦に

備えて築いた城。犀川の流れを望む高台に位置し、本丸、二の丸、空堀などの跡が、

戦国時代の城の形状をよく伝えている。長野県史跡。

(11) 「かあさんの歌」の歌碑 

多くの人々に歌い継がれている「かあさんの歌」の舞台はこの地。作者・窪田聡氏

が両親のふるさとに思いをはせ、また氏自身の疎開時代を懐かしんで作られたといわ

れる。

   奈津女橋公園ミニ公園に、この歌の歌碑が建てられている。

(12) 久米路峡 

県歌「信濃の国」にも歌われる景勝地。水の流れを覆うようにせり出す樹々の葉が

  夏は深い緑に、秋は紅葉に染まり、川の流れと一体となって素晴らしい景観を楽しま

せてくれる。
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● 中条

(1) 虫倉山（信州百名山）

信州百名山のひとつで、北アルプス・八ヶ岳・美ヶ原など日本の屋根が見わたせる

雄大な山。５コースの登山道の所要時間はいずれも２時間以内。毎年５月３日には開

山祭が開催される。

(2) 道の駅 中条 

オリンピック道路沿いにある「道の駅中条」は、心やすらぐお休み処。中条名物の

「笹おやき」をはじめ、特産物や地元で取れた新鮮な野菜が数多く並べられお土産と 

しても喜ばれている。

(3) やきもち家 

茅葺き屋根の宿泊体験施設。「やきもち」や「おぶっこ」など伝統の味が楽しめ、い

ろりでは、「灰やきもち」づくり体験ができる。信州むしくらの湯も楽しめる。

(4) 音楽堂 

  旧日下野小学校を改修したコンサートホールで客席250席。施設は全て木造作りで音

響効果も抜群。名器で名高いベーゼンドルファーのピアノがあり、ミキサーや照明設

備も高いレベルで、コンサートや音楽合宿に最適。

(5) 広福寺 

信濃三十三番札所の三十一番。乳だし観音の伝説が伝えられている。

(6) 太田水車小屋 

昔懐かしい茅葺き屋根の水車小屋を再現。この水車小屋水系では、ホタルが多く見

られる。

(7) 不動滝 

高さ18.5ｍ、幅４ｍ。水量は年間を通して変わりはなく、深さ2.3ｍの滝つぼが中間

にあり、古くから山椒魚が生息している。また、滝の上部に不動明王が祀られている。

(8) 虫倉神社 

虫倉七社のうちで最も古く、総社と呼ばれる。「子育て」の神さま。

祭神は、磐長姫命で古くから「おおばさま」として、小児の健育の神社として敬わ

れ親しまれてきた。「カンの虫」封じには「虫切り鎌」のお守りが霊験あらたかで有名。

(9) 岩井堂観音堂 

  新四国四十三番札所・大岩の下に足場を組んだ本堂は入母屋造り、茅葺き（鉄板被

覆）懸造りで背面は岩がお堂にかぶさるように崖に接している。

(10) 奈良井思恩公園 

アルプスの眺望が素晴らしく、写真撮影やスケッチポイントとなる公園。

(11) 日下野
く さ が の

スギ（県天然記念物） 

大内山神社にそびえる樹齢1300余年の巨木で県の天然記念物。目通り幹周りは

  11.4ｍ。地上から４ｍ上で大小２幹に分岐し、いずれも高さが40ｍに達する。

(12) 臥雲院 

 700年の歴史を持つ曹洞宗の古刹、要石や風穴などの七不思議伝説がある。

(13) 正法寺
しょうほうじ

信濃三十三番札所の三十番。雨乞いと縁結びの寺。木造聖観音立像、木造四天王像
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は県指定、宮殿は市指定文化財。５月には、御衣
ぎ ょ い

黄
こう

桜という花びらが緑色の珍しい桜

が咲く。

(14) しあわせの鐘公園 

  雄大な虫倉山と北アルプスの眺望をバックにモニュメントに付けられたカリヨンベ   

  ルの奏でる調べがこだまする。15分毎に美しい音色が響きわたる。

(15) 宮遺跡公園 

宮遺跡から発掘された縄文時代中末期の竪穴式住居等を復元して、公園として整備

した。発掘された物は中条歴史民俗資料館に展示されている。

● 信濃三十三番札所（長野市内分）

名   称 通 称 所  在  地

第４番 大里山
おおさとやま

風雲
ふううん

庵
あん

風雲庵 松代町清野字宮組452 

第７番 虫歌
むしうた

山桑台院
やまそうだいいん

虫歌観音 松代町豊栄字宮崎6531-1 

第８番 時頼山
ときよりやま

西明寺
さいみょうじ

吉窪観音 塩生甲3074 

第11番 明真寺
みようしんじ

清滝
きよたき

観音堂
かんのんどう

清滝観音 松代町東条菅間 

第12番 菩提山
ぼだいざん

無常院
むじよういん

中見堂 安茂里小市3-45-8 

第16番 阿弥陀山
あ み だ さ ん

清水寺
せいすいじ

保科観音 若穂保科1949 

第18番 金峰
きんぽう

山長
ざ ん は

谷寺
せ で ら

人肌観音 篠ノ井塩崎878 

第21番 常光寺
じようこうじ

岡田
お か だ

観音堂
かんのんどう

岡田札所 篠ノ井岡田字岡田裏1243 

第30番 歓喜山
かんきざん

正法寺
しょうぼうじ

雨乞い観音 中条日下野1874 

第31番 慈眼山
じがんさん

広
こう

福寺
ふ く じ

乳だし観音 中条御山里8859 

● 信州のサンセットポイント100選 

夕陽に浮かび上がる信州の大自然を紹介。観光客の滞在時間延長を図るため、平成11

年10月に県が選定したもの。 

サンセットポイント 紹              介

妻 女 山 展 望 台 眼下に千曲川、川中島平。遠く北アルプスに沈む夕陽が見所。

松代町～若穂の千曲川右岸 紅に染まる夕焼けとそれを映す川面の対比が美しい。

城 山 公 園 善光寺本堂の荘厳なシルエットの背後に夕陽が沈む。

鏡          池
戸隠連峰のシルエットを美しく映す鏡池。夕方になると戸隠連峰に夕

陽が沈み神秘的な雰囲気になる。

芦 ノ 尻 道 祖 神 公 園
素朴でユーモラスな道祖神が祀られている場所。雄大なアルプスビュ

ーが絶景。

● 美しい日本の歩きたくなるみち500選 

観光立国の推進や地域振興、歩行者優先施策の推進に資する方策の一環として平成15

年度、日本の歩きたくなるみち推薦会議（事務局：社団法人日本ウオーキング協会）が

全国からコースを募集。平成16年12月、長野市「馬に引かれて善光寺参り、展望のみち」

を含む500のコースが認定された。 
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ルート

雲上殿や往生寺といった山の中を巡り、長野市内の景色を眺めながら歩くコース 

ＪＲ長野駅 →（表参道）→ 西光寺 → 善光寺 → 往生寺 →（小丸山公園）→ 霊山寺 

→ 雲上殿 → 桜坂 → 城山公園 → 善光寺 →（表参道）→ ＪＲ長野駅

● 日本の棚田百選

「日本の棚田 百選」は、棚田の保全活動推進の一環として棚田の持つ環境保全の効果

や農村文化の継承などを評価し、全国の代表的な棚田の中から1999年農林水産省により

認定された。

百選箇所 紹              介

根越沖（大岡）

眼早くから基盤整備を実施し、整然と整備された独得の棚田。夕暮れ時

に見せる棚田の姿は趣き深く、思わずカメラを取り出してしまうほど。

下に千曲川、川中島平。遠く北アルプスに沈む夕陽が見所。

原田沖（大岡）
紅葉の季節における周囲の山と調和した田の風景をはじめ、丁寧に管理

された棚田の季節毎の情景は、素朴な農山村の風物詩となっている。

慶師沖（大岡）
本地域は水田用水がきわめて少ない営農地帯だが、雨水をため池に貯え

ることにより、少しの水も無駄にせず営農に活用している。

塩本（信州新町）

中心部から犀川にかかる新町橋を渡って南下した場所に広がる塩本の

棚田。棚田上部からはアルプスの山並みが眺望でき、約260枚の棚田が
周囲の緑に溶け込む様はまさに優美。

栃 倉 （ 中 条 ）

虫倉山の麓にある栃倉は日本でも有数の棚田地帯で、集落の前によく整

備、保全された棚田が広がる。棚田オーナー制度も実施しており「おい

しいお米がとれる」と評判。晴れた日には北アルプスが望め、多くのカ

メラマンが訪れる。

大 西 （ 中 条 ）
独特な曲線形の棚田は、秋の実りの季節には赤トンボの乱舞とともに映

え、日本古来の農村風景として大変親しまれている。

田沢沖（中条） 昔懐かしい田園風景を残しつつ美しい棚田が残されている場所。
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● 花ごよみ

花 の 名 称 開  花  期 場               所 備 考

福  寿  草 3月下旬 七二会小坂

梅 3月下旬～4月上旬 竹房ろうかく梅園（信州新町）

あ ん ず 4月上～中旬 松代町東条

カ タ ク リ
4月中旬 里島発電所上流裾花川右岸

5月 大谷地湿原周辺、越水ヶ原、荒倉

桜
4月中～下旬

城山公園、雲上殿、桜坂、光林寺、川中島古戦場、笹

平ダム下、保科温泉、観音堂（豊野）、天宗寺

4月下旬～5月上旬 神代桜、巡礼桜、鬼無里高橋

モ モ 4月中～下旬 川中島、篠ノ井、豊上線沿い

リ ン ゴ 4月下旬～5月上旬 アップルライン、往生地ほか市内各所 市の花

タチツボスミレ 4月中旬～6月中旬 戸隠森林植物園ほか戸隠高原一帯

リュウキンカ 4月下旬～5月中旬
大谷地湿原ほか飯綱高原一帯、戸隠森林植物園ほか戸

隠高原一帯

水 芭 蕉 4月下旬～6月上旬
大谷地湿原ほか飯綱高原一帯、奥裾花自然園、戸隠森

林植物園ほか戸隠高原一帯（～5月中旬）
ギ ョ イ コ ウ桜 5月中旬 正法寺（中条）

牡 丹 5月中旬 清水寺(若穂)  

トガクシショウマ 5月中旬～下旬 戸隠山の山道

ニ リ ン ソ ウ 5月中旬～6月中旬 戸隠森林植物園ほか戸隠高原一帯

ツ ツ ジ 5月中旬～下旬 豊野つつじ山公園、赤野田つつじ山

フ     ジ 5月下旬～6月上旬 若穂山新田、茶臼山自然植物園

ア ヤ メ 5月下旬 長野電鉄柳原駅

ミ ツ ガ シ ワ 5月下旬～6月中旬 種池、古池

レンゲツツジ 6月中旬～7月中旬 一の鳥居苑地ほか飯綱高原一帯、戸隠牧場（6月）

コバイケイソウ 6月中旬～下旬 戸隠スキー場中社ゲレンデほか戸隠高原一帯

花 し ょ う ぶ 6月下旬～７月中旬 白髯の杜（鬼無里）

ツルアジサイ

カラマツソウ

ヤ マ ボ ウ シ

6月下旬～７月中旬 戸隠森林植物園ほか戸隠高原一帯

ア ジ サ イ 7月 荒神堂(篠ノ井)、蓮台寺（若穂綿内）

古 代 ハ ス 7月 善光寺大勧進 放生池

カ  ラ  ー 7月上旬～8月中旬 ふれあい公園（信州新町）

ヤ ナ ギ ラ ン 7月中旬～8月上旬 戸隠スキー場

そば（夏・秋）
6月下旬～7月上旬、
8月下旬～9月上旬

戸隠高原各地

ツリフネソウ 7月中旬～9月下旬 戸隠森林植物園ほか戸隠高原一帯

サ ル ス ベ リ 8月中旬～9月中旬 若穂さるすべりの丘

ス ス キ 8月～9月 飯綱高原一帯

サラシナショウマ 8月中旬～10月上旬 戸隠森林植物園ほか戸隠高原一帯

リ ン ド ウ 9月～10月 一の鳥居苑地、戸隠森林植物園ほか戸隠高原一帯 県の花

ワ レ モ コ ウ 9月中旬～10月中旬 戸隠森林植物園ほか戸隠高原一帯
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長野市商工観光部 観光振興課 

〒380-8512  長野市大字鶴賀緑町 1613 番地 

                  観光振興担当  (TEL) 026-224-8316 

観光施設担当  (TEL) 026-224-5042 

(FAX) 026-224-5043 

E-mail     kankou@city.nagano.lg.jp 

インバウンド・国際室（TEL）026-224-5447 

          （FAX）026-224-5121 

E-mail     kokusai@city.nagano.lg.jp 

〒381-4192  長野市戸隠豊岡 1554 番地 

          北部産業振興事務所（TEL）026-254-2324 

                   （FAX）026-254-3883 

                E-mail     kankou-hokubu@city.nagano.lg.jp 

〒381-3203  長野市中条 2549 番地 2 

          西部産業振興事務所（TEL）026-268-3003 

                   （FAX）026-268-3931 

                E-mail     kankou-seibu@city.nagano.lg.jp 

URL       http://www.city.nagano.nagano.jp 


